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新版


悪魔の飽食


日本細菌戦部隊の恐怖の実像！
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角川ｅ文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




　新版発行にあたっての序文







　此度一九八二年九月の中国旅行およびその後の調査によって判明した新事実や入手した新資料、また正・続編にわたってさらに徹底させた証言によって内容を確認充実させた新版を刊行する運びとなった。新版においては、その後証言内容に争いが生じたものは削除し、判明した新事実を書き加えた。これに読者から寄せられた意見も加えた。なお争いの生じた証言内容については取材メモおよび元隊員自身の講演テープを復元し別途出版の予定である。


　写真誤用問題が発生（一九八二年九月十四日）して以来、『悪魔の飽食』と著者および共同作業者の下里正樹は、世間の凄すさまじい糾弾の集中砲火を浴びた。この実録の内容の重さと、社会的影響の大きさを考えれば、当然の成り行きであるが、誤用問題を契機に、日本の軍国主義の復活を望みその告発を喜ばない勢力につけ込まれることとなった。


　一部ジャーナリズムは写真誤用事件を捉えて『悪魔の飽食』の初発表連載紙が「赤旗」であったことから日本共産党の謀略であるとして同党攻撃の武器に利用した。私は同党となんの関係もない一介の作家であり、『悪魔の飽食』は私個人の作品であるが、一人の作家の書いた実録がかくも政治的、思想的争いの具に用いられた例は稀け有うである。


　『悪魔の飽食』を執筆した真の意図は、侵略軍のもつ残酷性の剔てき出しゆつやその罪業の告発自体にはなく、戦争を知らざる世代にその実相を伝え日本人が同じ轍てつを踏むのを防ぐことにある。それは戦争体験者の義務であると信じている。


　第七三一部隊の実録は、単に一部隊の限局的な戦争犯罪の告発ではない。同部隊を通して戦争というものの敵より強力な武器をもつ（勝つ）ための手段を選ばないメカニズムと平時は善良な市民が戦争の集団狂気に捉えられたときの恐ろしさを訴えたものである。


　第七三一部隊の暗黒面だけでなく、同部隊が医学面や防疫給水面で果たした貢献を書かなければ片手落ちであるという批判もあった。たしかに第七三一部隊の医学防疫分野における貢献は大きい。


　だが第七三一部隊の成立基礎が侵略にあったことを我々は忘れてはならない。日本が満州へ押し出して行ったのは、決して中国から招待されたのではない。当時アフリカ分割を終えた欧米諸国の中国侵略競争のバスに乗り遅れまいとして、アジアはアジア人の手によって守れという大義名分の下に、中国の領土である満州を勝手に日本の生命線に仕立てて侵略したのである。


　日本がアジアの盟主になって中国に〝王道楽土〟を建設し、アジア全域に〝大東亜共栄圏〟を布しこうとしたのである。侵略者が侵略地で被侵略国民のためにどのような貢献をしようと、それは自国の利益のために他国を食い物にした植民地政策の一環にすぎない。


　立場を変えて、中国が、中国を盟主にした王道楽土や大東亜共栄圏の建設を旗印に日本に押し出して来たとすればどうか。そして植民地政策の一環として日本になんらかの貢献を果たしたと仮定して、そんなことを日本人として評価できるか。片手落ちとは、対等な両手において初めて言えることであって、七三一部隊を含む日本軍がかつての侵略国においてどのような貢献を為したとしても、侵略の罪業を少しも償わないのである。


　『悪魔の飽食』には、戦争による夥おびただしい犠牲者の無量の怨うらみと、あの悲劇を二度と繰り返すまじとする悲願がこめられている。


　いったんは絶版の止むなきに至った本書が、さらに充実させた内容をもって角川書店よりよみがえったことは、喜ばしいかぎりである。本書が日本の平和と民主主義を支える堆積ケルンに追加すべきささやかな一石となれば幸いである。


　本書の新生に多大の協力をしてくださった角川書店の関係各位および苦況の時期を通じて絶えず暖かくも力強いご支援と励ましを賜わった読者の皆様に厚い感謝の意を表します。


　最後に作者の不明によって七三一部隊と無関係の写真を『続・悪魔の飽食』のグラビアに誤用したことを深くお詫び申し上げます。誤用に至った経緯は近刊「第三部」において詳しく述べる。
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　目次







　新版発行にあたっての序文





序章　現代に覗のぞいた恐るべき素顔




──第七三一部隊の実録の必要性







第一章　特殊軍事区域──ハルピン市南方20キロ




加茂部隊の秘密──七三一の前身／恐怖のプロジェクトチーム／人格を奪われた〝非人間〟／残酷な給養／マルタと「丸太」の間／俘ふ虜りよノ訊問要領／悪魔の死に水／セントラル・ヒーティング部隊／腐臭の元凶／幽霊の出る細菌工場／怨えん嗟さの陳列／「霊安室」と「焼却炉」／〝特移扱〟の内実




＜筆者からのメッセージ──中間の伝言板として＞







第二章　残酷オンパレード──死夢の標本マルタ




「丸太」の用途／〝軍画兵〟出頭せよ／外げ道どうの彩色／絶望の解剖室／悪魔からの予約リザーブ／手術のバイキング／人間の「生き造り」







第三章　暗黒の小宇宙ブラツク・ボツクス・七三一




十字架を背負う句／悪魔の同族経営／黒板文字は死の予告／「丸太」のバーゲン・セール／特設監獄の間引き／生体の出前迅速にいたします／「丸太」銘々伝







第四章　七三一はなぜ「悪魔」なのか





第五章　人間への跳躍──「丸太」の暴動




不屈の独房／堀田証言の裏面／地獄部屋のマスター・キー／「丸太」叫喚／正義は我になし／死への導管ダクト







第六章　細菌戦のノウ・ハウ




遅効性ペスト・ノミ爆弾／むごく静かに殺せ／人間バーベキューと串くし刺し／細菌戦のフィルム／〝非道悪土〟満州国／特務機関長補佐の漏言／つくられた〝大魔窟伝説〟／新兵器の正体／スクリーンは映し出す／毒菌の温室







第七章　悪魔の姉妹・一イチ〇マル〇マル




奇怪な災厄／細菌人間の標的ターゲツト／関東軍軍馬防ぼう疫えき廠しよう／役畜皆殺し作戦







第八章　飽食の日々




帝国陸軍一の美食部隊／ワルプルギスの踊り／女子軍属殺人事件







第九章　日本陸軍の私生児──第一期少年隊員の苦闘




少年見習技術員／『房友』という機関誌／七三一小姓部屋／鬼のカリキュラム／鬼門の後継者／目撃した恐怖／まんじゅう恐い／少年隊舎の〝反乱〟／七三一を誇りとせよ







第十章　仮面の〝軍神〟




石井四郎秘話／神楽かぐら坂ざかのお大だい尽じん／ペスト菌への着目／腐蝕の培地







第十一章　七三一崩壊す──一九四五年八月九日




ノミ・ネズミ増産狂騒曲／七三一独断専行せよ／「丸太」虐殺の真相／独房壁の血書／悪魔城の崩壊／部隊秘密を死守せよ







第十二章　軍神は甦よみがえらせてはならない





終章　七三一の意味するもの







付記


細菌戦部隊沿革史





　序章　現代に覗のぞいた恐るべき素顔

　　　　　──第七三一部隊の実録の必要性








　私は、「赤旗」日曜版に小説『死の器』を連載中、旧満州第七三一部隊、すなわち日本陸軍の細菌戦部隊の生存者多数と接触する機会を持った。


　世界で最大規模の細菌戦部隊は、日本全国の優秀な医師や科学者を集めて三千人以上の捕虜を対象に非人道的な生体実験を行ない、細菌兵器の大量生産を急いだ。


　この技術とノウ・ハウが現在の米軍生物・化学戦部隊に受け継がれ、その基礎となったのであるが、第七三一部隊に関する記録は終戦と同時に完全に抹消され、戦史の中の空白となっている。生存者たちも、申し合わせたように口を固く閉ざして語りたがらない。


　第七三一部隊を裁いたハバロフスクでの極東軍事裁判記録をもとに書かれたものでは島村喬氏『三千人の生体実験』（一九六七年、原書房刊）、山田清三郎氏『細菌戦軍事裁判』（一九七四年、東邦出版社刊）などの労作がある。


　私は、元隊員と接触して、同部隊の恐るべき素顔を覗いた。第七三一部隊は日本陸軍が生んだ悪魔の部隊であり、生物学と医学を兵器に転用して、国際法上で禁止されている細菌戦を実行した。隊員たちは経歴を固く秘匿し、中には終戦後も息を潜めるようにして暮らしている者も多い。


　戦争は本来残酷なものである。戦争においてすらも非人道的とされて禁止されている細菌戦に従事した人たちにとって、その後の人生は重いものであったにちがいない。だが真実は記録されなければならない。歴史に空白を残してはならない。懸命な説得によって、ようやくその人たちの固い口が解ほぐれかけてきた。


　私は、初め、それを小説『死の器』の中に取り入れるつもりであった。だが第七三一部隊の実体は、小説からはみ出してしまう。また聞いたままを、小説的粉飾や歪形デフオルメを施さずに書きとめておく必要を感じた。


　第七三一部隊に青春を、あるいはその人生の最も実り多き時期を捧げた人たちにとって、第七三一部隊とは何であったのか。そしてその人たちの戦後の重く苛か酷こくな人生。──真実を記録するペンもまた重い。


　この取材に協力してくださった第七三一部隊の生存者の方々に深甚な謝意を表して、同部隊の実体に迫るつもりである。








　初めに七三一部隊が一九三三年（昭和八年）満州ハルピン市近郊背はい陰いん河がに産声をあげた前後の満州と日本のおかれた国際環境を概観してみよう。


　当時日本は日清・日露戦争、第一次世界大戦をいずれも連勝し、資本主義と軍事力を飛躍的に発展させていた。これらの戦勝は本来の国力によるものではなく、清国末期の弱体、ロシアの国内革命等に助けられたものであったが、日本の国際的位置を欧米列強に並ぶまでに押し上げた。


　鎖国の遅れを取り返し、欧米列強と並び立つ大国をつくり上げようとする明治政府が打ち出した国家的意志は、三度の幸運に助けられた戦勝によって日本の野心を膨張させ、十九世紀末からの欧米列強のアジア各地における帝国主義侵略に便乗した形でその版はん図とを一挙に拡大した。


　欧米列強の進出によって中国は虫食いだらけにされ、日本は日露戦争の勝利によって満州からロシアの勢力を追い出し、満州における優位を強めていた。


　だが日本の急激な台頭は欧米列強と次第に摩擦を生じ、特に日本の満州優越を喜ばない米英との仲が険悪になってきた。


　当時の日本軍部には満州は日本将兵が血を流してかち取った領有の地という意識が強かった。これが日本資本主義が産んだ危機打開策と結びついて満州への侵略から中国大陸へのあくことなき膨張となったのである。


　清朝末期（一九〇〇年）から一九三七年の「国共合作」（国民政府軍と共産軍の合同）が成り、全中国が一体となって抗日態勢に入るまでの中国は、まさに百鬼夜行の体であった。ヨーロッパ列強は競って中国に進出し、各地に軍閥が割拠して抗争を繰り返し、これに乗じて日本軍が満州に勢力を伸張し、これらの勢力の間を土ど匪ひ・馬賊・秘密結社が跳ちよう梁りようしていた。これに満まん蒙もう独立運動が加わって騒乱の輪を広げた。


　こうした中国の変転きわまりない様相が当時の日本の青年の野心を大いに刺し戟げきした。「大陸雄飛」の夢をかき立てられた若者たちは競うようにして中国へ渡ったのである。また日本を食いつめた浪人たちが憂国の士を気取って大陸へ渡った。伊達順之助・松本要之助・川島芳子などが活躍したのもこの時期である。


　こうした土壌の上に日本の出先軍部である関東軍が一九三一年九月十八日柳りゆう条じよう湖こ事件を起こした。正当防衛の口実の下に政府の戦争不拡大の方針を無視して独断専行し、満州全域を占領した。そして一九三七年七月には日中戦争の口火となる蘆ろ溝こう橋きよう事件へと連なっていくのである。


　このような時代環境を踏まえて、七三一部隊はハルピン郊外平房ピンフアンの地にその本拠を定めたのである。







（注）日本では在来の書物において「柳条溝」が使用されていたが、最近「柳条湖」説が唱えられ、争われている。中国においては、「柳条湖」が有力なので、本書においては「湖」を採った。




第一章　特殊軍事区域──ハルピン市南方20キロ




　加茂部隊の秘密──七三一の前身

　七三一部隊が本拠を定めた哈爾浜ハルビンは、現在中国黒こく竜りゆう江こう省の省都であり、一九八二年七月現在人口二百五十四万四千人を擁する重工業都市である。中国東北平野の中央に位置し黒竜江の支流松しよう花か江こうに沿って発展した。哈爾浜市人民政府東北地方史学会の関成和氏によれば「ハルビン」の語源は満州族女真族の家栄アルジンから転訳したものであるという。これの漢訳「阿勒錦アルチン」は名誉を意味する。


　一八九八年、帝政ロシアが中国東北部への進出野望を実現するためにこの地を東清鉄道敷設の根拠地とした。同年六月九日鉄道建設団第九分団団長としてこの地へ来たシェコフ親王がハルビンの創始者とされ、彼は阿勒錦をいったん松花江市と改めたが、市民の強い反対にあって結局一九〇三年七月十四日に元のハルビンに戻した。


　哈爾浜には満州語の「漁網晒さらし場ば」、蒙古語の「平地」、ロシア語の「大墳墓」等の誤訳があるが、これらの意味づけには歴史的言語的根拠はない。モスクワをモデルにしたというハルビンは整然と区画整理された中心市街にヨーロッパ風の建物が立ち並び、帝政ロシアのこの地における本格的都市建設を示している。


　歴史的、および実際の呼称はハルビンが正しいが、本書においては七三一部隊の本拠地として、当時日本側での通り名であった「ハルピン」を使用することにする。


　第一次世界大戦に続いて起こったロシア革命により、この美しい都市はいったん中国政府の掌握下に入ったが、間もなく一九三一年九月、謀略的な柳条湖事件に端を発した満州事変により、ハルピンの運命は大きく一転した。


　柳条湖事件を契機に、かねてから南満州一帯の占領を企たくらんでいた日本関東軍は、なだれを打って侵略を開始した。


　奉天を占領した関東軍は、当時若わか槻つき内閣の戦線不拡大方針にもかかわらずつぎつぎと軍事占領地域を拡大、北満の吉きつ林りん、チチハルから遼りよう西さいの錦州を占領、一九三二年三月、満州国を成立させ、傀かい儡らい政権をでっち上げた。


　ハルピンはこの過程で関東軍の手に墜おちた。第二次世界大戦の終了までは、行政上の呼称を浜ひん江こう省の省都と呼ばれるようになる。


　ハルピンに細菌戦秘密研究所──のちの関東軍防疫給水部本部（通称石井部隊）が置かれたのは、一九三三年である。初めはハルピン市東南方拉ら賓ひん線上の小駅背はい陰いん河がにあって、部隊の性格を秘匿するため「加茂部隊」（初めに東郷部隊と呼ばれたという説もある）と呼ばれた。「加茂」には、同部隊の創設にまつわる謎なぞを解くカギがある。


　「加茂部隊」は一九三八年（昭和十三年）に至って大規模な秘密部隊に変容する。


　この年の六月十三日、ハルピン市中心部から南へ約二十キロの地点、当時浜江省平房ピンフアンと呼ばれた町に隣接して、関東軍の特別軍事地域が設定された。


　平房付近には三屯サントン、四屯スートン、五屯ウートンの三村落があり、特別軍事地域はそのほぼ中心に位置していた。現在その所在場所についてさまざまなことが伝えられ書かれている満州第七三一部隊の、ここが正確な所在地である。


　立入禁止となった、約六キロ四方の広大な特別軍事地域に大がかりな軍事施設──飛行場、約三千人の起居する宿舎群、発電所、鉄道引込線、教育施設、常時八十人─百人を収容する監獄、大小多数の研究室と教練用馬場、大講堂、運動場と神社まで──の建設が一年余をかけておこなわれた。


　周囲に高電圧電線を張りめぐらした土塀と空堀、鉄条網に囲まれたこの大軍事施設に背陰河や浜江から「加茂部隊」が移ったのは一九三九年（昭和十四年）であるが何次にもわたって移駐がおこなわれ、正確な月日はわからない。「加茂部隊」はここで一時「東郷部隊」と名を変える。秘匿名を「満州第七三一部隊」と名乗るようになったのは、いわゆるノモンハン事件（一九三九年五月─八月）から二年後の一九四一年八月のことである。


　ハルピン市南方約二十キロに建設されたこの軍事施設内で、なにがおこなわれ、どんな〝研究〟がなされていたのか。それは当時極秘中の極秘事項として軍の厚いベールの奥に閉じこめられていた。「たとえ友軍機といえども、無断で上空を飛行する航空機は撃墜してよし」とされ、七三一には専用戦闘機まであった。


　秘密の一端が明るみに出たのは、一九四九年十二月ハバロフスクで開かれた極東軍事裁判においてである。


　本書に掲載する〝要図〟（巻頭収録）は、筆者が「赤旗」日曜版連載小説「死の器」執筆中に接触した数名の元隊員たちによって作成され、保管され続けてきた関東軍防疫給水部本部の施設全容と部隊配置をしめすものである。


　ひとつひとつの官制名、班名を上げ、その研究内容を連ね、施設内での任務、所在を特定したこの〝要図〟は、戦前戦後を通し、ここに初めて公開されるものである。





　恐怖のプロジェクトチーム

　元七三一ナナサンイチ隊員（複数）の一致した証言によれば、平房付近に建設された関東軍防疫給水部本部にいくためには、かならずハルピン市内にある秘密連絡所を経由しなければならなかった。


　ハルピンの市街は、新旧の二大区域に分かれている。新市街の吉林街に白樺寮と呼ばれる赤い煉瓦造り、三階建て（一部二階建て）の大きな建物があった。ここが部隊の外部と内部を結ぶ秘密連絡所であった。


　白樺寮は、フランス映画などによく出てくるアパルトメントに似た、内庭を持ったコの字型の建物で入口にゲートがあり、部隊の軍用トラック、バスが出入りした。隊員がハルピン市内に出かけるときは、バスやトラックでまず白樺寮に到着する。そして内庭から民間人を装ってゲートを出、ハルピン市内へ出かけた。七三一に戻るときはその逆である。


　ハルピン市内には当時、花園小学校、桃園小学校、ハルピン中学校、ハルピン高女、さらに満州国官吏養成機関のハルピン高等学院などの日本人学校をはじめ多くの教育施設があった。ここに通学する隊員の子弟も、軍用バスで白樺寮内庭に運ばれた。


　白樺寮は一種の共同ビルのようなもので、他にもいくつかの軍関係機関、団体が事務所や宿泊所、食堂として使っていた。表向きは満州国政府が接収した建物だが、実はこれが七三一部隊の秘密連絡所であることを知る者は、ハルピン市内の日本人のなかでも、ごく少数であった。


　白樺寮からハルピン市内を抜け、忠霊塔を左手に見、未舗装の幅広い農道同然の道をバスでゆられること小一時間。新しん発はつ屯とん（村の名）を通り、五屯を過ぎ、右手に四屯を望む地点にくると第八三七二部隊と呼ばれた航空隊の専用飛行場に隣接し、鉄条網と土塀がうねうねと囲む広大な一角に出る──それが第七三一部隊の本拠地であった。


　部隊の施設は、大別して次の六つのブロックに分かれていた。


　①その形状から「ロ号」と呼ばれ、第一部、第四部の各部が集中していた主要建物。


　②「ロ号」に接続あるいは隣接していた総務部、資材部などの建物。このうち総務部・診療部を収容した建物は「１棟」と呼ばれた。


　③食堂、映写室を含む大講堂。


　④少年隊員（これは後述する）と中国全土の日本軍各部隊から集められた衛生兵らの教育をおこなう教育部建物。


　⑤隊員とその家族が住む「東郷村」と呼ばれた宿舎群。この中には独身宿舎や部隊が建立した東郷神社も含まれていた。


　⑥ハルピン市浜江駅付近にあった第三部および診療所建物（通称「南棟」）。


　以上の施設のうち、高電圧電線を張りめぐらせた土塀（「要図」中太い黒線）に囲まれた区域の中にある①②の建物は、通称「本部」と呼ばれていた。


　「要図」にも記したがここで第七三一部隊の組織全容について改めて触れておこう（諸般の事情からすでに公表されている者以外のフルネームの発表をさけた）。





　部隊長　石井四郎中将（一九三六年─四二年、四五年三月─終戦まで。四二年─四五年二月の間は北野政次少将）


　総務部　部長　中留中佐（途中で太田大佐と交代）


　第一部　細菌研究　部長　菊地少将


　第二部　実戦研究　〃　太田澄大佐（兼務）


　第三部　濾ろ水すい器製造　〃　江口中佐


　第四部　細菌製造　〃　川島清少将


　教育部　隊員教育　〃　園田大佐（途中で西俊英中佐と交代）


　資材部　実験用資材　〃　大谷少将


　診療部　付属病院　〃　永山大佐





　このほか第七三一部隊はソ満国境沿いに四つの支部と一つの実験場を持っていた。ハイラル、林りん口こう、孫そん呉ご、牡ぼ丹たん江こう各支部と安達アンダー実験飛行場である。


　また大連には安東技師（将官）の率いる満鉄衛生研究所があり、関東軍の直属で第七三一部隊との密接な連係のもとにワクチン製造・実験をおこなっていた。第七三一部隊の、実質的な支部といってもよい。


　戦後になって第七三一部隊の通称を〝石井部隊〟というようになったのは、この大規模な施設と組織の基本が部隊長の石井中将の構想によるところからである。


　一九三九年に一連の施設が完成してからは、第七三一部隊には二千六百余人の人びとが細菌戦研究に従事していた。その相当部分が日本内地の大学医学部や医科大学や民間研究所から派遣された研究者・学者であり、彼らの身分は軍属・技師である。


　部隊には二十余に及ぶ恐怖の研究作業班があった。今様にいえばプロジェクトチームである。その全容はこれまでどこにも発表されていないが、現在判明しているものは次のとおりである。


　　特別班　マルタ（丸太）担当


　第一部所属


　　笠原班　ウイルス研究


　　田中班　昆虫研究


　　吉村班　凍傷研究


　　高橋班　ペスト研究


　　江島班　赤痢研究（のちに秋貞班）


　　太田班　脾ひ脱だつ疽そ研究


　　湊　班　コレラ研究


　　岡本班　病理研究


　　石川班　病理研究


　　内海班　血清研究


　　田部班　チフス研究


　　二木班　結核研究


　　草味班　薬理研究


　　野口班　リケッチャ（ノミ）


　　在田班　Ｘ線研究


　　有田班


　第二部所属


　　八木沢班　植物研究


　　焼成班　爆弾製造


　第四部


　　柄沢班　細菌製造


　　朝比奈班　発疹チフス及ワクチン製造


　もともと東郷部隊時代、こうした研究班には「第一部細菌課」「同病理課」などの官制名が定まっていた。だが、東郷部隊が七三一と改称するにおよんで、正式課名を秘匿し、軍機防衛上、班名で呼ぶようになったものである。


　さらに付言すれば、こうした班名はあくまで部隊内で用いる一種の〝隠語〟のようなもので、正式の組織呼称（官制名）は、例えば、第一部田部班は第一課であり、湊班＝第二課、江島班＝第四課、高橋班＝第五課、石川班＝第七課、吉村班＝第八課、二木班＝第十一課というように、第一部には十四の課が置かれていた。


　プロジェクトチームの冒頭に、「特別班、マルタ（丸太）担当」というのが出てくる。


　「マルタ」とはなにか。





　人格を奪われた〝非人間〟

　マルタ──「丸太」とは関東軍憲兵隊、同特務機関およびその下部にあったハルピン保護院によって捕えられたロシア人、中国人、モンゴル人捕虜のことである（朝鮮人も含まれた）。関東軍憲兵と特務機関は、中国各地で潜入してきたソ連赤軍情報将校、戦闘中に捕虜となった中国赤軍（八路軍）幹部および兵士、日本帝国主義の侵略に反対し抗日運動に参加した中国人ジャーナリスト、学者、労働者、学生、そして彼らの家族など多数の人びとを逮捕した。関東軍は捕えた捕虜をマルタと呼び一括特別移送扱いとし、各地から第七三一部隊ロ号棟内の特設監獄に送り込んだ。


　関東軍に捕えられた愛国者たちは、その瞬間から人間ではなくなった。ただの「丸太」となった。材木扱いである。「丸太」であるから、人間の名はいらない。七三一に送り込まれたマルタには一人ずつ三ケタの番号がつけられた。そして、前述した各班に班所有物として割りふられ、その研究目的に応じて生体実験の〝材料〟となった。


　部隊各班にとっては、マルタの経歴や人格はもとより、その年齢すらどうでもよかった。


　部隊に送り込まれるまでは、憲兵による訊問・取り調べがどんなに過酷なものであっても、マルタはまだ口を開き語るべきものを持つ人間であった。


　しかし、マルタとして部隊に収容されたときから、彼らは全員生きて帰れぬ実験材料となったのである。


　女性のマルタもいた。反日分子の容疑で捕まったロシア人女性、中国人女子学生などである。女マルタは主として性病の実験材料となった。


　部隊ロ号棟（漢字の「呂」に似ているところから、「呂号」の名が出たという元隊員の証言もある）の中心に、コンクリート二階建ての建物があった。周囲を長い廊下で囲まれ、数多くの個室と、室ごとの覗き窓を持ち、各研究班に直結したこのコンクリート建物が、「マルタ小屋」（第七三一部隊特設監獄）であった。


　特別班の管理する「マルタ小屋」は左右二棟に分かれ、通称「７棟」「８棟」と呼ばれていた。平房移駐初期に１棟から始まり各棟を番号によって呼んだ名残りである。原則として「７棟」には男マルタが、８棟には女マルタが収容されていたという元隊員の証言もある。女マルタは少数であったため、８棟には男マルタも収容されていた。


　ハバロフスク軍事裁判での川島被告証言によれば第七三一部隊には、常時二百人から三百人のマルタがいたというが、実数の記録はない。


　マルタは各班の実験研究目的に応じて個室に移されたり、三─十人単位に雑居房に移されたりした。


　第七三一部隊に収監されるまでは、彼らは昼夜を分かたぬ関東軍憲兵隊の拷問に責め抜かれていた。しかし、部隊に送り込まれてからは、いっさいの拷問、虐待は止んだ。マルタには訊問も苦役も強制されなかった。


　そればかりではない。マルタには最良の食事が与えられ、栄養満点の三食に、ときには果物などデザートまでがついた。睡眠も十分に与えられ、ビタミン剤すら配られた、という。衰弱した体力を一日も早く回復し、健康な肉体を取り戻すこと──これが収容されたマルタに課せられた日程となった。


　たっぷりと栄養を与えられたマルタは凍傷実験完丁後の者を除き、ほとんどが良く太っていたが、毎日、何もすることがなかった。実験に供せられるときは確実な死か、あるいは地獄のような苦痛が待ち受けていたが、その前日までは空白の毎日であった。マルタは表面、無ぶ聊りようであった。


　女マルタとして収容された中国人女教師は、紙こよりを作り、それを材料として小さな支し那な靴を作ったり、他の細工物を作ったりした。これがマルタの日常であった。


　ただ、栄養たっぷりのその〝日常〟はあまりにも短かった。──


　マルタの新陳代謝はまことに激しかった。大体、二日に三人の割合で実験材料が使用されていった。


　のちにハバロフスクで開かれた極東軍事裁判における川島被告の供述によると、一九四〇年─四五年にかけて、第七三一部隊によって〝消費〟されたマルタの数は三千人に達したとあるが、「もっと多かったのではないか」と元隊員たちは一致して証言する。


　関東軍は第七三一部隊が秘めた特殊任務を重視し、その研究実験を容易ならしむるため、あらゆる便宜を計った。


　〝便宜〟の一つは、マルタをふんだんに供給することである。


　実験順番の回ってきたマルタにはペスト、コレラ、チフス、赤痢、梅毒スピロヘータ、などの生菌が注射され、あるいは飲物、まんじゅうなどに混入して与えられ、あるいは人為的に〝移植〟された。凍傷実験や銃殺実験、ガス壊え疽そ実験もあった。





　残酷な給養

　第七三一部隊に収容されたマルタには十分な栄養が与えられていた。


　マルタを肥えさせておくのには、四つの意味があった。


　一つは前述したとおり、完かん璧ぺきな〝実験材料〟を得るためである。マルタが衰弱していたり、病身であったりでは〝実験〟の主変量（主役）としての条件を欠く。


　各班の研究目的のためには健康体の〝実験材料〟が必要であった。


　部隊は、細菌戦の準備研究いっさいと実戦戦闘を担当していた。細菌戦遂行のためには、当該細菌伝染についての正確なデータを必要とする。


　健康な人間はどのような条件下でペストやコレラに罹かかり、どのような経過で死に至るのか。また助かるのか。


　部隊は各種の細菌についてその感染発病の全経過をつぶさに知るため、大規模な臨床実験をおこない、データを採集した。完全なデータは完全な（純品の）〝実験材料〟を連続使用することによって得られる。マルタは健康でなければならず、かついつでも補充の利く予備ストツクがなければならなかった。


　マルタを太らせた第二の意味には、各種伝染病にたいする予防・治療方法の研究がある。


　細菌戦を遂行するためには、敵地の奥深く、あるいは前線で大量の病原菌をばらまかねばならない。


　こうした作戦は、当然日本軍部隊（第七三一部隊）によって進められる。そのとき日本軍兵士が誤って病原菌に経皮・経口で接触する危険性は高い。また細菌戦を遂行したあと、同地域へ友軍が進出することもあり得る。


　こうした状況にあって、感染予防方法、治療方法が確立されていなければ、たちまち〝悲劇〟を招く。細菌戦の遂行により、友軍に損害を与えたのでは、細菌戦展開の意味はない。


　敵をかならず倒し、味方はかならず助かることが細菌戦の要よう諦ていである。そのためには、ペストやコレラ、チフスなどにたいする予防ワクチン、そして血清療法、あるいは他の薬による化学療法などが確立されていなければならない。


　大規模な細菌戦には予防のための大量のワクチンが必要である。部隊は細菌を大量生産すると同時に、予防用、治療用ワクチンの開発研究をおこなった。


　ワクチン製造のためには多くの実験と大量の血清が必要である。このためにもマルタは健康で太っている必要があった。


　「細菌を注射され、発病した一部のマルタには、当時の第七三一部隊の擁する最良の治療法が施され、マルタの病気進行を食いとめるための手段がつくされた。……なぜなら、そのマルタをできれば再使用したかったからである。また伝染病に罹り、命を取りとめ回復したマルタからは標本を取る必要があったからだ……こうしたマルタは研究材料として貴重なものだった」


　とは元七三一隊員の述懐である。


　第三の意味は細菌戦用〝兵器〟の開発である。


　第七三一部隊では、ペストの病原菌を伝でん播ぱする有力媒介物としてネズミと、ネズミに寄生するノミを研究していた。ネズミとノミをどのようにして病原菌で汚染し、かつ人体に接触させ、集たからせるか。敵地や前線に大量の生きたままのネズミやノミをどういう方法で散布するか。この難問を解決するためにマルタがふんだんに利用された。


　細菌戦用〝兵器〟は、小動物や昆虫だけではない。炭たん疽そ菌やチフス菌などを食物に混入し、井戸水や飲料水に混ぜれば、それは立派な〝兵器〟となる。細菌チョコレートやまんじゅうが〝開発〟され、試用された。健康なマルタはここでも必要であった。マルタに求められたものは健康であり、人間性の一片も認められなかったのである。


　部隊は、万年筆型の細菌拳けん銃じゆう、杖ステツキの形をした細菌銃を試作していた。試作銃の効果を試すのにもマルタは役立った。


　マルタを太らせておく理由の最後に、中国東北部にある風土病の予防・治療法の研究がある。


　当時、ソ満国境沿いに展開した日本軍の一部に、原因不明の流行性出血熱が蔓まん延えんしていた。この病気は、ある種のウイルスあるいはリケッチャによって引き起こされるものと推定された。第七三一部隊はマルタを使って流行性出血熱の研究を進めた。──





　マルタと「丸太」の間

　部隊に収容された捕虜がマルタと呼ばれていた事実は、一九四九年十二月二十五日から三十日まで開かれたハバロフスク軍事裁判によって明らかにされたものである。


　当時の公判記録──『細菌戦用兵器ノ準備及ビ使用ノ廉かどデ起訴サレタ元日本軍軍人ノ事件ニ関スル公判書類』（一九五〇年、モスクワ・外国語図書出版所刊）からそのくだりを引用する。


　法廷に立つのは川島元軍医少将。川島は第七三一部隊で総務部長、第一部長（細菌研究担当部門）、第四部長（細菌製造担当部門）を歴任した部隊の古参幹部で、終戦直後、ソ連軍に逮捕された。


　スミルノフ国家検事の訊問に、川島は次のように答えている（同書訳文のまま）。





　問　細菌戦準備ガ日本デナクテ満州デ行ワレタノハ如何いかナル理由ニヨルノカ。


　答　満州ハソヴエト同盟ト境ヲ接シテ居ル国デアリ、戦争開始ノ場合満州カラ細菌戦兵器ヲ使用スルノガ一番容易デアリ便利デアリマス。ノミナラズ、満州ハ細菌戦兵器ノ研究ニ関スル実験ノタメ非常ニ便利デアリマス。


　問　満州ニ於ケル実験実施ノ『便宜性』ハソモソモドウイウ点ニアルノカ？


　答　満州ガ非常ニ便利デアッタノハ、被実験材料ガ充分アッタカラデス。


　問　『被実験材料』トハ何ノコトカ？　実験用トシテ部隊ニ届ケラレテイタ人間カ？


　答　全クソノ通リデアリマス。


　問　実験ノ犠牲者ヲ呼称スルノニ、部隊デハ如何ナル隠語ガ用イラレテイタカ？


　答　彼等ハ『丸太』ト呼バレテイマシタ。


　問　コレラノ人々ハ構内監獄デ夫それ々ぞれノ姓名デ監禁サレテイタカ？


　答　イヤ、彼等ハ番号ヲ有もッテイマシタ。


　問　デ、コレラノ人々ハ誰だれデモ死ナナケレバナラナカッタノカ？


　答　正ニソノ通リデアリマス。


　問　細菌専門学者トシテ貴方ハ、戦争ノ手段トシテ殺人的伝染病ヲ蔓延セシメルコトガ恐ルベキ災厄ノ脅威ヲ与エルトイウコトヲ理解シテイタカ？


　答　ハイ、私ハ理解シテイマシタ。


　問　ペスト及ビ他ノ伝染病ノ蔓延ニ起因スル恐ルベキ災厄ガ中立諸国ニモ襲イカカリ得ルトイウコトヲ貴方ハ理解シテイタカ？


　答　ハイ、理解シテイマシタ（以下略）。





　一方、このときの公判廷でのマルタをめぐる一問一答を、山田清三郎氏『細菌戦軍事裁判』は次のように伝えている。


　問　実験ノ犠牲者ヲ呼称スルノニ、部隊デハ如何ナル隠語ガ用イラレテイタカ？


　答　彼等ハ「丸太」ト呼バレテイマシタ。「丸太」即チ材料ノ意味デス（太字は筆者）。


　おなじ公判廷、同一場面の一問一答の記録であるが、「公判書類」からは山田清三郎氏『細菌戦軍事裁判』に出てくる、「『丸太』即チ材料ノ意味デス」のくだりは欠落している。


　『細菌戦軍事裁判』が書かれるに至った前後の状況や山田氏の経歴からみて、山田氏の叙述のほうが正しいと考えられる。


　元七三一部隊員の一致した証言によれば、特設監獄に収容された捕虜は、単にマルタと呼ばれていた。


　各種の実験を記録する際は、その性別によって、単に「♀マルタ」「[image: ]マルタ」と用紙に記入され、実験材料を表わす独立した単語であった。


　マルタはあくまでマルタであり、それが「丸太」を意味するかどうかまでは隊員たちに知らされていなかったのである。


　「公判書類」から抜け落ちている「……『丸太』即チ材料ノ意味デス」という川島元軍医少将の付言は意味深長である。


　川島被告は、隊内で実験材料を表現するマルタという語をそのまま公判廷で述べた。その意味は、山田氏の書くように、まさしく〝材料〟であった。


　ところが後日、公判記録を日本文に翻訳するとき、公判記録の訳者はマルタに、材木同様に切ったり削ったり、運んだり、さらに焼却することもできる「丸太」という日本語を充当した。その際、訳者は付言の部分を削除したのではなかろうか。


　私は実際の法廷でのやりとりは次のようなものではなかったかと考える。


　問　実験の犠牲者を呼称するのに部隊では如何なる隠語が用いられていたか？


　答　彼等は「マルタ」と呼ばれていました。「マルタ」は実験材料を意味しました。


　部隊で使われていた隠語「マルタ」が「丸太」に転じたのは「公判書類」刊行後からである。「丸太」は植物であるが、「マルタ」は人格を喪失した人間である。生きた人間を〝材料〟と呼んだところに第七三一部隊の悪魔性がある。なお「マルタ」はパイロットアニマル「実験動物としての芝山羊やぎ」の意味もある。


　以後は「公判書類」の通り、他の文では「丸太」の表現を用いることにしよう。





　俘ふ虜りよノ訊問要領

　収容と同時に、人間としての固有名詞が抹消され、番号で呼ばれる「丸太」であったが、そのうちごくわずかではあるが氏名の残っている者もいる。


　牡丹江出身の老鉄道員孫朝山。大工の呉殿興。修理工の朱志敏。奉ほう天てん出身の愛国者王英。大だい連れん出身の商事会社社員鐘民慈。山さん東とう省出身の中国共産党員邱徳思。ウクライナ地方出身のソ連赤軍兵士デムチェンコ。──


　氏名の残っている彼らは、いずれも関東軍憲兵隊、ハルピン特務機関による逮捕・訊じん問もんに最後まではげしく抵抗した人びとである。


　例えば中国共産党員邱徳思は「日本の憲兵隊の拷問に耐え抜き、最後迄まで自己の人民への忠実をつくし、裏切者とならなかったために」（「公判書類」）、第七三一部隊に送られて惨殺された。


　またソ連赤軍兵士デムチェンコは、ソ連のことにかんするかぎり、どんな情報の提供も頑強に拒否し、一言も口を割ろうとはしなかった。


　ハルピン特務機関は「彼の手足をしばって梁はりに吊つり下さげ、拷問を加えたにもかかわらず」デムチェンコは、頑として供述しようとはしなかった（「公判書類」）。そのために七三一送りとなった。


　訊問を拒否し、抵抗し続ける捕虜への拷問がどれほど過酷なものであったか。ここに関東軍憲兵隊の持っていた一通の手書き書類がある。「俘虜ノ訊問要領」と表題のあるこの憲兵隊文書は、「公判書類」に付録として収録されているもので、当時第七三一部隊に収容され、「丸太」となる直前の人びとが、どんな残虐行為にさらされていたかを具体的に示している。長いものであるが、その一部を紹介しておこう（カタカナの濁点有無や表現は原文のまま）。
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　「総　則


　第一　本訊問ハ情報収集ノ目的ヲ以ツテ行ウ場合ヲ述フルモノニシテ、犯罪取調ベノタメノ訊問ヲ含マズ」


　「第二　投降者、逃亡兵、逮捕セル敵間かん諜ちよう。不正越境者、漂着、不時着セル者、敵ノ俘虜トナリ逃亡シ来レル者ニシテ我軍ニ属スル者、新ニ我カ占領地帯トナレル地域住民、敵勢力圏内ヨリ逃亡シ来レル住民ノ訊問ニ就キテハ特異ナル事項ノ外俘虜ノ調査訊問法ヲ準用ス」


　第七三一部隊が創設されたころのハルピンは、ここにいう「新ニ我カ占領地帯トナレル地域」に相当する。そこの住民については、この訊問要領を準用しなさいという。


　「第一篇　俘虜ノ調査


　通　則


　第三　俘虜ノ取調ニ依ル情報ノ入手ハ間諜ノ使用又ハ其ノ他ノ手段ニ依ル収集ニ比シ容易且敏びん捷しようニシテ他ノ如何ナル方法ヲ以テスルモ容易ニ得難キ重要情報ヲ得ルコト多キヲ以テ各部隊及各級司令部ハ俘虜ノ取調ニ勉ムルコト肝要ナリ」


　捕虜の口から出る情報は、スパイや他の手段での情報入手よりもたやすく、すばやく入ってくるうえ、重要情報も多い。だから捕虜の取り調べを重視せよ、と「訊問要領」はいう。──


　（このあと「第四」から「第五十九」まで収録なし）


　「第六十　我カ措置ヲ疑ヒ或あるいハ敵宣伝ヲ確信シアルカタメ頑強ニ真実ナル供述ヲ拒ミアル者ニ対シテハ絶対ノ保護（生命ノ安全前途ノ光明等ヲ具体的ニ与フ）、敵側宣伝ノ偽ぎ瞞まん暴露、彼我現勢ノ認識（要スレバ我ニ有利ナル実証ヲ与フ）ハ、附与等ニ依リ且ツ其ノ理想ヲ転向セシムルヲ可トス。一度思想ヲ転向シ自白ニ誘導シ得タル者ハ、爾じ後ごハ同性質ノ俘虜ヲ得タル時ノ説得ニ使用スルヲ有利トスルコト多シ」


　関東軍憲兵隊が逮捕する〝抗日分子〟は、信念を持った〝確信犯〟である。日本に対して彼らに勝ち目のない現勢をわからせ、転向させるべきであると「訊問要領」は説く。一度転向した人間は、おなじような〝抗日分子〟を捕えたとき、説得要員として役に立つ。──


　「第六十一　被訊問者ハ自己保身ノタメ屢しばしば知ち悉しつシアル事項、殊ニ戦力ニ関スル事項等ハ『内輪』ニ述ヘントスルコトアルヲ以テ『カマ』ヲ掛ケ或ハ之ヲ賞揚スル等ノ方法ニヨリ正確ナル資料ヲ得ルニ勉ムルヲ要ス」


　「第六十二　拷問ハ状況ニヨリ之ヲ用フルヲ有利トスルコトアリ弊害ヲ伴フコト少カラサルヲ以テ事前ニ之ヲ用フベキヤ否ヤヲ検討スルト共ニ其ノ方法ハ以後モ遺憾ナキヲ要ス」


　ここで「訊問要領」は拷問の方法解説に入る。





　悪魔の死に水

　「第六十三　拷問ハ肉体ニ苦痛ヲ与ヘツツ真実ノ陳述以外ニ苦痛ヲ除去スルノ方法ナキ如ク之ヲ持続セシムルモノナリ。


　従ツテ速度的ニ有利ニシテ意志強烈ナラサル者ニ対シテハ比較的容易ニ真実ヲ云ハシメ得ベキモ、拷問ニ対シ迎合セントシ或ハ目前ノ苦痛ヨリ逃レントシテ却而かえつテ真実ヲ誤ラシムル虞おそレアリ。


　意志強烈ナル者ニ対シテハ反抗心ヲ増加シ又訊問成功後ニ於テ皇国ニ対スル悪感情ヲ残スコトアリ」


　拷問を逃れるためには自白する以外に方法がないように肉体的苦痛をあたえるので、捕虜によっては苦痛を逃れるため迎合的な噓うその供述を述べ、かえって真実を誤らせることがある。意志の強固な者を拷問すると、反抗心を促し反日感情がしこりとなって残る。だから「其ノ方法ハ（つぎのように）……遺憾ナキヲ要ス」と「訊問要領」は述べる。


　「第六十四　拷問ハ確証ヲ有スルモ内容ニ就キ真実ヲ述ヘス而モ拷問ヲ実施セハ打開ノ可能性充分ナル時、意志薄弱ニシテ拷問ニ屈スル見込充分ナル時ニ於テ実施スルヲ通常トス」


　「第六十五　拷問実施ノ手段ハ実施容易ニシテ残忍感ナク苦痛持続性大ニシテ傷害痕こん跡せきヲ残ササルニ着意スヘシ然レ共生命ニ対スル危険感ヲ与フルヲ要スルカ如キ場合、傷害ヲ顧ミサルコトナシトセサルヘキモ持続性ヲ欠カザルヲ要ス」


　拷問は①実施容易で②一見残酷性がなく苦痛の持続が大きく③傷害をあとに残さないよう配慮し④「このままでは殺されてしまう」と思わせる必要があるときは⑤傷害を残すことをためらわず⑥その拷問を持続することが必要である──つまり必要と判断すればどしどしやれ、といっているのである。


　さて、拷問実施の実例である。


　「拷問実施方法例ヘハ左ノ如シ


　１、正座セシム


　２、鉛筆ヲ各指ノ間ノ根元ニ近ク挟ミ指先付近ヲ糸、細革ヲ以テ縛リ、之ヲ動揺セシム


　３、仰ぎよう臥がセシメ（足ヲ稍や々や高クスルヲ可トス）水ヲ鼻ト口トニ同時ニ滴下セシム


　４、横臥セシメ『クルブシ』ヲ踏ム


　５、身長ニ満タサル棚下等ニ立タシム」


　「第六十六　若シ誤リテ傷害ヲ与ヘタルカ如キ場合ニ在リテハ大局ヨリ考察シ邦家ノタメ有利ナル如ク責任ヲ以テ断だん乎こ処置スヘキモノトス」


　正座、鉛筆、水、踝くるぶしを踏みつける、長時間屈曲したまま立たせる。もし傷害を負わせてしまった場合には、日本軍のために「断乎処置せよ」。第七三一部隊送りとなるケースがこれであったろう。


　「第六十七　拷問ニヨリ陳述ヲ得タル時ハ殊ニ迎合的其ノ場ノ苦痛ヲ回避スル陳述ニ非ルヤヲ検討シ其真実性ニ就キ裏付ヲ為スヲ要ス」（第六十八略）


　「第六十九　拷問ノ実施ハ関係者以外殊ニ他ノ俘虜ニ之ヲ知ラシムヘカラス此ノ時音声ノ漏ろう洩えいセサル如キ処置ヲ特ニ必要トス」


　拷問中の苦痛のうめき声がもれないよう特別注意せよと述べたあと「訊問要領」は捕虜の観察について留意点を書く。


　「第七十　訊問中ハ被訊問者ノ顔色、姿勢、眼ノ動キ、声音ノ変化、唇ノ動キ等ノ細部ノ動キニ迄注意シ陳情ノ言語以外ノ意中ヲ察知セサルヘカラス　喜怒　哀楽　羞しゆう恥ち　恐怖　驚きよう悸き　等ノ一般的顔貌態度ニ依リテモ屢しばしば偽瞞セラルルコトアルニ注意スルヲ要ス


１、訊問中、渇ヲ訴ヘ水ヲ要求スルハ自白セントスル直前ノ苦く悶もん時ナルコト多シ


２、訊問者ノ態度、顔色等ニ鋭キ注意ヲ払ヒ陳述ノ反響ヲ看破セントスル者ノ多クハ秘密ヲ尚包蔵シアル者ナリ」


　以上で「俘虜ノ訊問要領」文書は終わっている。


　捕虜がのどのかわきを訴え「水をくれ」といいはじめたら自白の前兆である。





　セントラル・ヒーティング部隊

　第七三一部隊の施設は、当時新しん京きよう（現在の長ちよう春しゆん）にあった関東軍司令部が直接監督し、工務関係部署の念入りな設計と日本特殊工業、大林組ほか軍の御用業者の手による施工で完成したものである。


　それは当時の軍関係施設の中では「粋を凝らした」特殊な設計施工であった。「粋を凝らした」といえば豪華な高級建築のイメージがわく。だが、第七三一部隊施設の〝粋〟は別のところにあった。すなわち、清潔度の点で群を抜いていたのである。


　まず、建物を大別した五つのブロックのうち、教育部と衛兵所を除き、あとの大講堂、官舎、ロ号棟及び本部建物などの建築物はすべて水洗式のトイレットが完備していた。当時としてはこれだけでおどろくべき近代的施設である。


　細菌戦の準備・研究、実戦遂行にあたる第七三一部隊は、大量の細菌を製造し、大規模な実験を繰り返していた。関東軍が最も恐れたのは、隊内細菌感染である。


　第七三一部隊のほぼ全施設が、三千人の隊員および家族の居住区にいたるまで水洗式トイレットであったのは、細菌感染の予防のためである。


　第七三一部隊施設のもう一つの〝粋〟は、いまでいう中央集中暖房方式セントラル・ヒーテイングが教育部建物を除いてゆき届いていたことである。


　官舎から本部建物にいたる各室にはすべて暖房器ラジエーターが備えつけられ、給湯システムを完備していた。どの部屋でもコックを開くだけでたっぷりと湯が出た。高級ホテル並みである。


　部隊の一隅にタクマ式ボイラー三基による発電機二基があり、給湯・暖房はこのボイラーからおこなわれた。タクマ式ボイラーから少し離れてガスタンクがあり、炊事はすべて部隊専用のガスか、高熱の蒸気スチームを用いた。


　各研究室には純洋式の、一人用バスが備えられていた。官舎には共同浴場もあり、また官舎の三分の一相当には、家族風呂もついていた。
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　飲料水、研究用水は第七三一部隊構内の井戸から地下水を汲くみ上げたが、この井戸は地下深くに水源を求めたため、硬水であった。これを発電所内で軟水加工し給水するシステムであった。


　隊員たちは、これらの施設を「満州随一の清潔な軍隊」と誇った。悪魔の細菌戦部隊が、最も清潔で近代的な設備を持っていたとは一見二律背反である。が、これにも理由があった。


　水洗トイレ下水道の全区域完備が、細菌感染予防にあったことは前述した。セントラル・ヒーティングは、二十四時間体制で量産していた細菌製造のために必要欠くことのできない設備であった。実験・研究のためには、豊富な電力供給が必要であったし、給湯設備も不可欠であった。


　「どの棟に行っても、昼夜の別なく煌こう々こうと電灯が輝いていたことが印象に残っている」と元隊員の一人はいう。


　第七三一部隊施設のもう一つの特徴は、建物の平面計画や間取りがゆったりと設計されてあったことである。


　まず、建物各階の天井が高かった。本部建物（ロ号棟を含む）などは三階建てであったが、建物の軒高は現在の五階建て住宅公団団地ぐらいはあった。ロ号棟の外壁はコンクリートの上に、乳白色のタイルをはりつめたもので、ハルピン市内からバスで接近すると広大な平野の中に土塀で囲まれ、忽こつ然ぜんと白はく堊あの建物がそびえている感じであった。


　三階建てのロ号棟には手動式のエレベーターがあった。エレベーターは屋上まで達していた。


　教育部建造物は煉瓦造りであったが、官舎はすべてコンクリートで造られ、堅牢そのものであった。


　「丸太」を収容する特設監獄はロ号棟に囲まれた二階建てで、特別堅牢に造られていた。「この特設監獄は、換気孔を利用して全室に青酸ガスが充満する設計になっていた。一朝、事あるときは換気孔に青酸ガスを吹き込めばマルタは一コロ」と隊員たちは聞かされていた。


　本部建物ロ号棟一階を隊員たちは通称「地下」と呼んでいた。一階廊下の真ん中には小型トロッコ（四輪車）を押していくための細いレール（線路幅約五十センチ）が敷かれロ号棟を一周していた。柄沢班が製造する大量の細菌は、特殊容器に詰められ、〝工場〟から細菌倉庫に格納された。金属製の特殊容器は重く、そのためにトロッコ用レールが廊下の中央に敷設されていたのである。
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　このようにいたれりつくせりの第七三一部隊施設であったが、ただ一つどうにもならないものがあった。それはムッと鼻を突く猛烈な腐敗臭が、本部建物全体を被おおい、ときには外部にまでもれることであった。


　第七三一部隊を被う、胸の悪くなるような腐敗臭こそは、この部隊施設全体の性格を文字どおり〝におわせる〟ものであった。悪臭はどこから来ていたのか。





　腐臭の元凶

　第七三一部隊を被う悪臭の〝正体〟は、主として寒天の腐った臭においであった。


　第七三一部隊ロ号棟一階全スペースを第四部所属の柄沢班が占領していた。柄沢班は細菌製造工場を受け持っていた。悪臭はここから発していた。


　第七三一部隊における細菌製造は、石井四郎中将がみずから考案開発したという細菌培養器（加圧式培養器）を使っておこなわれていた。短期間に大量の細菌を培養、繁殖させるための創意工夫がいたるところに凝らされていたが、その原理は簡単なものである。


　細菌は肉汁や糖分など栄養の豊かなものを好む。寒天、ペプトンや肉汁で細菌が繁殖するための下地──無菌の培養基をつくり、菌を植えつけ、一定の温度と暗さを保ってやれば細菌は盛んに増殖し、培養基の表面上に集落コロニーを形成する。ふつう細菌は目にみえない微小なものであるが、増殖を繰り返すと、しまいには寒天の上に目に見え得るドロリとした乳白色の盛り上がりをみせる。細菌が姿を現わすのである。これがコロニーである。


　第四部柄沢班は、こうして繁殖させたペスト菌、コレラ菌などの培養基を特殊なベルトコンベヤーで自動回収し、これも独特のかき取り器によって細菌をかき取り、そのあとは寒天の培養基を集め、高圧滅菌器にかけた。


　細菌をかき取ったあとの寒天培養基の表面に、高圧蒸気を吹きつけ、表面を無菌状態に戻し、ふたたび細菌製造のために使用するのである。


　高圧滅菌器にかけると培養基は猛烈な悪臭を放つ。ゼリーの腐ったような臭いは、第七三一部隊本部建物全棟を包み、風向きによっては隣接する大講堂にも及んだ。


　第七三一部隊には、もう〝一いつ炷しゆ〟の〝悪臭源〟があった。


　それは解剖室から至近距離にあった死体焼却炉である。


　二日に三人の割合で消費した「丸太」の死体はここで焼却した。第七三一部隊はあらゆる戦争犯罪の痕跡を消すため、死体はすべて焼却炉で焼き、出てくる骨は「骨塚」と呼ばれる穴に捨てた。焼却炉の煙突は高く、高温焼却式で煙の少ないものであったが、風向きによっては悪臭を防げなかった。「丸太」の死体はすべてこうして処理されたが、ただ一つ例外事態があった。それは一九四五年八月九日に始まった第七三一部隊の撤収にともなう「丸太」処理の不手際である。これについては後述しよう。


　部隊には特別班の管理する動物舎があった。ウサギ、モルモット、マウス、ノミがそこで飼われていた。


　細菌戦をおこなうにあたってマウス（ネズミ）とノミに着目したところに、指揮者石井四郎中将の悪魔的な〝天才〟ぶりが現われている──と元隊員たちは一致して強調する。


　石井中将はペスト、コレラの二大菌種を細菌戦の根幹をなす「二つの基調兵器」として位置づけていた。ペスト、コレラの二大〝兵器〟を量産するための特殊システムが前記したコンベヤー併用の石井式細菌培養・製造方法である。


　こうして製造した細菌を利用し、細菌戦をおこなうためには伝染のための媒介物が必要である。


　ペストの最も有効な媒介物はノミである。大量のノミを飼育し、これを細菌で汚染し、目的地内でばらまけば、短期間のうちにペストを蔓延させることができる。


　「石井のオヤジは、ペスト菌がノミの体内に寄生することによって、ノミの保護膜の中で菌が保護され、繁殖し続ける理想的なサイクルを発見したのです。……これは現在、だれの功績かわからない防疫上の発見とされていますが、実は石井四郎中将とそのスタッフによってみつけられたものです。石井のオヤジは、おそらく世界で最もくわしいノミの研究家であり、ペスト菌の研究者であったのです」


　元関係者の証言である。


　汚染されたノミを大量に得るためには、これまた大量の齧げつ歯し類（ネズミなど）を確保しなければならない。


　第七三一部隊は、ネズミをいかにして短期間で繁殖させるか、の研究と実践に心をくだいた。


　「丸太」を管理していた石井「特別班」はまた動物舎でノミとネズミをも管理していた。


　動物舎には、丸まると太って子犬ほどの大きさにもなったモルモットがいた。近寄ると目を光らせて鋭く鳴く。石井動物舎のネズミたちは大切にされていた。


　第七三一部隊にとって「丸太」は容易に補充の利く材料であったが、ネズミはあっさり死なせるわけにはいかない、大事な〝兵器〟であった。





　幽霊の出る細菌工場

　第四部柄沢班の管理するロ号棟一階全フロアは、第七三一部隊の経験と技術の粋を集めた、巨大な〝細菌製造工場〟であった。


　細菌製造の工程は極秘中の極秘であり、柄沢班以外の隊員はよほどのことがない限り、〝工場〟の中に立ち入ることができなかった。


　１棟の真裏に、タイル張りの消毒槽と更衣室がある。柄沢班員はまず更衣し、かならず〝入浴〟してから職場に出勤した。


　更衣室で裸になり、白い作業服にガーゼ七─八枚を重ねたマスクをかけ白帽をつけ、ゴム製の前掛けを首から足首上まで当て、ひざ下まであるゴム長靴をはく。ゴムの手袋をはめて特別製のメガネをかけると完全防護になる。この姿で浴場に入るのである。浅い浴槽には石炭酸液が張ってある。消毒液の中をざぶざぶと歩いていくと、浴槽を渡り終えたところで、ひざから下が無菌状態となる。消毒の川であった。


　細菌製造工程は、完全な流れ作業であった。ロ号棟一階に入ってすぐ左に培養基室がある。ここに巨大な蒸気釜が四台すえつけられてあった。蒸気釜で寒天を溶かし、培養基器に入れたものを、中央廊下の右にある高圧釜に入れる。高圧釜は百八十度から二百五十度の高温を出し、溶かした寒天を完全滅菌するのである。


　このあと、滅菌を終え寒天を冷却室に入れて固める。つぎに固形化した寒天を培養基器ごと無菌室へ入れ、ここで寒天の上に被培養菌を塗るのである。


　無菌室はおよそ三十畳ぐらいの広さを持つガラス張りの部屋であった。無菌室に入る隊員は、そのまえに〝滅菌室〟を通過しなければならなかった。七メートル四方ほどの〝滅菌室〟の天井からは消毒液が噴霧され、隊員の全身を消毒した。被培養菌以外を、寒天の上に付着させないための用心である。


　寒天（培養基）への菌植えつけには「綿棒」と呼ばれるジュラルミン製の長さ約五十センチ、鉛筆ほどの太さの棒を使用した。「綿棒」の先には綿が巻いてあり、綿に生菌をたっぷり沁しみこませたものを、手早く寒天の片面にくるくると塗布する。一回限りの塗布で、菌をムラなく植えつけねばならない。かなりの熟練工程であった。


　無菌室で作業中の隊員は、分厚いマスクをしている上に、円型の白帽、大きなメガネを掛け、ほとんど全身を覆っているため、だれがだれだか判別がつかない。生菌を吸いこまないよう、作業中はいっさい言葉を発せず意思の伝達はすべて手まねと身ぶりでおこなった。
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　重労働なので作業中に汗をかく。すると周囲の隊員がガーゼを持ち寄って汗を拭き合うのである。白帽、白衣、前掛け、メガネ姿で無言のまま、ゆっくり動作する柄沢班員の姿は異様な迫力を持っていた。


　菌の植えつけを終えると、培養基は培養室へ運びこまれる。培養室は室内総銅板葺ぶきの広いもので、天井に電灯が二個灯ともり、暗室を思わせた。培養室の温度は二十度から八十度まで、入口のメーター操作によって自由に調節できるようになっていた。培養する菌種によって室温調整が必要なためである。菌によっては一日で繁殖するものもあれば、一週間かかってようやく繁殖する種類もあった。培養中のドアの開閉は厳禁されていた。適度の暗さと気温、寒天の栄養を得て、菌は培養基の表面にどろりとした白い乳液状となって増殖し続ける。頃ころ合あいよしと見てとった柄沢班員が、菌のかき取り作業に入る。
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　搔かき取り作業は「搔き棒」と呼ばれるジュラルミン製の長さ五十センチ、先端に五─七センチの箆へらがついた用具を使う。培養基の上に盛り上がった生菌を、直径十センチ、高さ三十センチほどの特殊シャーレの中にかき落とすのである。


　「シャーレの底にたまった生菌はトロッとしていて、ちょうど甘酒の素を連想させた」


　と元隊員の一人（柄沢班勤務）は回想する。


　ペスト、チフス、コレラ、赤痢、破傷風、結核、脾脱疽、癩……あらゆる種類の菌が柄沢班〝工場〟で製造されていた。


　菌をかき落とした培養基はふたたび高圧釜に入れ、完全に殺菌したあと溶けた寒天を捨てる。以上が細菌製造の一サイクルであった。


　殺菌したあとの寒天がまだしっかりしていれば再生して培養基に用いる。寒天はふつう三回で再生力を失った。


　細菌製造は筋力、集中力、注意力を要する危険きわまりない労働であった。作業中、足をすべらせて転倒したり、どうかすると生菌を頭からあびたりすることもあった。


　どんなに注意していても、工程中、空中に粒子となって飛散した生菌が口中に入るのを避けられない。


　そのため、柄沢班〝工場〟の各室には、赤いリンゴが山積みされていた。隊員らは作業の一区切り毎に、リンゴをかじっては吐き出した。こうすることによって、口の中の生菌をリンゴに吸いとらせるのである。


　細菌製造の過程で多くの柄沢班員が倒れ、命を失った。窓のない廊下が三方に走り、電灯も小さなロ号棟一階の〝工場〟は昼間でもうす暗く、隊員らの間に「幽霊が出る……」と噂うわさされていた。





　怨えん嗟さの陳列

　第七三一部隊には、「丸太」を収容する特設監獄と並んで、少数の関係者以外、立ち入り禁止となっていた〝恐怖の部屋〟があった。


　それは、第１棟（総務部）二階の左端を広く占めていた「陳列室」と、中央本廊下の奥深く、高橋班（ペスト研究担当）の左にあった「解剖室」である。


　「解剖室」についてはのちに登場する。ここでは「陳列室」について紹介する。


　「陳列室」は総務部の向かって左端（要図参照）にあった。ついでに触れておくと、ハバロフスク極東軍事裁判「公判書類」には、総務部は「庶務部」と訳出されているが、まちがいである。


　総務部といっても、単なる人事・会計などの事務部門だけではない。「丸太」を使った数多くの〝実験〟を写真や16ミリ記録フィルムに収める写真班は、総務部の管轄下にあった。


　また、「丸太」を用いた〝実験〟による医学上の発見や研究データをパンフレットにし、あるいは報告文書として印刷する印刷班も総務部の所轄である。ここには第七三一部隊の行なった生体実験データがすべて生のまま集中していた。


　第七三一部隊には、細菌戦実施にそなえての膨大な地図のストックがあった。


　単なる地図ではない。飲料水、河川、井戸など、細菌で汚染する〝戦術目標〟をこまかく活写した地図である。ソ満国境沿いの、あるいはソ連領内、モンゴル領内の軍事施設は徹底的に研究されて、詳細な地図とレポートが大量につくられていた。これを作成していたのが総務部兵要地誌班である。


　総務部はまた憲兵室と緊密な連絡をとり合い、第七三一部隊の悪業が外部に知られることのないよう、防諜面でも重要な役割を担当していた。


　ある意味でいえば、総務部こそ第七三一部隊の中枢神経であり心臓部であった。総務部には、七三一に関するあらゆる情報が集中していたのである。


　さて、問題の「陳列室」は総務部二階の左端にあった。「室」とはいっても、総務部の庶務・会計・人事三課を合わせたほど広いスペースがある。総務部の廊下を伝って「陳列室」に達し、ドアを開けると、ホルマリンの臭いが鼻孔を突き、目を開けていられないほどの刺激が視神経を刺した。
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　「陳列室を初めて見た者は思わず腰が抜け、大のおとなが、へたへたとすわり込むほどのものだった」


　と元隊員の一人は回想する。


　幅四十五センチ、高さ六十センチほどのホルマリン液を入れたガラス容器が二段、あるいは三段の棚にずらりと展示デイスプレイされていた。


　ホルマリン液の中には人間の生首が浮いていた。切断された首がカッと目を開いたまま、あるいは目を閉じて、頭髪を藻のようにゆらめかせながらガラス容器の中にたゆとうていた。顔面をザクロのように裂かれて割れた生首がある。刀剣で頭頂部から耳の後ろまで断ち割られた生首がある。あるいは鋸のこぎりで切断され、脳を露出させている生首がある。顔面におびただしい糜び爛らんを生じ、目、鼻、口の区別もつかなくなった生首があるかと思うと、皮膚に赤や青や黒の斑はん点てんを生じたまま、口を開いた生首がある。首の主は主として中国人、モンゴル人、ロシア人である。人種、性別、年齢が様々の生首が、入室者に、ホルマリン液の中から、なぜ自分はここにあるのかと物言わぬ怨嗟の問を発していた。「陳列室」に並んでいたのは生首だけではない。大だい腿たい部から切断された人間の足があった。首、四肢を捥もがれただるまの胴体だけのものもあった。膵すい臓ぞうや腸が液体の中にとぐろを巻いている。女性の子宮や胎児もあった。およそ人間のありとあらゆる部分パーツが大小の容器の中に浮いていた。これはヒト各部品の「陳列室」であった。「隊の上層部は、これはノモンハン事件の戦場で採集した標本だと説明していたが、だれもそれを信じる者はいなかった。なぜならマルタの生体解剖の結果、標本の数は増える一方であったし、新しい標本が蓄積されていたからだ」と元隊員の一人はいう。


　中には奇怪な標本があった。それは肘ひじのあたりから切断された腕である。この「腕」の元所有主は第七三一部隊の中にいた。その隊員は月に一度くらいの割で「陳列室」に入っては自分の「腕」と対面していた。隊員はその「腕」をあきもせず眺めていたという。


　この部屋は単なる「陳列室」であるだけではなく、各種研究を発表する「ホール」でもあった。多数の「生首」に囲まれた中で研究成果を発表する医師の姿は、「生首」以上に不気味な光景である。





　「霊安室」と「焼却炉」

　「霊安室」は総務部庶務課と企画課の間にあった。正面に祭壇が設けられた「霊安室」には数多くの写真が安置され、灯明が点ともされていた。安置されている写真の主は、物故した第七三一部隊員であった。細菌戦の準備、研究、実行の過程で殉職した隊員たちである。隊員たちは霊安室のまえを通るときかならず頭を下げた。「これは一般に知られていないことだが、隊員たちはかなり殉職している。私の知っているだけでもペストに冒されて死んだ者が三十数人いる。危険な生菌製造やリケッチャ分離の過程で、多くの研究者が病菌に冒され、入院した。そのつど各班から動員されたチームが施設の消毒を繰り返すと同時に、隊員や家族らにはワクチンの接種などが行なわれた」と元隊員の一人はいう。


　細菌戦研究の過程における犠牲者がどれほどの数に達するか、これまで公表されていないのでわからない。だが別の元隊員は「年に三十人は下らないはずだ」と証言する。殉職者の官舎の一角に、立ち入り禁止の縄が張られていた光景の目撃者は多い。


　第七三一部隊には隊員の家族も多数働いていた。隊の定数は三千人であったが、隊は常時五百人から六百人の定数不足に悩んでいた。そのため一般軍属の家族たちは女子軍属として部隊内に勤めていた。


　第七三一部隊には、診療部ではたらく看護婦をはじめ多数の女子軍属がいた。彼女たちはロ号棟にいくことを許されていなかった。隊員と家族に共通している義務が一つあった。それは「自分が死亡した場合、原因の如何いかんを問わず遺体の解剖に同意します」という誓約書を部隊に提出することである。遺体解剖に付された隊員、家族の数は不明であるが、少ない数ではなかった。元隊員たちの間にこんな話が伝わっている。


　ある美び貌ぼうの女子軍属が死亡した。死因は不明である。誓約書通り彼女の遺体は解剖に付された。ところが彼女が妙齢であり、美人であったところから、解剖に立ち会った隊員の間から、もれるともなく彼女の遺体の特徴が隊内に伝わった。上層部は驚きよう愕がくし、関係者にきびしい箝かん口こう令れいをしいたという。隊員と家族の殉職者を含む死亡者がかなりの数にのぼったため、隊内施設の一つとして、お寺を建立しようという計画が持ち上がった。


　隊員の死亡者と対照的であったのが、女「丸太」たちの処遇であった。上層部の間には女「丸太」の数十枚の写真がひそかに出回っていた。写真班が撮影したものである。被写体はすべて女「丸太」の裸の下半身であった。しかもいずれもクローズアップである。淫みだらな含み笑いを浮かべた幹部から、その写真を見せられた隊員もいる。元中国人女教師も、ロシア人女学生や捕えられた「丸太」の妻女も手錠をはめられたまま抵抗できない個室の中で、まず写真班員のカメラにより凌りよう辱じよくされたのである。


　獄中で出産した女「丸太」もいた。女「丸太」の出産と並行して、写真班の間で女「丸太」の妊娠の相手はだれかと話題になった。


　好奇心にふくれた話題は隊内に波紋のように広がった。女「丸太」が妊娠するつど、数十枚の写真と卑ひ猥わいな会話がセットになって、隊内部のあちこちに淫いん靡びな花を咲かせた。だが一方には次のような証言もある。


　「妊娠中に逮捕、連行され、獄中で出産した女マルタの一人は、嬰えい児じを助けるためにはどんな実験にも応じた。目に涙をためて、この子だけは助けてやってほしいと看守の顔を見れば訴えつづける女マルタの姿は、ごく一部の隊員の間に知られていた……しかし七三一では、マルタの親から生まれた子供はしょせんマルタでしかないという認識だった。七三一ではマルタは材料だから、その子もつまりラッテ（ネズミ）とおなじで飼育されている存在にすぎなかった。もちろん母子ともに殺されてしまった」


　隊員たちの死には「霊安室」が用意されていたが、女「丸太」母子には、番号を打ったカードと焼却炉があるのみであった。





　〝特移扱〟の内実

　「われわれは、日本に占領された満州領内で、石井部隊の実験用に供する、生体の不足を感じたことはなかった……毎年六百人程度が〝特移扱〟（特別移送の略）として送られてきた」


　これは第七三一部隊第四部（細菌製造）の責任者であった川島少将が、のちにハバロフスクで開かれた極東軍事裁判で供述した証言である。


　「丸太」は反日抗戦、スパイ容疑のかどで逮捕され、死刑を宣告された者であり、「どうせ殺される奴等」である。これが第七三一部隊に、大規模な生体実験をおこなわせる合理的口実となった。


　満州に王道楽土を建設し、五族協和（モンゴル人、満州人、漢人、朝鮮人、日本人の五民族が仲良くすること）の理想国を作るのだという宣伝が、日本国民のほとんどの目をふさぎ、軍部みずからもこうした理屈に酔っていた。


　だが、日本軍部がどのように勝手な理屈をつけようとも、中国人から見れば自国へ侵入し、武力で占領地域を拡大する日本軍は、侵略者以外のなにものでもなかった。


　異民族の武力侵入に対し反抗してたたかうのは、その国の国民にとって当然のことである。愛国心と民族独立の念に燃えた抗日パルチザンや中国人労働者、農民、学生らが「丸太」扱いされることこそ不条理であった。


　が、当時の日本国民のなかでこうした当たり前すぎる正当の論理はことごとく圧殺されていた。そんなことを口に出す日本人は非国民であり、国賊であった。


　「われわれのおこなう作戦は、貧乏な日本を富ませ、アジアの平和に役立つんだと固く信じて疑わなかった……だからマルタなどは人間じゃない、畜生以下の存在であるという感覚だった……七三一に派遣された研究者・学者で、マルタにいささかの同情を持つ者はゼロだといってよい。七三一の軍属、軍人全員がマルタは殺されて当然と確信していた」


　元隊員の言である。


　だが、第七三一部隊には反日抗戦とまったく無関係の「丸太」も多数収容されていた。


　ハルピンはもともとロシア人の建設した都市であり親ソ、反日感情を持つ市民は多かった。ハルピン憲兵隊や特務機関員（警察に配置されていた関東軍スパイ学校「緑陰学院」卒業生ら）が「反日分子」とにらんだ人間は、実行行為の有無を問わず、逮捕され〝特移扱〟となった。
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　第七三一部隊内の特設監獄で女「丸太」が出産した話は極東軍事裁判の記録にも載っている。だが、書かれていない事実もある。


　女「丸太」の出産は一度だけの出来事ではなかった。関係者の話では、特設監獄内で出産した女「丸太」の事例は数件あったという。


　女「丸太」が出産したニュースが第七三一部隊内に伝わると、一部隊員の間に、


　「人工授精の子どもとちがうか？」


　という冗談がとんだ。近代医学の粋をこらした関東軍防疫給水部本部での出来事である。人工授精の研究がされていたのでは？　という想像が一部隊員の間にはたらいたのも無理からぬことである。


　しかし、さすがに、人工授精の研究まではされていなかったというのが事実らしい。


　では、どうして女「丸太」は出産したのか。二つの可能性が考えられる。一つは妊娠中のロシア人女性、中国人女性を逮捕し「丸太」として収容したケースである。


　もう一つは女「丸太」が獄中で妊娠し、出産したケースである。これについての真相は闇やみの中に閉ざされている。


　女「丸太」は、全員が性病の感染治療実験材料となっていた。部隊には数人の軍人や軍属──彼らのある者は戦後、東海地方で産婦人科医院を開業した──が配置されていた。彼らがロ号棟にいくのをみた隊員らは「またあいつらは女マルタを覗きにいきよる」とうわさし合った。


　一度だけであるが、部隊内の「会報」（定期におこなわれる隊内の人事、催し物などの送達のため、各課に配られる隊内報）に、「右ノ者、婦女子ヲ妊娠セシメタルニ依リ懲戒免職ニ処ス」という〝触れ書き〟が載ったことがある。




　＜筆者からのメッセージ──中間の伝言板として＞




　本実録を執筆中、多くの方々からお便りをいただいた。


　多くの元七三一隊員関係の方々からも新たな情報提供があった。この間の私の周辺は関東軍防疫給水部本部一色に塗りつぶされた観があった。


　本文中に筆者が顔を出すのはおこがましいが、反響があまりにもホットであり、なかには心のこもったお叱しかりやご意見、ご批判もあるので、ここに筆者からのメッセージをお伝えしたい。


　まず、冒頭に公開した「関東軍防疫給水部本部満州第七三一部隊要図」の原図を見せてほしいという問い合わせについてお答えする。


　まえにも触れたが、この要図は戦前戦後を通じ、初公開されたものである。第七三一部隊の施設については、これまで『特殊部隊七三一』（三一書房刊）に著者・秋山浩氏の紹介による〝図〟──が唯一の手がかりであった。記憶に頼り、一部は想像で補ったとおもわれるこの〝図〟が、戦後三十六年の長きにわたって通用し、一種の元図として各種出版物に引用され、正しいものとしてまかり通ってきた裏面には、元隊員たちの黙秘がある。


　だが一方で元隊員らによってひそかに保管されていた「極秘要図」があった。要図はあくまで要図であり、全図ではない。しかしこれはその後、私の調査によってもほぼ正確なものと判明した。要図所持者への懸命な説得の結果、ようやく本書での公開となったものである。


　原図は残念ながらそのままを発表できない。製作者の筆跡や作図作業の跡が歴然としているからである。


　「第七三一部隊の秘密をともに墓場まで背負っていこう」と誓い合った元第七三一隊員たちの掟おきてにはまことに強固なものがある。原図公開の結果、提供者にどのようなご迷惑がかかるかもしれないので、本ページを借りてここに丁重にお断わりを申し上げる次第である。


　また初めて公表した第七三一部隊各班（プロジェクトチーム）の研究内容と責任者名について「フルネームをなぜ発表しないのか」という問い合わせを受けた。これについては二つの理由がある。


　一つは、プロジェクトチームの班長が、いずれも当時、日本医学界の代表的な学者、研究者であり、物故者もあるが、現在学界の第一線で活躍している人も多く、社会的影響が大きいからである。私が意図しているものは歴史の空白を埋める満州第七三一部隊の実像復元であって、個人責任追及ではない。


　第二に、一の理由と関連することであるが、隊員たちの行なったことは、当時の日本人とまったく切りはなされた特殊な経験ではない。中国東北部を侵略した日本軍のあとから、多数の満州開拓農民が渡り、さらに商人や学者や労働者やジャーナリストや作家があとを追った。それらの人々の中には大陸雄飛という聞こえだけは壮大な名目のもとに、満州へ行けばなんとかなるさと、日本を食い詰めた揚あげ句く無目的に渡満し、満州浪人となった者も少なくない。満州を日本が生き残るための生命線として国論を統一し、当時のほとんどの日本人が、中国の領土である満州をあたかも自国領土のごとく錯覚して、侵略の意識をもっていなかった。ロシア人の侵略を承継し、中国人の土地や財産を略奪することがむしろ日本を守るための正当な行為であるかのごとく錯覚された時代風潮であった。これを批判する政党や個人は治安維持法違反で、国賊として権力の過酷な弾圧に遭い、投獄された上、拷問で圧殺された。


　「丸太」を対象にしての数百という生体解剖で腕をみがき戦後の医学界に地歩を築いた人も多い。第七三一部隊における各種生体実験は集団としての日本人が組織の命令で行なったことである。


　なおプロジェクトチーム中、「田部班」は「田部井班」の誤りではないかという問い合わせを受けた。これは誤りではない。第七三一部隊には、チフス研究に従事していた田部たなべ中佐と、一時期第一部の責任者を勤めた田部井部長の二人がいた。フルネームを書けばはっきりするが、前述の理由から避けたい。


　さらに実録中、頻出する地名についてご批判をいただいた。ハルビンをハルピンと書くのはなぜか。五屯ウートン、四屯スートンなどのルビは中国語と日本語のチャンポンである、筆者は中国の地名についてほとんど無知である、等々である。


　これについては執筆開始前、いろいろと調べた結果、「あくまで実録として当時七三一隊員たちが使っていた呼称」を採用することにしたものである（ウートン、スートンは現地調査により現在でもこのように呼ばれていることが判明した）。戦後の日本人にとってはハルビンであるが、戦前はハルピンが通り名であった。黒竜江（中国語読みヘイルンジャン）をアムールと書くからには松花江はスンガリーでなければならぬというご意見もいただいた。地名辞典的にいえばそのほうが正しいが、当時ハルピン市に住む多くの日本人にとってスンガリーはまた「松花江」でもあり、七三一隊員にとって五屯はウートンであった。


　この点でいえば第七三一部隊の公表されている支部名も林口、孫呉、牡丹江の三つは日本読みだが、海拉爾ハイラルはそうではない。ルビを一つの国語で統一するのにはいささか無理がある。


　同様に、ノモンハン、三不管サンプウカン、傅家甸フージヤデンなど各地名や地域名を日本語読み、ロシア語読み、あるいは中国語読みや漢字表記一本で統一するのはむつかしい。


　なお、満州に関する図版においては、元隊員より提供していただいた原図どおり「満洲」「満洲国」とし、他は「満州」「満州国」とした。




第二章　残酷オンパレード──死夢の標本マルタ




　「丸太」の用途

　第七三一部隊に「病理研究」（岡本、石川班）、「薬理研究」（草味班）、「凍傷研究」（吉村班）などのプロジェクトチームがあったことは前述した。


　問題は、こうしたプロジェクトの実態である。


　元隊員たちの証言によれば、たとえば「薬理研究」ではさまざまな薬物（毒物）が人体に及ぼす影響と、その解毒方法が研究テーマの一つとなっていた。


　当時も今も医学界では、劇薬が生物に及ぼす加害研究にはせいぜい植物や小動物が実験材料として用いられる程度である。


　ところが、第七三一部隊では「丸太」が使用された。


　特設監獄に送りこまれた「丸太」の多くは、反日抗戦で捕まったロシア人、中国人である。当時は訊問、拷問ののち、銃殺か絞首刑と決まっていた。彼らは死刑執行に替え、「丸太」となる運命を負わされたのである。これは生体実験という名の、死刑執行であった。


　読者は覚えておられよう。終戦から間もない一九四八年（昭和二十三年）一月二十六日、東京都豊島区長崎一丁目三三番地にあった帝国銀行椎しい名な町まち支店で、十六名の銀行員が「東京都から来た防疫関係者」と称する男によって毒を飲まされ、うち十二人が即死し十六万四千円余の現金と額面一万七千円の小切手が強奪される事件が起こった。


　「帝銀事件」と呼ばれるこの大量毒殺・強盗事件の犯人像は、当時の生存者によって「四十五、六歳、五尺二寸ぐらいのやせ型、丸刈り、医者としてはちょっと手が武骨」な男であると証言されている。


　この事件にはいくつかの特徴があった。


　まず、犯行に使用された毒物が「青酸化合物」（青酸カリではない）であり、犯人が使ったピペット（劇薬などの液量を正確に測定するための、ガラス製の医療器具）や医療用ケースが、細菌学上の実験用に旧日本軍の一部研究所で用いられた特殊なものであった。


　第二に、犯行前後の行動から、犯人は「青酸化合物」とその〝解毒薬〟について豊富な知識があるように見受けられた。


　第三に、犯人はこうした毒薬の飲ませ方になみなみならぬ経験があると推測された。


　ここにいう「旧日本軍の一部研究所で使っていた特殊なもの」が、満州第七三一部隊関係を指すことは、すでにこれまで何人かの識者によって指摘されている。


　今回、私が接触した元隊員たちは一致して「帝銀事件の直後、刑事がたずねてきた」「警察へ呼び出され、犯人のモンタージュをみせられた」「〇〇という男を知らないかとしつこく問われた」と証言している。中には長期間拘留された元隊員も数多い。


　帝銀事件の真犯人が、戦後三十三年の長きにわたり獄中で呻しん吟ぎんしている平沢貞通であるのか、はたしてそうでないのか。これについて、私は詳細を論及する材料を持ち合わせてはいないし、またその任ではない。


　私が論じたいのは、帝銀事件に使用された毒物やピペット、犯人の行動、また年齢や人相から、多数の捜査員が元七三一隊員のところをしらみつぶしに当たっている事実である。


　当時、刑事の出張取り調べを受けた元隊員（中尉）の一人は、顔を合わすなり、


　「おっ、良く似てるねえ……帝銀事件の犯人そっくりの顔をしている」


　といきなり刑事から先入観の色眼鏡で見られた。


　また集まった元隊員の間では、今でも「帝銀事件の真犯人は平沢ではない。あれは手口といい、使った毒物といい、七三一のやつにちがいない」とも語り合われている（元隊員たちが戦後、部隊長石井四郎中将を顧問にすえ、あるいは席に招いて、こっそりと秘密の会合を持っていた事実は、あとで触れる）。


　捜査当局には、元第七三一部隊「薬理研究」班関係者を中心に、元隊員たちをしらみつぶしに当たる、確たる理由があったのである。


　部隊は、殺人用の青酸化合物とその解毒剤開発のため、多数の「丸太」を使用していた。


　単に毒薬を開発し、解毒薬品を生産したのではない。作った毒薬の効果を確かめるため、その最少致死量や、謀殺のための〝飲ませ方〟までが「丸太」をモデルにして詳細に研究されていたのである。





　〝軍画兵〟出頭せよ

　第七三一部隊が「丸太」に対して実施した、むごたらしい実験にまつわる一つの生々しいエピソードについて触れる。


　彼は石川県金沢市の出身で、もと加賀友禅の下絵画工であった。


　戦時下「ぜいたくは敵」のスローガンのもと、名流婦人が晴れ着の振ふり袖そでをわざわざはさみで切り落としてみせ、それが大きく報道された時代である。友禅染の和服など注文する人もめっきり減り、画工たちは次第に職を失い、その前途に見切りをつけ転職していった。


　彼は自分の画才を生かすべく、軍関係に職場を求めた。軍属の試験を受け、採用配属されたところが満州第七三一部隊であった。一九四二年（昭和十七年）一月のことである。着任して総務部に出頭したところ、職歴を聞かれて「図面の作製ができるか」と問われた。


　当時部隊で作成される地図や建物要図など多くの図面はすべてペンで書かれていた。しかし加賀友禅の図案下絵描きが仕事だった彼はペンで仕事をしたことがない。細筆数本を操って図案を描き上げるのが加賀友禅の下絵画工の腕であった。


　「ペンや烏からす口ぐちは使ったことがありませんが、細筆さえあれば図面くらいはなんとか描けます」と彼は答えた。


　それを聞いて人事担当者は興味を示した。おもしろい、やってみろということになった。彼のまえに一枚の地図が提示された。これとおなじものを細筆で書き写すことができるかというのである。


　与えられた丈夫な和紙の上に、彼は細筆を丹念に動かして地図を描きはじめた。道路や河川の複雑かつ詳細な状況、畑や丘陵の間に点在する村落の表示などの書写はたしかに複雑な作業ではあったが、デリケートな手描き友禅の下絵技術を身につけた彼にとっては苦もないことであった。彼の握った細筆の先から線が自在に引かれ、もう一枚の地図が再製された。地図の書写は約三時間余で終わった。部隊には兵要地誌班と呼ばれる専門の地図屋がいる。当時そのセクションにＴという地図作りのベテラン技手がいた。彼の書いた地図は兵要地誌班Ｔ技手のところに回された。地図作りの補助器具などをいっさい使わず、細筆だけで精巧に書写された地図を見てＴ技手は舌を巻いた。


　「ほう……筆で書いた地図などおれは初めてお目にかかった。うまいものだな」


　Ｔ技手はその地図を隊内のあちこちに見せ回ったという。画才のある、腕のたしかな男が七三一に入隊してきたという話は間もなく隊の上層部の耳に届いた。





　第七三一部隊での勤務になれたころのある日、彼は上層部から呼び出しを受けた。


　「絵筆、絵具など画材を携行して吉村班まで出頭せよ」


　という命令である。吉村班とは凍傷研究を主とするプロジェクトチームであった。同班の凍傷実験は主として十一月から三月の冬期に行なわれていた。ハルピンの冬は極寒である。夜間は零下四十度以下になることが珍しくなかった。吉村班は夜半、十一時から十二時ころにかけ、「丸太」を特別処置室に連れ出し、冷水を入れた桶おけに「丸太」の手足を浸させた。人工的に凍傷を起こさせるためである。


　水にぬれた「丸太」の手足をそのまま、零下の外気に一定時間さらすと確実に凍傷を起こす。凍傷が発生したころを見計らって「丸太」は屋内に連れ戻された。今度は〝治療〟のためである。当時関東軍兵士の中には、極寒中の作戦行動により凍傷に冒される者が少なくなかった。第七三一部隊では凍傷の原理の発見と治療法の確立のために、極寒状況下での細菌感染に関するデータ収集を急いでいた。彼が画材を持って出頭したのは日中であるが、数時間ののちに彼は青ざめ、憔しよう悴すいし切って自分の所属である某班に帰ってきた。彼の小こ脇わきには描き上げた十数枚の絵が抱えられていた。自分の席へ戻った彼は机に絵を広げた。それは見る者の顔を思わずそむけさせるようなむごたらしい彩色画であった。





　外げ道どうの彩色

　それはむごたらしくもおぞましい絵であった。いや、絵と呼ぶよりは墨で描いたデッサンに、日本絵具で淡く彩色をほどこしたスケッチである。絵はことごとく凍傷にかかった「丸太」の手足を描いたものであった。


　極寒のなか、冷水にひたした手足をそのまま外気にさらすとすみやかに凍傷が発生する。零下四十度の外気である。「丸太」の露出された皮膚ははじめ白く貧血し、血液の鬱うつ滞たいから紫し蘭らん色に変化し、腫しゆ脹ちようした皮膚に水すい疱ほうを生じ、それがやぶれてただれとなり、さらにどす黒くなって組織が死滅するに至る。冷水にぬれた皮膚が極寒に露出されて、第一度の凍傷から第三度の完全凍傷に至るまでの段階をきわめて短時間に通過する。吉村班員たちは、完全凍傷になったかどうかを確かめるために、「丸太」の手足を角材でなぐった。角材で打たれて「痛い」うちはまだ完全凍傷に至っていない証拠である。第三度の凍傷は壊え疽そ性凍傷であり、病患部位が壊疽となり組織が完全に死滅するものである。皮膚は暗黒の色調を帯びて、境界部から脱落する。露出した「丸太」の皮膚が凍傷に冒されたのをたしかめた上で、吉村班は「丸太」を屋内に戻した。


　そして今度は凍傷にかかった「丸太」の治療にかかるのである。少しずつぬるま湯の温度を上げながら、そこに凍傷に冒された「丸太」の手足を浸す。いきなり十五度くらいの湯に浸した場合、「丸太」の凍傷はどのような反応を示すか、湯の温度はそのままに保ち、第一度から第三度凍傷までの患部を浸した場合はどうなるか、湯の温度と凍傷度とは治療においてどのようにかかわり合うか。要因をさまざまに変えながら徹底的に実験を行なった。


　「吉村班の実験は、マルタの治療を目的とするよりも、皮膚表面の温度を正確に測定するにはどのような方法がよいか、また細胞が壊え死し状態になるまでの時間や、それに至る全経過をデータに残すためのものだった……マルタの手足を湯に浸すのも、最も凍傷治療に適当な湯の温度や、浸す時間幅などを発見するためのものだった……しかし完全凍傷となったマルタの四肢は、いきなり熱い湯に漬けるとその部分の組織全体が、ぽろりと崩れ落ちてしまう。肉が落ちて白い骨がむき出しになるのだから、あとは四肢を切断する以外にマルタの命を助ける方法はなかった」


　と元隊員は述懐する。元画工が描いたのは、まさしくこのように変形し、壊死した「丸太」の四肢であった。


　ある絵に描かれた「丸太」の両手は、指関節から先が脱落していた。また別の絵に描かれた「丸太」の両足はくるぶしから先がなかった。さらに別の絵では足首から腿ももにかけて白い骨が露出し、また四肢がアザラシのように短くなった絵もあった。水泡ができたときの凍傷の絵。それが次第にどす黒く変色していく過程の絵。彼が命令のままに描いた彩色画は、そのまま凍傷実験のドキュメントであった。当時吉村班は、「丸太」を使った凍傷実験を克明に撮影し、白黒のフィルムに収め記録映画を作っていた。だがこうした実験記録映画には、一つ泣きどころがあった。それは記録に色のないことである。まだそのころはカラーフィルムは実用の域に達しておらず、撮影した写真にあとから彩色を施す以外に「色つき写真」をつくる方法がなかった。それで吉村班は彼の画才に着目したのである。元友禅染下絵描きで鍛えた画工の腕と目は、短時間のうちに「丸太」のその部位をスケッチし、画が帖ちように再現し、彩色画として完成させた。いうならば彼はカラーフィルムの代用品であった。かつては美しい友禅染の下絵──娘たちの晴れ着の振袖を飾ったあでやかなデザイン──を描いた腕が、凄せい惨さんな実験記録用に応用されたのである。それが彼にとって苦痛であろうがなかろうが吉村班にとっては、どうでもよかった。必要なのは組織が死滅し、脱落した「丸太」の手足を、そのまま再現する彩色画であり、それを描き得る隊員の画才であった。


　それ以後彼は何度も画材を携行し出頭せよという命令を受けた。そのつど彼の表情は険しくなり、言葉が少なくなった。彼を呼び出すのは吉村班だけではなくなった。


　「丸太」を使用しての細菌実験結果の各様相を彼は描かねばならぬ立場となった。彼に要求されたのは命じられた部位のスケッチであり、彩色であった。その部位がどのような実験の結果生じたものであるか、また至近距離におけるスケッチによる感染の危険がどの程度のものであるかなど、彼が知りたいことはいっさい説明されなかった。彼は終戦後復員して以来、元隊員の会合には一度も出席したことがない。そうした会合が知らされたとき、彼は「余分なことだ……七三一にはおぞましい記憶があるばかりで、元隊員が寄り集まって語るべき思い出など、ひとかけらもない」と呟つぶやいた。彼の居場所を知る旧戦友は非常に少ない。





　吉村班の当時の責任者であった吉村寿人氏は一九八二年十一月四日、「毎日新聞」のインタビューに答えて次のように語っている。





　──冷凍装置で凍傷の生体実験をしたと指摘されているが。


　当時はまだそういう装置はなかった。対ソ戦略のため、防寒具が氷点下七〇度でも耐えられるかどうか調べたいというので、冷凍装置を作った。資材の到着が遅れ、終戦間際にようやく試運転にこぎつけた。ところが、ソ連の参戦で爆破した。この話を少年隊員が聞きかじって、そういう話になったのではないか。


　──民族別の凍傷予防研究を行ったというが。


　中指を氷水につけて反応を調べる方法は、ハンチング反応といい、今も使われている方法だ。当時氷点下四度にならないと凍傷にならないことが関東軍の調査でわかっていたので、零度で実験した。しかも、マルタを使ったのではなく、現地人の協力を得て調査した。生体実験などというものではない。私はマルタを管理している特別班には近寄らないようにしていた。その後、凍傷治療も研究することになり、部下の軍医中尉にやらせた。彼からの報告はあったが、あまり聞かないようにしていた。彼が何をしたか、よく知らない。


　──赤ん坊を凍傷予防の研究に使ったというのは事実か。


　この問題は四十七年に学術会議で問題になり、共同研究者の技師（四十八年に死亡）に問いただした。彼からは手紙で「自分の赤ん坊を使った」と知らせてきた。手紙はいまでも持っている。当時、生命は羽のようなものと考え、軍隊に協力することを名誉と考えていた。自分の子供を実験に使うことは問題ではなかった。ジェンナーが天然痘の種痘を初めてやったのも自分の息子じゃないですか。


　──石井部隊に入ったのはなぜか。


　大学の恩師から「満州へ行け」といわれた。断ったが、行かないと破門する、といわれた。


　──自身では生体実験をしていないというが、部下の監督責任はあるのではないか。


　監督責任はあるかも知れない。しかし、軍隊に入った以上仕方のないことだ。





　だが当の吉村氏が自らの凍傷実験について学術論文を発表している。それについては七三一部隊幹部の戦後の足跡を追った高杉晋吾氏の『石井細菌部隊生き残り幹部を追え』に詳しいので一部を引用する。





　──それは吉村寿人氏が、戦後、日本生理学会の英文雑誌「ジャパニーズ・ジャーナル・オブ・フィジオロジー」に発表した寒気生理学の論文である。


　吉村氏は、前記渡辺氏がＭ紙に発表した他民族への冷凍実験とまさに同様に、百数十人の在満日本人学生（十八─二十八歳）と中国人クーリー（労働者への蔑称）に行なった人体実験、そして民族的差異の実験対象として中国人、満州蒙古族、オロチョン族を対象として行なった人体実験、そして年齢差を調べるために七歳から十四歳の中国人生徒に対して行なわれた人体実験を発表している。


　そして驚くべきことには、生後三日目、一か月目、六か月目の赤ん坊の中指を冷凍水に三十分漬けた人体実験の表もその中で発表しているのである。


　読者はその実験が、志願者の好意などによるものではないことを一目で見破ることができる。生後三日目の赤ん坊が好意で指を冷凍実験に提供する訳がない。


　ましてやふつうの家庭の親が、生後三日目の子を冷凍実験に好意で提供するはずがない。そして、三十分もの間、水に漬けられた赤ん坊は声を限りに泣き叫ぶであろう。


　そういう状況で赤ん坊に実験を強制できる施設は、密室の中で特別に作られた状況でなければ不可能である。つまりこの場合、七三一部隊の施設だと考えるのが当然だろう。


　しかし、私にとっては、その状況の無惨さもさることながら、そうした論文を受け入れる日本の学者たちの感覚こそが、想像を絶するのである。──


　またハバロフスクの軍事裁判記録においても吉村氏の凍傷研究は複数の証人によって証言されている。次の引用はその一部である。


　まず元七三一部隊教習生古都証人の供述である。





　問　第七三一部隊で凍傷実験が行われていたか？


　答　はい、私はかかる実験を見ました。


　問　これらの実験は、どの研究員の指導下に行われていたのか？


　答　吉村研究員であります。


　問　人体凍傷実験について話してもらいたい。


　答　人体凍傷実験は、毎年、一年の中で一番寒い月──十一月、十二月、一月、二月二部隊内で行われました。此の実験の方法は次の通りであります。即ち、被実験者を夜十一時頃、酷寒の戸外に連れ出し、冷水の入った桶に両手を入れさせ、それから手を出させて、濡ぬれ手てのまま、長時間寒気に立たせました。あるいはまた、こうもしました。着物は着ても裸足の人間を戸外に連れ出して、夜、一番寒い時に寒気に立たせました。


　人間が凍傷にかかった後、室内に連れ込み、およそ五度の温水に足を入れさせ、徐々に水温を上げました。こうして、凍傷の治療方法が研究されていました。私は、これらの人間が室内に連れこまれてからの実験は直接見ませんでしたが、私が不寝番に立っていました時、人間を寒気に連れ出し、そこで凍傷にかからせているのを見ただけであります。人間に手を水に漬けさす室内の実験に就いては、目撃者の話で聞きました。（以下略）





　次は元七三一部隊教育部長西中佐の供述である。





　問　部隊で行われていた凍傷実験について貴方は何を知っているか？


　答　吉村研究員から聞いた所によりますと、酷寒──零下二〇度以下とのことです──二部隊の監獄から人々を引出し、素手にさせ、人工風（扇風機の）によって手を凍らせていました。それから、小さな棒をもって凍傷にかかった手を、小板をたたくような音が出るまでたたき続けました。





　次は元七三一部隊付憲兵倉くら員かず証人の供述である。





　「（前略）私が監獄の実験室に立寄りました時、其処には長椅子に五人の中国人の被実験者が座っていましたが、此等の中国人の中二人には、指が全く欠け、彼等の手は黒くなっていましたし、三人の手には骨が見えていました。指は有るには有りましたが、骨だけが残っていました。私が吉村の話しから知った所によりますと、是れは、彼等に対して凍傷実験をした結果でありました。（以下略）」





　絶望の解剖室

　第七三一部隊ロ号棟には、秘密の地下道があった。その地下道は、「丸太」を収容した特設監獄７棟・８棟を囲むロ号棟廊下の西北の隅から発し、直進し、左折して手すりもなにもないコンクリートの階段を〝入口〟にしていた（第一章　関東軍防疫給水部本部　本館一階配置図参照）。


　手すりのない階段を下り、右折すること約三十秒で地下道はふたたびコンクリートの階段を上がる。この上り階段もやはり手すりがなかったが、上り口には外開きの鋼鉄製の扉が取り付けてあった。ここが地下道の〝出口〟であった。


　〝出口〟はコンクリート床を張った、かなり大きな部屋になっていた。高い天井からは特別大型の集合型照明器具（現在の無影灯にあたる）が下がり、その下には鉄製の手術台があった。一見、大学病院の手術室と似ていたが、手術室と異なるのは、鉄製ベッド（手術台）のほかには医療器具らしきものが見当たらなかったこと、その代わりバケツ数個とホルマリン液を入れる大型の標本用ガラス容器が置いてあったことである。


　ここは第七三一部隊の解剖室であった。


　天井に近い壁の部分に明かり取りの小窓が開口した解剖室は、ロ号棟に陣取った各研究室──プロジェクトチームに対して最も至近距離に位置していた。


　まず、解剖室に通じるドアを開くと長い中廊下に沿って、ペスト研究担当の高橋班各室があった。この中廊下を進むと、ロ号棟を縦に貫く中央本廊下に突き当たる。突き当たり部分に段差がつけられており、中廊下の先端全体が逆勾こう配ばいを持ってしゃくれたように（山のオーバーハングのように上部がせり出した）なっていた。


　この逆勾配の段差がついた廊下構造は、第七三一部隊に独特なもので、隊員たちはこれを「ネズミ返し」と呼んでいた。


　「ネズミ返し」とはなにか？


　ロ号棟一階長方形の廊下に沿うフロア全体が、第四部所属柄沢班の細菌製造工場になっていたことはすでに述べた。この〝工場〟は高橋班──ペスト菌で汚染したペスト・ノミの製造所と至近距離にあった。


　ペスト・ノミを繁殖させるためには大量のネズミを用いる。ネズミにペスト菌を注射し、石油缶の中に一匹か二匹を固定し、身動きできぬようにしておいてノミを入れ、ネズミが骨になるまで血を吸わせ、繁殖させるのである。


　ペスト菌で汚染したネズミの血を吸い、ネズミの体温に保護され、暗がりの中でノミは猛烈に繁殖する。


　第七三一部隊内には、約四千五百個に及ぶこうしたペスト・ノミの飼育器があり、二か月余に数十キログラムのペスト・ノミを〝製造〟することができた。千匹や一万匹ではない。数十キログラムのペスト・ノミである。


　かりに五十キログラムのノミを想定すると、その数は専門家の計算によると数千万匹という。膨大なペスト・ノミが二か月余の間に生産される仕組みである。──


　ここにおいて、高橋班各室の前を通る中廊下の先端にあった「ネズミ返し」の意味はおのずと明らかである。ペスト菌を注射された研究用ネズミが、万一の事故で高橋班研究室から逃げ出し、中廊下を伝ったとしても、かならず逆勾配の段差に突き当たり、そこから先へは逃げることができない。「ネズミ返し」の名はそこに由来していた。


　解剖室のドアを出て中廊下を直進し、中央本廊下に突き当たって左折すると一番奥まったところに笠原班（ウイルス研究）研究室があった。解剖室から歩いて数分の位置である。


　逆に本廊下を右折しスロープ（階段）を上れば、ロ号棟二階に出る。この二階フロアには強力な冷凍室、保温室を持った吉村班研究室をはじめ湊班（コレラ研究）、岡本班、石川班（いずれも病理研究）があった。江島班（赤痢研究）、太田班（脾脱疽研究）各室の次は内海班（血清研究）があった。


　解剖室は、二階の各研究室からいずれも歩いて数分のところに位置していた。


　「丸太」を収容した特設監獄と秘密地下道で直結し、また各研究室から至近距離にあった解剖室。──


　鉄製手術台のあるこの部屋こそ第七三一部隊がひそかに行なった、「丸太」を対象とする生体解剖の場所でもあった。


　一九三九年、部隊が平房近くの新設軍事地域に移駐してから一九四五年夏の部隊崩壊までの六年間、秘密の地下道を通り解剖室に連れ込まれた「丸太」の数は数百といわれるが、戦後ＧＨＱの取り調べに対して上級隊員、オカモトコウゾウは一九四五年には千体以下の解剖があったと供述している。（第二部において詳述）





　悪魔からの予約リザーブ

　第七三一部隊がおこなったおびただしい数の生体解剖（一部の元隊員によれば〝死戦期解剖〟といって死んだ直後の──法的にはまだ死体と認められない生ま暖かい死体解剖も生体解剖と呼んだという）については、ハバロフスク極東軍事裁判もこれを明らかにしていない。


　取り調べを受けた隊員たちが、注意深く事実を黙秘し、責任者をかばったためである。


　ハバロフスクでの公判記録には、いたるところに、巧妙な事実隠いん蔽ぺいや事実を過小にみせるための被告らの苦心の表現が目につく。つまり、ソ連軍当局の訊問意図や、訊問の鉾ほこ先を敏感に察知した被告らは、訊問に答える形をとりつつ、すでに明るみに出てしまった犯罪については繰り返し証言し事実を肯定しながら「尋ねられないことについては一言もいわない」態度に終始しているのである。


　このためハバロフスクで記録された「公判書類」は、それ自体日本陸軍による細菌戦犯罪の克明なドキュメントであるが、一方では第七三一部隊の所業全容を「公判書類」上の事実のみに限定してしまう危険性を持っているのである。


　だが第七三一部隊の真実を明らかにするためには、活字資料の上を渉猟し、書かれてあることを鵜う[image: ]のみにするだけでは十分ではない。それだけの論証では知ったかぶりで衒げん学がく的な一種の足を使わない調査発見ベツド・デイテイクテイブに陥ってしまう。それは既刊資料の寄せ集めパツチワークにすぎない。既刊資料の誤りがそのまま承継されて増幅される危険もある。
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　山田清三郎氏『細菌戦軍事裁判』や島村喬氏『三千人の生体実験』が記録としてすぐれているのは、ハバロフスク軍事裁判「公判書類」の上に立ちながらも、筆者みずからの現地における調査体験で裏打ちされているからである。──


　さて、部隊の一翼にあった解剖室は、前項に紹介したロ号棟二階、三階の各班が利用していた。


　私はさきに「丸太」について触れた際、「丸太」が「番号ごと……七三一各班に班所有物として割りふられ、その研究目的に応じて生体実験〝材料〟となった」と書いた。


　「丸太」はなぜ「班所有物として割りふられ」なければならなかったのか。その最大理由の一つが、解剖室での生体解剖にあった。


　つまり、まだ生きている人間から、新鮮な〝標本〟を採集する際、その標本がどの班の「所有物」であるかを、あらかじめ確定しておく必要があったのである。


　元隊員たちの証言によれば、実際におこなわれた生体解剖では、「丸太」の生体解剖執刀と実験の権利は所有班にあったが、解剖執刀が終わり、実験が終わればそのあとの臓器は各研究班のリクエストに応じて分配されたという。


　生体解剖と実験の予定はあらかじめ各研究班に知らされ、その段階から「解剖したあとは、小腸と膵臓はＡ班に」「脳はＢ班がもらう」「いや心臓はＣ班に欲しい」と予約リザーブされていた。生きたまま解体されていく人間の各部品パーツのリザーブである。


　部隊でおこなわれた生体解剖には大別して二つの目的があった。


　第一は標本採集である。人間が伝染病に罹った場合、心臓はどのように肥大するのか、しないのか。肝臓の変色はどうか。感染各時期の変移状況は如何と、各パーツの変化を生きながらにしてとらえるには、生体解剖が最も〝理想的〟な方法であった。


　病気感染の標本採集だけではない。一つの薬物を「丸太」が摂り入れた際、時間経過と内臓の諸変化との関連を調べ上げることもまた生体解剖のメリットであった。


　そのため「丸太」には、およそ人間の考えつくありとあらゆる物質が〝注入〟された。「丸太」の静脈から空気を注射すると身体の諸器官はどのようなプロセスを経て悶絶に至るのか。空気注射は死を招くとわかってはいても、より詳細な経過に隊員たちは興味を持った。
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　また、「丸太」を逆吊りにした場合、何時間何分で死に至り、身体の各部はどのように変化するのかがテストされた。「丸太」を大きな遠心分離器に入れ、高速で回転させる実験は、「丸太」が死ぬまで繰り返しおこなわれた。


　尿や馬の血液を腎臓に注入したならば人間の身体はどう反応するか。


　猿や馬の血液と人間の血液の交換実験が進められた。「丸太」一体からどれほどの分量の血液を搾り取ることができるか。ポンプを使っての搾血実験が数多くおこなわれた。文字通りの搾取である。


　煙を大量に肺に送りこんだ場合はどうか。また、煙の代わりに毒ガスならどうなるか。毒ガスも、糜爛性のものが胃に入った場合どんな変化が現われるか。


　この薬物を試すと、いやあの物質を使った場合は……平常ならばアイデアそのものすら外道の思考として忌避されることが、ここ第七三一部隊では平然と実行に移された。Ｘ線の長時間照射による肝臓破壊も生体実験の一つだった。この中には医学的にすでに判明している無意味な実験も含まれていたという。


　「生体解剖のメスは主として研究班の助手格（雇員）がふるった……標本採集のアイデアは班長クラスが出した。各班長は当時の名だたる学者であり医者であったが、彼らが直接、手を下すのはよほど興味を持ったマルタの場合に限られ、通常は決して自分の手を汚さず、すべて部下にやらせていた。生体解剖の罪悪感など一かけらもなかった。むしろ、どんな標本を採集できるか楽しみにする雰囲気が、各班にあった」


　元隊員の証言である。


　全身麻酔、あるいは局部麻酔をかけられた「丸太」は、約一時間後には「とびきりイキのいい標本」に変容していった……。





　手術のバイキング

　元隊員の話によると、こうした生体解剖〝実験〟には、ハルピン医科大学の日本人教授や、当時満州国の首都であった新京（現在の長春）の大学からも〝研究委託〟があった。


　研究テーマによっては、ごくまれにではあるが大学教授が七三一にやってくることがあった。そのときには車を降りるところで厳重な目かくしをされ、建物へ入ってから目かくしを取り外されるという厳重警戒ぶりであった。


　あるとき、ハルピンに御お成なり中の「宮様」が第七三一部隊にひょっこり現われたことがあった。石井四郎部隊長が「関東軍司令官の許可なくして何人も立ち入る事を禁ず」の規定を楯たてにとり、門前でさんざん「宮様」を待たせ、もったいをつけたあげく、施設内に案内したエピソードは関係者の間に知られている。


　石井四郎部隊長は、生体解剖を魅力ある〝実験〟として、興味を持つ日本人学者に入隊を勧誘する〝餌えさ〟とした。七三一隊員でありながら、当時ハルピン医科大学の教壇に立った教授は少なくない。


　「戦後の日本医学界において数かずの難手術をこなし高名を博し、某有名国立大学の教授として政府から勲章もらいはった某氏……あの先生はなんでそれほどの外科手術の技を身につけはったんや。そないな難手術、もし失敗したら、えらいこっちゃ。そうですやろ。けど、あの先生にかぎって失敗しはらへん。なんでや。前に何十回いう手術失敗の経験を持ってはる……どこでそないに経験積まはった。みんな七三一ですわ」


　関西で出会った元隊員の一人は、「丸太」を相手に難手術の〝実験〟が多数おこなわれたと語ってくれた。


　「丸太」──それは人間であって人間ではなかった。「丸太」一体ごとに氏名の代わりに番号を打った管理カードがあり、「丸太」が〝消費〟されるとその番号は新しく〝入荷〟した「丸太」の上につけ替えられた。


　だが、第七三一部隊が生体解剖をおこなったのは、こうした反日分子に対してだけではない。元隊員が当時目撃した一つの実例を書いておこう。


　一九四三年のある日、解剖室に一人の中国人少年が連れこまれた。隊員らの話によると少年は「丸太」ではなく、どこからか誘拐してきたのではないかということであったが、正確なことはわからない。解剖室の片隅に少年は観念したようにじっとうずくまっていた。解剖台の周囲に、消毒した両腕を剝むき出した十数人の隊員が白い上衣を着て立っていた。隊員の一人が短い言葉で少年に、台の上へ上がれと命じた。





　人間の「生き造り」

　上半身裸にさせられた中国人少年は、命ぜられた通り台の上へ身を横たえた。中国人少年はこれから自分の身の上に起こるべきことを理解していなかった。下した穿ばきを脱がせると、少年の性器にはほとんど陰毛がなかった。大体において中国東北部の人々は体毛が薄い。性器の形や、その周辺部位から見て、少年の年齢は十二、三歳と推測された。仰向けに寝た少年の口と鼻口にクロロホルムを浸した脱脂綿が押し当てられた。全身に麻酔が回ったころ、中国人少年の身体がアルコールで拭ふき清められた。


　台を囲んだ田部班員の中から、古参雇員が手にメスを握って一歩少年に近寄った。胸郭に沿ってＹ字型にメスが入る。コッヘル鉗かん子しで止血された皮膚に血玉がプツプツとわき出て白い脂肪が露出した。生体解剖がはじまったのである。


　「少年はマルタやない……子供やさかいに別に抗日運動をやったわけではない。それを解剖バラしたのは、健康な少年男子の臓器が欲しかったためとあとでわかった。少年はそれだけのために生きたまま腑ふ分わけされたんや……」


　のちにこの解剖光景を回想した元七三一隊員の言葉である。眠っている少年の体内から腸、膵臓、肝臓、腎臓、胃袋と手際よく各種の臓器が取り出され、一つずつ選り分けられては計量された後、バケツの中に投げこまれた。計量器に載せられた各臓器は、まだ蠕ぜん動どうを続けているために計量器の針がふれ、隊員は目盛りを読みとるのに苦労した。バケツの中に放りこまれた臓器は、直ちに備え付けの大きなホルマリン液の入ったガラス容器に移され、ふたをされた。


　少年の体液にぬれたメスが光る。血泡の噴き出る中、一雇員の手際よい執刀により、少年の上半身はほとんど空洞になった。取り出された臓器はホルマリン液の中に浮かんで、ぴくぴくと盛んな収縮運動を繰り返した。


　「おい、まだ生きとるやないか」


　だれかがいった。人間の活き造りであった。胃袋を取り、肺を切除したあとは中国人少年の頭だけが残った。いが栗ぐり坊主の小さな頭である。それを湊班の一人が台に固定し、耳から鼻にかけて横へメスを入れた。頭皮が切り落とされたあと、鋸が入れられ、頭ず蓋がい骨こつが三角形に剝はぎ取られた。脳が露出したところで、隊員が柔らかな保護膜に手を入れ、豆腐でも取り出すように少年の脳を取り出した。それを手早くホルマリン容器の中に移す。台の上には少年の四肢と空洞になった身体の形けい骸がいだけが残された。解剖は終わった。


　「持っていけ」


　少年の臓器を入れたホルマリン容器を、待機していた隊員が次々と持ち去った。少年の強制された死に一いつ掬きくの感傷も寄せられなかった。それは処刑ですらなかった。悪魔の食しよく膳ぜんに供せられた一体の肉にすぎなかったのである。容器を捧げ持って隊員が廊下を歩くと、ホルマリン液の中でタブタブと音を立てて臓器が収縮した。かなり重いその容器を隊員たちは落とさないように慎重に捧げ持った。





　おそらく思春期の門口に佇たたずんでいたであろうこの中国人少年の名は多数の「丸太」同様いまだにわからない。少年は自分が生きながら解剖されている事実を知る由もなかった。少年に強制されたわずかなまどろみの中にすべてが完了したのである。


　　生体の解剖なれば取り出せし


　　心臓秤上に幾度か鼓動す


　一九四〇年九月頃浙江省杭州市郊外筧けん橋きようにおいて逮捕された便衣隊（中国人ゲリラ）が蔣介石の中央航空学校跡地で斬首処刑された直後、胴体を七三一岡本班が解剖した現場を目撃した元七三一隊員Ｉ・Ｎ氏が当時を回想して詠んだ歌である。




第三章　暗黒の小宇宙ブラツク・ボツクス・七三一
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　十字架を背負う句






凍傷試描く画家の手慄おののきぬ


マルタの手氷る視線に崩れ落つ


生体の肉裂きしメス血ち糊のり凍て


炎天や引連る鎖音ビルが哭なき


脱獄に灼やける銃火や解放死


反帝と壁に血で染めマルタ灼け


脂照り荼毘だびのマルタの肉つかむ


十字架のマルタ汚染の蚤のみおそい


獅し子し吼くする悪魔の医師くすし汗淋りん漓り


灼け崩る白魔の巨塔夢の跡


汗みどろ逃亡の貨車曠こう野や疾駆かく


トンネルに汗も煤すす染む貨車の友


灼け逃亡にげし貨車敗戦の報に哭く


国境を越えし安あん堵どの汗拭ぬぐい


汗の背を並なべて釜ふ山ざんの夜を語り


祖国見ゆ仙崎指呼に青葉沁む


多磨墓地の無印寒ざむ五輪の塔







　ここに紹介した十七句は、平房から引き揚げてきた元七三一隊員の一人が、戦後二十年余を経過した時点で詠よんだ作品である。


　元隊員の話によれば、初め句会に出席してこのうちの数句を披露したが、出席者のほとんどは句意が理解できなかったという。作者に代わって〝解説〟してみよう。


　第一句、第二句の「凍傷試」「マルタの手……崩れ落つ」が、第七三一部隊吉村班のおこなったむごたらしい凍傷実験に句材を採ったものであることが推測できる。


　第四句「炎天や……」は、手錠、足あし枷かせで第七三一部隊に移送されてきた「丸太」を詠んだものである。


　第六句「反帝と壁に血で染め……」の意味はのちにくわしく述べることになるが、一九四五年（昭和二十年）八月九日から始まった第七三一部隊の撤収・崩壊の際発見された、特設監獄の独房壁面全面にわたって血書されていた「打倒日本帝国主義」「中国共産党万歳」の文字を指している。


　第七句「脂照り……」は撤収に当たって虐殺した「丸太」の死体処理の情景である。


　第八句「十字架のマルタ……」が安達アンダー特設実験場で反復連続しておこなわれたペスト・ノミによる感染実験（後述）を詠んでいることは明めい瞭りようである。


　第九句「獅子吼する悪魔の医師くすし……」とは、第七三一部隊の指揮者だった石井四郎軍医中将のことである。隊員個々の責任に論及せずを前提に書き進めてきたこの実録であるが、石井隊長個人については七三一の創設者としても、象徴としても七三一の本質を解明するためにその個性に立ち入らなければならない。


　第十句「灼け崩る白魔の巨塔……」はやはり八月九日からの撤収作業を詠んだものである。第十一句「汗みどろ……」、第十二句「トンネルに……」、第十三句「灼け逃亡にげし……」、第十四句「国境を越えし……」および第十五句、第十六句は、ともに平房から撤退した第七三一部隊が中国・朝鮮国境を越えて南下、終戦の報に戦争犯罪追及を恐れながら〝一家離散〟し日本の港に着くまでの逃亡行に句境を求めている。この逃亡行には数多くのエピソードが秘められている。


　最終句「多磨墓地の無印寒ざむ五輪の塔」は意味深長である。


　終戦とともに解散した第七三一部隊ではあるが、隊員たちは戦後も結束を崩さず、各種の戦友会をつくって年に一度の全国大会に集つどい〝旧交〟を暖めてきた。戦後の一九五八年（昭和三十三年）になって、戦死した隊員らの霊を祀まつるため、東京・多磨墓地に「精魂塔」を建立した。この精魂塔には建立者のだれ一人の氏名も刻まれておらず、黒い碑身には梵ぼん字じがいくつか刻印されているだけで、他になんら塔の意味を示す印しるしがない。塔建立の由来を隠したままひっそりと同墓地に建っている。句はみるからに奇怪なこの塔を詠うたっている。


　なるほど、どの句を取ってもそこに彫ちよう琢たくされている意味は深く重い。季語を重んじ花鳥風月を詠じることに慣れた、一部俳人の理解を超える句境がある。


　全十七句中、第五句に目がとまる。


　脱獄に灼ける銃火や解放死


　この句の意味はなんであろうか。「脱獄」と発句するからには、第七三一部隊特設監獄──「丸太」小屋での出来事を詠んだもの、と推察がつく。


　脱獄──。


　ただ一人の生還者もなかった特設監獄であったが、収容された「丸太」は、二日に三体という、恐るべき殺さつ戮りくのペースの中で、短い生命のかぎりをつくして果敢に抵抗した。


　その最大のものが、終戦の直前、一九四五年六月初旬に発生した「丸太」の暴動である。





　悪魔の同族経営

　図は第七三一部隊特設監獄二階要図である。この監獄要図は、元隊員たちの粘り強い共同作業によって復元された。
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　隊内で「７棟」「８棟」と呼ばれていた特設監獄は、二十余の独房・集団房によって構成される鉄筋コンクリート二階建ての独立した建物であった。


　厚さ四十センチという頑丈なコンクリート隔壁と鉄のドアによって仕切られた独房棟の周囲を、広々とした廊下が囲んでいた。廊下にはガラス戸がはめこまれ、ガラス戸の外には、断面が台形状に外側に出っ張った鉄格子があった。


　廊下から外に出るには、図右端の階段を使う。廊下と階段を厚い鋼鉄製の扉が遮断していた。「丸太」たちはときに運動を許され、独房から数人ずつ固まって数珠つなぎになり、鉄扉をくぐり階段から〝中庭〟に出た。


　かなりの広さを持つ〝中庭〟には芝生が植えられ、７棟中庭の隅には、未完成の球技コートのようなスペースがあった。「丸太」に許される運動とは、この芝を刈り雑草をむしり、コートの石を拾い、特設監獄排水口の修理をすることであった。


　間もなく訪れる死と直面しているように、特設監獄の分厚いコンクリート隔壁と向かい合っていた「丸太」たちにとって、直接外気に触れ土の上を歩くこうした運動は、いくぶんの気晴らしになったはずである。


　しかし〝中庭〟に下りた「丸太」は、自分たちが七三一から脱走する可能性がまったくないことを確かめてさらに深い絶望の奈落に突き落とされたに違いない。なぜなら〝中庭〟自体が周囲をロ号棟の高い外壁に囲まれた密閉空間であったからである。かりになんらかの方法で独房出入り口の鉄のドアを突破して廊下に出たとしても、廊下と外部を遮断する頑丈な鉄扉に阻まれる。さらに仮定を重ねて、その鉄扉を破り、階段から〝中庭〟に逃げたとしても、今度は〝中庭〟のどこにも出口を見出せなかった。まことに「丸太」を囲む環境は絶望そのものであり、希望に通ずるものは気配すらなかったのである。「丸太」の脱獄を計算に入れ、〝中庭〟を囲むロ号棟に出口はない。壁は高く積み上げられ、ガラス窓は二階のはるか上方に作られていた。


　特設監獄「７棟」「８棟」は左右にシンメトリカルに建てられていた。女「丸太」が収容されていたのは主として８棟のほうである。


　特設監獄は第七三一部隊特別班の管理下にあった。特別班長は石井四郎部隊長の実兄、剛たけ男おであったという。石井四郎軍医中将には、長兄の虎雄の下に剛男、三みつ男おと三人の兄がいた。すでに死亡していた虎雄を除き、石井三兄弟は全員が第七三一部隊の要職を占めていた。元隊員たちの証言によれば、「丸太」小屋を管理する特別班員の数は、警備、看守、炊事、事務係を含めて約五十人だったという。


　特別班員のほとんどが石井三兄弟と同郷であり──千葉県山さん武ぶ郡芝山町付近の、農家の二男、三男が主体であった。すべて石井部隊長の縁によって連れてこられた者たちである。特設監獄の秘密が漏洩するのを怖れた石井中将は、特別班を自分の身内とその縁故関係者で固めていた。





　黒板文字は死の予告

　特設監獄に出入りできたのは、七三一の中でもごく限られた少数の隊員であった。「丸太」小屋は第七三一部隊の秘所であり、聖域であり、血にまみれたブラック・ボックスであった。


　「７棟、８棟へ行く本館一階中央廊下の両側、獄舎に通じる中庭の鉄扉のところには、四六時中モーゼル拳銃と六角棒で武装した特別班員が、交代勤務で目を光らせていた……隊内でさまざまな噂や風評がささやかれるマルタ小屋は、多くの隊員の好奇心の的になっていた。一階中央廊下を歩くとき、少しでもマルタ小屋のほうへ視線を走らせようものなら『わき見をするな』と叱しつ声せいがとんだ。……我々は好奇心を押し殺して小走りに駆け抜けるように中央廊下を歩いたものだ。のちにマルタの暴動が発生したときは『こんな機会でもなければ、めったに監獄にはお目にかかれない』と多くの隊員がわれもわれもと緊急警備役を買って出たほどだった」


　元隊員の一人はこのように述懐している。


　この実録執筆に当たっての最大の困難は、特設監獄の実態解明にあった。元隊員のほとんどは７棟、８棟に出入りした経験をもっておらず、最も熟知しているはずの元特別班員らはいずれも頑強に証言を拒否し、取材を断わり続けたためである。


　「それは石井四郎閣下の軍機に係わることなので他言無用であります」


　彼らは異口同音にいって、貝のように口を閉ざした。取りつく島もなかった。戦後三十六年を経過した時点で──すでに死亡した石井軍医中将はいまだに「閣下」として元隊員らの意識に現存し、「軍機」は生き続け、呼吸していたのである。


　「オヤジ（石井四郎のこと）は千葉県の地主の息子で、京都帝大を卒業したエリートだった……オヤジが平房に七三一を構えるにあたって神経を最大にとがらせたのが、監獄の秘密管理だった……オヤジは自分の生家の小作人や、出身地の貧農の二、三男の存在に目をつけ、彼らを満州に引っ張り出した……戦前、小作人や貧農からみて地主は大おお旦那だんなであり村の殿様だった。オヤジは小作農や貧農の、こうした地縁帰属意識を存分に利用し、彼らを揃そろって特別班員に仕立てるとともに、当時の農民としては信じられないような高給を餌にして秘密保持を図ったのだ。いわば地縁と金縁の両方で口留めをしたのだ」


　かつてある大学で教きよう鞭べんを執った元隊員の証言である。石井隊長が、特別班員の学歴や知的水準を問わなかった事実は、広く元隊員たちに知られている。「任務に忠実であり、口が固く、身体が頑健」であることが、特別班員に求められた〝資質〟であった。


　一般の隊員が、雇人──雇員──判任官と勤続年数や資格に応じて軍属階級を昇任していくのに比べ、特別班員は格闘技や射撃の訓練を主内容とする見習・実習期間を経て、その多くが判任官になった。スピード出世である。そのうえ特別班員は「丸太」を管理する特殊任務の危険性を考慮されて、毎月の給与に七割増しの危険手当が上乗せされていた。


　「石井特別班は二つに分かれていた。動物飼育とマルタの管理だ。背丈が低く、ずんぐりむっくりしている者が動物班へ配属された。背丈があり、腕っぷしの強い者がマルタ係に配置された。中にはろくに字も書けず、数字の計算や、マルタ台帳の記載ができない者もいたため、特別班の事務部門には他班から適材の隊員を補充しなければならなかった」


　と関係者の一人は語る。


　「特別班員の多くは田舎からポッと出の若者たちで、純朴な小心者もいた。そのため『度胸をつけるための特別訓練』を受けた。特別訓練とはマルタを六角棒でなぐり殺すことだ。初めはぶるぶる震えていた見習班員も、すぐにマルタを人間扱いせず、実験材料として扱うことを学んだ。千葉県の片田舎にいるときには考えも及ばなかったような高給が手に入る。親元へ多額の送金もできる。妹や弟の学資も稼げる。特別班員にとってオヤジは救世主にも等しく、七三一は金の生なる木となったのだ」


　７棟、８棟を囲む〝中庭〟に通じるかなり広い一部屋。デスクや黒板を備え付けたこの一室が、特別班のオフィスであった。黒板には三ケタの数字と次のような文字が白墨で書かれたり消されたりしていた。


　「〇月〇日　×××（番号）、石川班使用　病理実験。×××、湊班使用　Ｋ攻撃。×××、高橋班使用　Ｐ攻撃。×××、×××、×××、田部班。〇日　×××、吉村班……」


　黒板にある「Ｋ攻撃」とはコレラ菌実験、「Ｐ攻撃」とはペスト生菌の注射である。あらかじめ各研究室からの連絡によって、予定されている生体実験のスケジュールを記した特別班の黒板文字は、そのまま「丸太」たちの知ることができない死の予告であった。死刑より恐ろしい、人間として認められない実験動物の屠と殺さつ予定表を「丸太」は読むすべもなかった。





　「丸太」のバーゲン・セール

　元隊員たちの記憶によれば、特設監獄の核心部分コアは、７棟、８棟とも二階部分であった。


　なぜなら、「丸太」の一時的な雑居収容場として集団房のように使われ収容房が二列に並び、中央を廊下が通っていた一階に比べ、二階は実験用独房が占めていたからである。


　細菌、化学性毒物の生体実験データを収集するために、「丸太」は克明に観察されなければならない。特設監獄の二階十二室がことごとく独房である理由はここにあった。


　独房各室正面扉には、開閉可能な覗き窓があり、隊員らの観察、データ収集は窓からおこなわれた。


　各班研究室からの〝出張者〟を連れた特別班員が、毎日の午前中と夕刻、二階各独房を回る。覗き窓から「丸太」の番号を呼び、手錠のまま腕を突き出させる。白衣（病院などで用いられる白い作業衣）とマスクを着けた岡本班研究室員が「丸太」の手首を取り、脈拍プルスを数え、体温計で体温を測定した。


　白衣を着けた研究室からの〝出張者〟と、モーゼル拳銃を肩から吊り下げ、六角棒を手にした特別班員のコンビによる回廊巡回は、特設監獄だけにみられる特殊な光景であった。


　生体実験の結果、「丸太」が直立歩行に支障をきたし、番号を呼ばれても起き上がれない場合には、出張者と特別班員は独房の中に入った。


　「マルタは全員が手錠をかけられたまま独房に収容されていた。中には反抗心旺盛なマルタがいて、大声で抗議したり食事を拒んだりした。こうしたマルタには手錠の上にさらに足枷がかけられていた。元ソ連赤軍兵士のマルタの一人は、看守と研究者の姿をみると、手錠のまま機関銃を構える仕し種ぐさをし『タ、タ、タ、タ、タ』と早口で連射の真似まねをしてわれわれをにらみつけた。こんなマルタは早々実験に使ってしまった」


　元隊員の証言は生ま生ましい。


　元隊員たちの話を総合すると、７棟、８棟に収容されていた「丸太」の総数は、せいぜい常時八十人から百人程度だったという。一棟四十人から多いときで五十人である。ここに疑問が生じる。第七三一部隊を裁いたハバロフスク軍事法廷での川島被告証言によれば、「丸太」の収容数は常時二百─三百人だったという。７棟、８棟の実際の収容可能人員八十─百人と、ハバロフスク軍事法廷での二百─三百人の差はどこから生ずるのか。第七三一部隊の中には、特設監獄のほかに別の収容施設があったのだろうか（この疑問について後日、特設監獄には地下室があったと証言する者もいるが、真偽は確かめられていない）。


　「いや、七三一の特設監獄は７棟、８棟の二棟しかなかった。しかしなにぶんにも湯水のようにマルタを消費するものだから、絶えず員数を補給しなければならない。そのため平房とハルピン市内の中間より少しハルピン市内寄りの、ハルピン神社付近に特別のマルタのたまり場があるという話を聞いていた。そのたまり場はソシジャンと呼ばれていたと記憶している。どんな字を書くのかわからない。たまり場には常時三百人ほどのマルタが収容されていて、実験に不足が生じた場合、すぐにたまり場から七三一に移送されてきた。移送には窓のない、青みがかった黒色の車が使われた。いまでいえばちょうど冷凍用二トン車の大きさ、あんな形をした車と思ってもらってよい。たまり場からの移送は原則として夜間おこなわれ、そのつど憲兵隊が整列してマルタを迎え入れた」


　ハルピン市内の「丸太」たまり場については耳にした七三一隊員はほかにも何人かいる。だがその実態はわからない。なぜなら特設監獄の管理と、「丸太」移送は、それぞれ異なった組織が分担していたためである。監獄の管理は特別班員がおこない、たまり場からの移送はハルピン憲兵隊本部が担当していた。


　「たまり場に収容されているときのマルタは、一部の者を除いて手錠も足枷もかけられていない。そこでは七三一送りの気配も悟られないように特別の注意が払われていた。マルタの中には就職あっせんをしてやると持ち掛けられ、何も知らずにたまり場に連れてこられた中国人青年もいたからだ」


　こんな話が当時七三一隊員の間に伝わっていたという。これまでに得られた多くの証言から総合すると、「丸太」の供給ルートは次の三つに大別される。


　①中支戦線、北支戦線で捕虜となった八路軍（共産軍）兵士、幹部。国民軍将校。また各都市や農村で反日運動に関係したとして逮捕された知識人や労働者たち。彼らは各地捕虜収容所から軍用列車でハルピンまで運ばれ、直接、第七三一部隊へ移送された。


　②ハルピン市内及びその周辺で逮捕されたソ連赤軍兵士（情報部員）や白系ロシア人とその家族。彼らはハルピン市内の保護院プリユードに収容され、ハルピン特務機関や憲兵隊によって七三一に送られた。


　③ハルピン市郊外「忠霊塔付近」のたまり場に収容された一般中国人市民。そのほとんどはだまされて「丸太」となる運命を背負わされた人びとであった……中には窃盗罪に問われただけの犯罪者もいたようである。


　「丸太」が第七三一部隊に到着する夜は、通常の日ならば休みなく実施される日直司令の夜間巡回も中止となった。「丸太」に関する情報は隊内における極秘事項であった。


　福島県在住の元ハルピン憲兵隊本部付憲兵であったＭ・Ｍ氏からは次のような手紙が寄せられている。





　哈爾濱市忠霊塔附近の『丸太』のたまりばからの移送は哈爾濱憲兵隊本部が受け持っていたと記述されているが、その事実は全くないと信ずる。


　当時哈爾濱市には近郊を含めて下記の如く各分隊、分遣隊が設置され各分隊の連絡は極めて緊密に行われていた。よって、夫々の情報交換はもとより司法事件にまで協力態勢は保持されていた。
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　当時日満親善と国策遂行のためには、中国人（当時は満人と呼んでいた）の生活習慣を尊重して親日感を與えるため我々憲兵も充分人道的任務遂行に終始した心算である。（原文のまま一部抜粋）


　ただし、ハバロフスク軍事裁判において元ハルピン憲兵隊本部特高課班長七三一部隊配属の倉くら員かず憲兵は自分の職務として、


　「ハルピンから第七三一部隊に送致される囚人の護送が私の職務でありました」


　「先ず憲兵隊本部から吾々に指示が有りまして電話をかけて参りまして、人員（丸太）受領に来るよう通知していました。この通知は田坂曹長に対して行なわれていました」


　「（囚人の送致は）主として夜間でありました。吾々は、此等の囚人を受領してから護送車に乗せて第七三一部隊に引渡す為平房駅に向い、其処で、吾々は表門の所で自動車を止め、一人だけ衛兵所に立寄り、衛兵に連絡をとりますと、衛兵は構内監獄の当直に電話をかけ、それからこの当直が誰かを、此等の囚人を監獄に護送する為に寄越して来ました」と供述している。





　特設監獄の間引き

　三千人以上の生体実験の舞台となった第七三一部隊特設監獄で、最も悲惨をとどめたのは、「丸太」の〝間引き〟であった。


　完成当初は一棟二十ないし二十四の独房を有していたのが、一階の半分近くが資材置場と集団房に〝転用〟されていたためである。


　一九四三年（昭和十八年）ごろになると、中国各地から移送されてくる捕虜は夥おびただしい数に上り、第七三一部隊へは貨車で「丸太」が届いた。


　そのため、原則として独房使用となっていた特設監獄各房は、あとからあとへと収容される「丸太」で膨れ上がった。


　「独房の収容人員は原則として一室二名であったが、マルタの収容数が多くなってくると原則を守れなくなる。一房三人、四人の詰め込みとなり、各種実験の一部に狂いが出はじめた。間引きはこうした状況の中で実行された」


　と元隊員はいう。当初、上層部は、「丸太」の詰め込みを歓迎していた。四畳から六畳の独房に三人を収容すると、「丸太」は身を寄せ合って寝、食事をとる。上層部は怪我の功名のような過密状況に目をつけた。ペストをはじめとする各種細菌の集団感染実験にとって絶好の環境である。まず一人の「丸太」にペスト生菌を注射し、過密となった独房に放りこむ。他の「丸太」にどのようにして感染するか、それを観察するためである。


　「ところがなかなかねらいどおりの集団感染が発生しない。肺ペストだけは大体二、三日で同室のマルタに伝染したが、他の伝染病は一気に蔓延とまでいかなかった。マルタの中にはインテリがいて感染予防の知識をわきまえ、その方法を互いに申し送って、独房内で実行しているためだといわれていた。マルタの中には隊員よりはるかに頭脳が優秀で、教養ある者が多数いた。伝染病に罹らせようとする七三一隊員と、罹るまいとするマルタの間に生死をかけた知恵の攻防が毎日のように繰り返されていた」


　そこで間引きが考え出された。


　特設監獄の右端に浴室があり、その隣にベッドを備えた特別処置室があった。そこが間引き場となった。間引きの対象となったのは、何度も生体実験の材料にされながら生き続けているしぶとい「丸太」である。


　このように頑健な「丸太」が現われたのには理由がある。


　第七三一部隊はペスト菌を〝主要兵器〟と定め大量増産をおこなっていた。ところが、培養器で大量培養すると菌の毒性は弱化する性質を持っている。培養してもなお強烈な毒性を失わないペスト菌を製造するためには、より毒性の高い菌株を得なければならない。


　このため高橋班員らは、「丸太」に次から次へとペスト菌を〝移注〟する方法を考えついた。「丸太」Ａに生菌を注射すると、確実にペストに罹って死ぬ。しかし、人間の体内では死の直前まで血液、リンパ液の中に生じる抗体とペスト菌の間にはげしい闘争が展開される。


　抗体との闘争に打ちかったペスト菌は毒性がその分だけ強くなっている。そこで「丸太」Ａの血清をさらに「丸太」Ｂへ注射する。侵入してきたより毒性の高いペスト菌と「丸太」Ｂの抗体が闘争し、さらにより強い菌が生じる。それをさらに「丸太」Ｃへと、強力な毒性を鍛え上げるための、毒の架橋がおこなわれる。


　高橋班はこうした方法を用い、より強く、より凶悪なペスト菌を製造していった。ところが、この過程で血清注射による人間の抗体もまた強くなっていく。ペスト菌を注射され、一度は重態に陥るものの、中には珍しく生き残る「丸太」もいたという。ペスト菌だけではない。他の細菌にたいしても同様の免疫性を獲得した「丸太」が現われた。


　防疫研究上、〝価値〟の高い「丸太」ではあったが、古顔を生かしておいてはあとからあとへと送りこまれてくる新「丸太」を収容するスペースがない。そこで〝間引き〟には即死の方法が取られた。


　生き残ったしぶとい「丸太」を、特別班員が独房から特別処置室へ連れ出す。すでに被実験体としての場数を踏んでいる「丸太」が、警戒して室から出たがらないのを、「お前は釈放されることになったので、予防のためワクチンを射つ」などとおためごかしをいって、引っ張り出すのである。「丸太」の傍らには拳銃を吊った特別班員がいた。


　「特別処置室に連れこんだマルタの手首に、クロロフォルム二十ccを入れた注射器の針をぶすりと突き立てる……一秒もかからぬうちにマルタははげしくあえぎ、目を白黒させ、呼吸困難となり、鳥肌を立てながら絶命した……こうした間引きは多いときで月に二十体ぐらいはおこなわれた……一度死線をさまよったあげく助かったマルタを、今度は確実に殺しちまうんだから、ひどい話だよ」


　元隊員の一人は、〝間引き〟の模様をこう回想した。





　生体の出前迅速にいたします

　特設監獄の端に浴室があった。「丸太」専用の浴室である。入浴は週一度を原則としていたが、「丸太」に課せられた実験目的によって、さらにひんぱんな入浴機会が与えられることもあった。


　入浴のときだけは多くの「丸太」の手錠がはずされ、武装した特別班員の監視の下に、数人ずつのグループ単位に裸になった。


　監獄には女「丸太」も収容されていた。元隊員たちの話によれば、その中の一人は、有名な中国軍閥のボスに侍はべっていた愛人であった。


　女「丸太」の入浴も同様に特別班員の視線にさらされた。若い彼女たちの入浴を〝監視〟することは、特別班員らの淫靡な楽しみの一つだったという。





　「丸太」を入浴させる第一目的は、健康な実験体を得るためであった。入浴の終わったロシア人「丸太」にはかなり上等の黒パンや肉入りスープが、中国人「丸太」にはふかふかした肉まんじゅうを主体とした夕食が与えられた。そして熟睡させるため、夜の九時には消灯時間となった。


　翌朝、各研究室からの〝出張員〟が、特別班員に伴われて、独房一つひとつを見て回った。実験材料を予約リザーブするためである。なにやら張り店の遊女の品定めめいているが、格子の中にいるのは「丸太」なのである。


　関係者が一致して証言するところでは、「丸太」の内訳は中国人が七割、ロシア人が三割、中には朝鮮人やモンゴル人も含まれ、年齢は二十代─三十代が圧倒的で、四十代が最年長、五十代の「丸太」は一人もいなかったという。


　覗き窓から、入ったばかりの「丸太」を見て歩きながら、


　「あの背の高いのをもらおうか……それと二番目の房に入っていた赤ら顔の肥ったのもいいな」


　「×××番と〇〇〇番ですね、了解しました」
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　などという〝品定め〟の会話が、研究室からの出張者と特別班員の間に交わされた。「丸太」を殺すに当たっての品評と選別である。


　ときには、この種の〝品定め〟すら省略されることがあった。電話一本で「どんな体型でもよし、健康なマルタを適当にみつくろって二十くれ」と各研究室からの注文がきた。


　こうした悪魔の発注をおこなったのが軍人ではなく軍属だったところに、第七三一部隊の特徴がある。各研究室からの〝出張者〟は全員が、軍属の身分の医学者であり研究者であり、その助手であった。


　部隊には図書室があり、多数の医学書が置かれてあった。『故慶応義塾大学教授医学博士岡嶋敬治著　同医学博士谷口虎年改訂　解剖学』（吐鳳堂発行）、『病理解剖術式』（陸軍省医務局内　陸軍軍医団発行）、『西成甫　鈴木重武著　改訂人体解剖学』（岩波書店発行）などの医学書には、いずれも「石井部隊圖書」と楕円形の青紫色スタンプが押され、隊員らの利用に供されていた。


　部隊では多数の医学者が、医学の名において健康な人間を選別し、生体実験の材料として生活消費財のように消費していった。「あいつらはどうせ死刑になる身だ。おなじ死ぬのなら人類のお役に立って死ね」という論理が、七三一医学者の間にまかり通っていたという。





　「丸太」銘々伝

　特設監獄に収容された「丸太」を生体実験材料として使用するためには一連の手続きが必要とされた。


　まず第一部各研究班において研究テーマが決定すると班長（高等官）から判任官クラスの軍属に「マルタ仕入れ」の命令が下される。


　受領の際は、口頭ではなく、書類が必要であった。書類には、研究課目、使用「丸太」本数等必要事項を記入し、まず資材部長の認め印を受けた後、副官（衛生中尉）室へ行き、書類を提出し、隊長の許可印をもらい、これを特別班に差し出して必要「丸太」員数（本数）を（第〇〇号より第〇〇号まで）受領する。


　受領した「丸太」は既往症およびこれまで実施された実験を入念にチェックされると同時に、厳重な健康診断を施される。


　これらの検査は技手および下士官の仕事であった。「丸太」十人（本）以上使用するのは安達の野外実験であり、普通屋内実験は三人─五人であった。


　以上の受領手続きを経た後、実験が開始された。


　「実験結果は正確で科学的な客観性をもっていなければならない。従って健康なマルタが必要だった。しかしいつも望む通りの純品の実験材料が手に入るとはかぎらない。そこで各研究班は水増し申告をした。受領マルタの中に病弱なのがいた場合は実験台としては使用したが、データとしてははねた」


　と元隊員は証言している。


　「丸太」の中に十八歳ぐらいの歌舞伎役者にも見まがう美少年がいた。「丸太」の中に殺すには惜しい美少年がいるという噂が全隊に広がりこの少年の割り当てを各班共、「病弱」ということにして避けた。元隊員の記憶ではこの少年は七三一の撤退時まで生存していたそうである。


　四肢頑丈な「丸太」は採血源とされた。「丸太」は特設監獄二階の処置室に足枷をはめたまま引き出される。丸太は観念しておおむね抵抗することなく従順に手術台に横たわった。その腕に採血針を刺し込み無理矢理に四百ccの血を抜き取る。肥った「丸太」でも一回四百ccの採血はこたえる。貧血症状になってしばらく立ち上がれない「丸太」もいた。


　中には抵抗する「丸太」もいて、これを特別班員が殴りつけて採血を強行したこともあるそうである。採取された血液は異型血液の輸血実験に使用されたこともあるという。


　昭和十七年の秋、７棟監獄二階に在監二年という古強者の「丸太」がいた。これは「二日に三本」といわれる激しい「丸太」消費量の中で驚異的な〝最長不倒期間〟である。彼の管理ナンバーは九〇九号であった。年齢三十代半ば、身長一メートル七十五、日英露の三か国語を操る中国人であった。七三一へ連れ込まれる以前はソ満国境で警官をしていたと本人は言っていた。


　「日本語を解する九〇九号は特別班員と囚人の間を取りもつ通訳をつとめ、特別班は彼をマルタの統率役として重宝がっていたようだ。語学の才能が九〇九号を二年も生かしておいたのではないか」元隊員Ｓ・Ｔ氏の証言である。


　七三一において「丸太」は人間とはみなされていなかった。モルモットやノミと同じ実験材料にすぎなかったから、囚人と隊員の間に人間的交流の生じることはなかった。「丸太」の猛烈な消費ペースからも「丸太」の顔を憶える余裕すらなかった。


　だが九〇九号のような〝牢名主〟になると、さすがに特別班員や各班研究員の間にその存在を知られるようになる。いかに実験材料といえども、殴りつけて実験を強制するよりも牢名主がいて房内を取りまとめてくれたほうが諸事円滑に進む。九〇九号は頭の鋭敏な判断力に優れた男であった。彼は自分が助かりたいために必ずしも日本人に阿おもねったのではないようである。どうせ助からない「丸太」であるならせめて在監の間、獄中の生活環境をよくしようと「丸太」の利益を代表して食物や待遇改善の要求を出したりした。こんな九〇九号であったから、囚人たちの衆望を集めた。九〇九号が一声かけるだけで採血、脈拍検査、検温などがスムーズに行なえる。隊員も九〇九号には一目おくようになる。ビーカーに薬用アルコールを浸した脱脂綿を酒代わりに看守の目を盗んで九〇九号に差入れた者もいたという。


　あるとき顔見知りの隊員を呼び止め、「あなたは任官のための試験勉強をしているそうですね」と声をかけて隊員を驚かせたこともあった。身体の自由を拘束されながらも語学を武器にして房内に出入りする隊員たちから情報を蒐集しているのであった。


　どんな絶望的環境に閉じこめられても決してあきらめない、単に人間ができているというだけではなく、不屈の信念が九〇九号を支えていたのではなかったのか。だが彼にも遂に「丸太」としての運命に終止符を打つときがきた。


　一九四二年仲秋節の近いころ、九〇九号を赤痢研究を担当する秋貞班が受領した。秋貞班長は元満州医科大学教授で北野政次の部下であった。赤痢研究の専門班は江島班であったが、一九三九年ごろから江島班長がいなくなり、コレラ研究班の湊班長が兼任していたものを、北野部隊長が秋貞教授を引っ張って来て班長不在の赤痢研究班のキャップに据えたのである。


　一九四二年経理の不正問題が発覚して部隊長が石井から北野へ交代したとき、北野は数人の腹心を七三一へ引き連れて来た。その中の一人が秋貞であった。


　九〇九号の運命の行方を追う前に、秋貞班の赤痢菌による生体実験の内容を判明しているかぎり記述しておこう。


　第七三一部隊が実施した各種伝染病の生体実験の中、赤痢菌実験は比較的長期のサイクルを必要とした。


　秋貞新任班長を迎えた班では、当時現制ワクチンに対して明みよう礬ばん変性毒素トキソイド（明礬で毒力を薄めた新型の赤痢治療用ワクチン）の開発に励んでいた。試作したワクチンの有効性を正確に検しらべるためには重症の赤痢患者が必要である。そのために赤痢患者を急きゆう遽きよ〝製造〟することとなった。臨床例は多いほどデータの信憑性が増す。秋貞班は八人（本）以上の「丸太」を用いて赤痢患者を製造した。赤痢生体実験の手順は次のようなものである。第一に、実験開始に先立つ「丸太」の〝調整〟。次いで健康な「丸太」（純品）に予防接種を一回─三回実施→生菌投与→発病→試作ワクチン実験→死亡→解剖→標本作製である。この全経過を通して個体差によるデータの狂いをできるだけ少なくしなければならない。


　そのために秋貞班員は「受領マルタ」を同房に集め、栄養たっぷりの同じ食事をあたえた。これが手順第一番の〝調整〟である。


　一九四二年秋に実施された秋貞班の赤痢実験に何人（本）の「丸太」が使用されたか明らかではない。その中に九〇九号が入っていた。





　「丸太」は等質な実験材料に〝調整〟されるまで栄養十分な給食と健康管理の下に二─三週間おかれた。毎日の健康調査は念入りで、頭重、眩暈、食欲、便通、脈拍のデータが主として本人の申告にもとづいてカルテに記入される。


　赤痢は、赤痢菌の経口感染により大腸粘膜を患おかされる伝染病であるから、消化器官に及ぼす影響が重視される。便通の有無、状態のチェックは特に慎重詳細であった。「丸太」の調整が終ると、実験開始にあたり、秋貞班は「丸太」に赤痢の予防接種を行なった。赤痢菌は国際と日本の分類によって呼称が異なるが、日本学術振興会による分類に従えば、志賀菌１型─７型、フレキシナー菌１型─６型、Ｘ型、Ｙ型、ボイド菌１型─７型、ゾンネ菌などがある。


　予防接種にはこれらの菌を人工的に弱毒化した予防接種液が用いられた。一九三〇年代に使用されていた陸軍軍医団「防疫学教程」に当時の予防接種液の製造過程が記述されている。それによると生理的食塩水や石炭酸を加えて処理した弱毒化された変性毒素トキソイドであったようである。


　被実験「丸太」すべてに対して予防接種が行なわれるわけではなかった。例えば十人（本）の「丸太」が使用される場合、二人〇回‥四人一回‥四人二回の割合で予防接種が実施される。


　予防接種後、「丸太」の個体別に、また時により、腹鳴、腹痛、下痢、発熱、悪寒、頭痛等の副作用を発することがあった。そのような場合、秋貞班は、発症「丸太」が常態に復するのを待った。おおむね四、五日で副作用は消えた。


　こうした実験前段階のある日、九〇九号が顔見知りの秋貞班員に声をかけた。


　「大人ターレンいろいろおせわになりましたので、これを奥さんにあげてください」


　差し出された九〇九号の手にはいつどのようにしてつくり上げたのか一足の女物支那靴があった。布地を張り合わせただけの簡素な女靴であったが、足の甲に当たる部分に唐草模様の彩色が施されてあった。


　「房内のマルタは、こうした細工物が得意で飯を残して糊をつくり、布地は平常繕い物を命じられている女マルタが端布を秘密の物品移動ルートを通して各房に〝配給〟していたようだ。私は九〇九号の手からどぎまぎしながら女靴を受け取り、籠の中に隠して特別班に見つからないように宿舎へ持ち返った」


　元秋貞班員は回想した。九〇九号は日常、班員にこんなことを訴えていた。


　「私はスパイと判定されてここへ連れて来られました。しかし私は無罪です。私には十歳の娘がいます。突然、私が姿を消したのでさぞ心配しているでしょう。早く家に帰りたい。実は毎年仲秋節には娘と一緒に過ごすことにしているのです」


　九〇九号の言葉が真か噓かわからなかったが、一度七三一に収監されたが最後、生きてそこから出て行けないことだけは確かであった。九〇九号は自分の運命を悟ってそんなことを言っていたのか、いまとなっては当人の胸に探るすべもない。


　赤痢の予防接種一週間後、七三一で培養した強力な赤痢生菌が投与される。二─三日潜伏期間を経て、激烈な腹痛、下痢、発熱、転帰（病気が進行した結果の死亡。七三一では「丸太」の死をこのように呼んだ。〝材木〟が死んで人間の死体に還元したということか）が待っている。


　〝その日〟がきた。秋貞班員は九〇九号の房内へ赴くと、まず黄色の液体が入った二十cc入りのコップを渡した。コップの中の黄色液体は豚や牛の胆汁である。豚や牛の胆汁をなぜ飲ますのか。


　秋貞班ではあらゆる種類の赤痢菌株を累代培養していた。それらの菌株は、阪大株、満大株、ＳＫ株、異型菌株などに分類されていた。各菌株は培養条件や放置日数に応じて毒力が増ぞう悪あくあるいは減衰する。秋貞班は赤痢菌の特性をつぶさに研究し、毒力を長期にわたって維持させる方法を開発していた。強毒力の生菌をそのまま「丸太」にあたえても吸収され難く発病効率が低下し実験の主役たる主変量（丸太）と要因（赤痢菌）との関係を見るために支障をきたす。


　それを防ぐために実験に先立ち、胃腸の消化吸収力を促す豚や牛の胆汁をあたえたのである。赤痢菌の吸収を促進させるための、「悪魔の食前酒」というべきか。


　〝食前酒〟を飲ませた後、秋貞班員は特別班員二名を従えて九〇九号と約十五分間雑談を交わした。死出の旅路に立つ人と別れの言葉を交わしたのではない。


　「胆汁を飲ませた後目を放すと、必ずマルタはのどに指を入れて飲んだものを吐き出してしまう。マルタの間には実験を失敗に終らせ生き残るための知恵が多数の経験によって蓄積され、承継されていた。胆汁を吐かれると、実験データが狂ってしまう。そこで、胆汁を無理に吸収させるために、時間を計りながら雑談をしているのだ。胆汁は苦くて飲み難く、マルタは顔をしかめて飲んだ」


　と元秋貞班員は証言する。たとえ胆汁が甘くおいしい飲み物であったとしても、「丸太」にとって顔をしかめずには飲めなかったであろう。秋貞班員はそのときどんな話題を語ったのか。Ｓ・Ｔ氏の記憶には残っていないようである。


　十五分経過して、ガラス製の小さな容器が渡された。中にはブィヨン（細菌培養に用いる栄養液）で薄めた赤痢生菌が入っていた。元隊員によると「生菌は精液ザーメンと似通ったにおいがした」そうである。


　九〇九号は生菌入り容器をじっと見つめて「死ぬのか」と一言つぶやいた。どんなに死を恐れた「丸太」でも、生菌入容器を出されると、死を覚悟して潔く中味を飲み干したそうである。翌日から九〇九号を激烈な腹痛と下痢が襲った。〝食前酒〟の効果は覿てき面めんで生菌経口投与から二十四時間以内に被実験「丸太」は発病した。


　九〇九号の便は、軟便から水様、粘血便となった。丸一日おいて投与した新型ワクチンは効果を現わさず九〇九号は激しい下痢のため水分が欠乏し、膿血便を出すようになった。房内に用意したアルマイト製シャーレに膿血便がたまり悪臭を放った。秋貞班員が血便で満杯のシャーレを網籠に入れて研究室へ運んだ。発病後三日にして九〇九号は衰弱しきって〝転帰〟した。


　「死体は硬直の始まらないうちに石川班へ送られました。腹を割いたとき、九〇九号の死体から湯気が立ちました」


　「九〇九号からもらった女靴は、宿舎に持ち返ってから、だれにも見られないように焼き捨てました。あとからおもえば靴の中になにか通信文が隠してあったかもしれない。うっかり満人にやったりしたら七三一の秘密が部外に洩れ、大変な事態を招いたかもしれません。しかし、あの聡明な、人間の練れた九〇九号は形見のつもりで、万感のおもいをこめて私に女靴を託したのだろうと思うと、いまでも胸の奥が疼うずきます」


　「しかし九〇九号が赤痢菌で死んだのは、こんなことを言うと残酷かもしれないが、まだましだったとおもいます。なまじ実験に耐えて生き残ったりすると、凍傷実験や毒ガス実験に回されて二重三重に苦しまなければならない」


　「丸太」にとって生き残るということは実験の回数と期間が多く長くなるだけで、最後には必ず〝転帰〟が待っているのである。


　証言した元秋貞班員は戦後三十七年間一度も九〇九号の最期を忘れることができなかったと言って目をうるませた。


　「仲秋の名月が近づくと、毎年九〇九号の夢を見てうなされるのです。夢の中で九〇九号に許しを乞いながら布団が汗でびっしょり濡れているのです」


　当時十歳だったという九〇九号の娘は、ある日突然姿を消してしまった父親の帰りをさぞ待ちわびていたことだろう。仲秋節を必ず父親と一緒に過ごしたという九〇九号の娘は父がいなくなってから、仲秋節の月をどんな気持で眺めたことか。あるいは九〇九号が元秋貞班員に託した女靴は娘に届けよという祈りをこめた形見であったかもしれない。




第四章　七三一はなぜ「悪魔」なのか
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　ここで『悪魔の飽食』のタイトルについて記述しておきたい。お国のために、お国の命令でやったことに対して「悪魔」とはなにごとかという元隊員からの批判もあった。悪魔は、軍国主義の罪業と悪を象徴した抽象的タイトルである。七三一の所業は侵略軍として行なわれたことである。


　七三一部隊は侵略と密接な関係をもっている。つまり、侵略を抜きにしては七三一の悪魔性を説き明かすことはできない。


　まず侵略というものの性格を考えてみたい。これは侵略の一般的考察であり、日本軍の侵略だけに限定していない。


　いかなる軍隊も侵略軍となったときは悪魔の使者となる。集団虐殺、略奪、暴行、強ごう姦かん、放火等、ありとあらゆる悪逆無道が戦争によって他国の領土に強制された無法状態の中で集中的に犯される。しかもそれを犯す兵士たちは、平時の自国ではおおむね平凡な市民である。家族を愛し、社会から分担された仕事を受け持ち、責任と常識を弁わきまえた善良なる小市民が一ひと度たび武器を握って侵略軍の兵士となるとき、悪鬼羅ら刹せつとなってしまう。


　侵略軍によって犯される非道は、明らかに自衛のためのものではない。敵をやらなければ自分がやられるという性格ではない。勝者の余裕と傲おごりの上に立って、戦略、戦術上ほとんど意味のない非道の鉾ほこを振るう。鉾先にかけられるのは、他国の戦闘員のみならず非戦闘員、無む辜この市民たちである。戦争による最も大きな犠牲者は、戦争には直接関係のない市民たちなのである。彼らは抵抗するすべをもたず、燎りよう原げんの火のごとき侵略のローラーにおもうがままに蹂じゆう躙りんされる。


　侵略戦争の目的は、他国の富や資源を武力によって強奪し、自国の版はん図とを拡大することにある。どの国も侵略を意図するとき、侵略を旗印にしない。「自衛反撃」「積極防衛」、あるいは「自国を盟主とした共栄圏の平和確立」などという戦争を正当化するための旗印を用いる。


　武力による無法を他国や他民族に強制しているのにもかかわらず、その戦争を正当化するために（本来、戦争にそんな必要はまったくない）詭き弁べんを用いるところに、人間の滑こつ稽けいな愚かしさがある。動物は決してそんな詭弁を用いず、戦いの目的をはっきりさせる。


　ところが侵略戦争の遂行の過程では、戦いの目的自体が忘れられる。焼きつくし、破壊しつくし、殺しつくした後の草一本残らぬ焦土に、侵略者はいったい何を求めるのか。侵略戦争における非人間性は、戦争目的すら忘れられた愚かしさに裏打ちされている。


　戦争によって他国の侵略をうけた経験のある国や民族すら、一度侵略者となって他国へ侵入すると、かつて自らが被こうむったと同様の、いやそれ以上の非道を犯す。そこには被侵略者として学んだはずの教訓は一片も生かされていない。


　かつて被った自国の被虐体験に報復するように同一パターンの侵略の轍てつを飽くことなく踏む。


　侵略戦争の歴史を見るとき、民族性や国民性はあまり関係ないようである。それの反省の有無と教訓の引出し方に民族性が現われる。侵略戦争には、程度の差はあっても兵士を共通の狂気に陥れる麻薬が仕掛けられてある。平時は善良なる小市民をして集団発狂せしめる恐るべき〝魔薬〟というべきである。その魔薬は、戦争目的をすら忘れさせ、戦争によってつくりだされた「無法の自由」下において、平時では絶対に許されない悪逆無道を楽しませる作用がある。


　侵略戦争における人間にもあるまじき非道は、軍が面白半分に行なったといってもさしつかえない。つまり〝娯楽のための非道〟なのである。明日に希望のない兵士たちによる荒すさんだ娯楽である。この非人道を動物的と形容することがあるが、動物には娯楽のための戦いは決してない。





　七三一部隊における医学にとって不必要な（医学的にすでに判明している）「丸太」対象の面白半分の実験は、侵略軍としての性格をよく現わしている。侵略軍でなければこのような特殊軍事施設を他国の領土の中に絶対につくらない。


　侵略軍としての悪魔性がその中においてすら極秘の存在として隔離され、閉鎖され、医学への貢献という大義名分の下に助長されたといってよい。つまり七三一の悪魔性は侵略軍の中でさらにカプセルに包まれたものなのである。


　侵略戦争における娯楽的要素は、侵略者による殺人、強姦、略奪等がおおむね無抵抗の捕虜や市民に加えられるところをみても証明されている。それはその戦いが正義や〝解放〟とはほど遠い所で遂行されていることの如実な実証である。


　侵略者が侵略の痕跡を隠したがるのは、侵略の罪悪性を承知しているからであり、戦争における自国の被害の歴史のみ強調し、加害の事実はできるだけ隠いん蔽ぺいしようとする。


　だが戦争は、侵略であれ、防衛であれ、かならず被害と加害の両面をもつ。


　自国が他国に対して犯した加害を記録しようとするとき、かならず立ちはだかるのは、「自国の恥を世界に晒さらすな」という国の名誉擁護論と、「自国だけが犯したわけではない、戦争になればどの国でも同じような非道を犯す」という反論である。


　だが明らかな「侵略」を「進出」と強弁し、かつて国が犯した過ちを糊こ塗としようとする態度と、過去の過ちを率直に認め、二度と同じ過ちを繰り返すまじとする姿勢と、どちらがフェアであるか、論を俟またない。


　また戦争下の非道は自国だけではないとする反論も、どちらがその戦争を仕掛けたかによって非道の性質が異なってくる。侵略者の加えた残酷と、侵略者から自国を守るために反撃した残酷では異なる。後者が行なう残酷は、前者が仕掛けなければ本来存在しないものなのである。


　その戦争が侵略か防衛か明確に見分けるべき基準がある。


　一、戦場が彼我どちらの国になっているか。


　二、一単位の戦闘の勝敗が決した後、残酷行為が勝者によって行なわれる。


　三、戦闘員以外の一般市民が殺傷される。


　四、戦闘員同士による戦闘にはない、市民に対する略奪、強姦が行なわれる。


　五、戦略、戦術上必要のない、面白半分の非道が行なわれる。


　六、交戦中の敵に対して用いられるべき兵器が、本来の用途以外に用いられる。たとえば軍刀の試ためし斬ぎりなど。


　おおむね以上であるが、特に一と二が顕著な特徴である。戦場にされている国がまぎれもなく被侵略国である。侵略された国が反撃して侵略を押し返し、逆に彼かの国に攻め込んだとき、攻守たちまち所をかえ、被侵略者は侵略者となる。この場合、報復心が強く働くので、その残酷性はいっそう増幅される。


　戦争とは本来、残酷なものであり、人間の愚かさ（動物にはない、むしろ非動物的な）が集約されている。いまや核兵器を保持した人類が次なる大戦によって彼我双方とも生き残れないことをよく知りながらも、核兵力の増強に狂奔している事実にその愚かさが象徴されている。


　だが戦争には、彼我砲火を交える戦闘における殺傷という了解がある。捕虜は「戦争をやめた者」として国際法（ジュネーブ条約）によって人道的な取り扱いが保障されることになっている。戦争においても最小限の人道性がルールとして守られなければならないのである。侵略においては、そのルールが守られない。意識的に無視される。


　本来の戦闘以外のときに、無抵抗の人間に武器が用いられる。


　戦争の美化は戦場のルールから発する。勝つために手段を選ばない戦争の本質を糊塗して、スポーツにおける〝名勝負〟のような錯覚を戦争に持ち込む。


　だが侵略戦争は、戦争の正体をあます所なく露呈し、つまるところ、戦争にはルールなどないのだという事実をおもい知らせてくれる。


　戦争──人間同士の──における人間として守らなければならない最小限のルールすら守られないのが、侵略戦争の実態である。実録の証言者は、いまはいずれもごく普通の善良なる小市民として法と秩序を守ってつつましく暮らしている。この同じ人物が本実録で語られるような非道を犯したとはとうてい信じられない。証言者は戦争の中で犯した過ちを告白することによって、犠牲となった人々に謝罪し、二度とこの非道を繰り返すまじとの誓いを胸に刻んだ。


　懺ざん悔げして償われるべき罪ではないだろうが、この証言には市民がいったん戦争という狂気に取り憑つかれたときの恐ろしさを、自らの体験を勇気をもって告白することによって戦争を知らざる次代に伝え、新たな戦争の抑止力としたいとする悲願がこめられている。


　この地球という美しい惑星に生まれ合わせた私たちは、なぜ戦争をして殺し合わなければならないのか。戦争のルールが守られようと守られまいと、戦争は人類の英知を否定するものである。


　戦争は畢ひつ竟きよう、偏狭で独善的な民族主義から発する。自分の国と民族さえ居心地よく暮らせれば他の国などどうなってもいいという発想である。


　国を愛する根底には、国家に所属することによって守られ発展されるであろう個人と家族の幸福がある。個人の幸福を破壊するような国家であれば、所属したくないとおもうのが人情であろう。米国やソ連のような多民族による複合国家の場合は民族主義を支える民族の純血もあまり意味がなくなる。


　だが戦争は、個人の幸福を破壊しても、国（の独善性）を守るために行なわれる。目的が取りちがえられ、国を守るという大義名分の下に国民は自己の生命を喜んで捧げる。捧げる人たちは彼らの所属する国からまだ大した恵沢をうけていない若い人たちであり、戦争の勝敗にかかわらず、彼らを失った悲しみを深く長く遺族の胸に刻みつける。


　個人にとってかけ替えのない人物を失って得られた国の利益とは何か。守られた国家の名誉とは何なのか。国の独善性のために個人の生命と幸福が犠牲にされたのでは、犠牲者は浮かばれない。


　大国の奴隷となった小国の人間に個人としての人格や名誉は認められないであろう。だが小国の国民が大国の隷属から脱出し民族の自由と独立をかち取るための戦いに身を挺ていしたとしても、戦いの目的を達成した後は、国の独善性を遺憾なく発揮するようになる。国家の独善性と、国民の幸福と利益はかならずしも一致しない。日本の軍事立国ファシズムを顧みるとき、それはむしろ国民の犠牲の上に成り立っていた。「国のため」という名分の下に、個人のあらゆる利益が圧殺されて当然という価値観の顚てん倒とうを産んだ。


　私は侵略戦争の実相を避けることなく直視することによって戦争の旗印として使われる「国のため」という意味を改めて問い直してみたい。個人あっての国なのか、国あっての個人なのか。


　私は日本という国が大好きである。オリンピックで日の丸が翻ると、胸が熱くなる。だが同じ日の丸が侵略の旗として使われた事実も忘れてはならない。自分の国を愛するということと、国の独善性を維持促進するために戦うこととは別である。防衛のための戦いすら、侵略との境界が曖昧であり、国の独善性から免れられない。


　だが国民が「国のために」戦うとき、その両者が混同される。侵略戦争の場合は、戦争目的すら国民に知らされない。本当は何のために戦っているのか知らされないまま、多くの国民の生命が失われるのである。


　まぎれもない侵略を「進出」という言葉に置き換えて、歴史的事実を糊塗しようとする発想にも国家の独善性がある。自国にとって都合の悪い事実はすべて隠したがる心底に、黒を白と言いくるめ、かつて国が犯した過誤を認めず、同じことを繰り返す危険性が潜んでいる。その危険性こそ、戦争の根源なのである。





　だが祖国の（軍国主義が）犯した過ちを明らかにすることは痛みを伴う。その痛みに耐えても私たちはそれを次代に語り伝えなければならない。記憶の風化に伴い先人が貴い犠牲によって学んだはずの教訓が忘れられていく。


　なぜいま七三一なのか。それは戦後三十数年して、ようやく戦争の傷痕が風化しかけてきていることと、元隊員たちの口にかけられた固い閂かんぬきが解けかけてきたからである。「いまから十年早くても守秘命令が生きていて語れない。十年遅ければ元隊員たちはおおかた故人になってしまうだろう。だからいまなのだ」と取材に協力してくれた隊員の一人は言った。


　私たちは本書を読むとき、内容の残酷外道に目を背けることなく、むしろそれこそ人間に潜む恐るべき本性であり、平時の人間が法律と秩序と理性によって辛うじてその本性に轡くつわをかけられているとおもわざるを得ない。その轡くつわの重さに人間の英知がある。私たちは本実録で語られる戦せん慄りつ的な証言に、これが同じ人間の所業かと驚き疑う前に、それが今日真しん摯しな反省をもって語られた事実と、いま編成新たに復刊し得た素地となっている言論と表現の自由を重くみなければならない。


　国の犯した過誤が粉飾なく語り伝えられることは民主主義が健在である証拠である。平和と民主主義は、人間の恐ろしい本性にかけられた脆もろい轡である。私たちは本実録によってその轡の脆さと、それゆえに轡を維持強化するための努力を片時たりとも怠ってはならないことを自覚すべきだとおもう。




第五章　人間への跳躍──「丸太」の暴動




　不屈の独房

　特設監獄の裏廊下に面する壁が、厚さ四十センチもある分厚さを持っていたことは述べた。頑丈な構造の壁には理由があった。壁の中を太いパイプが走り、パイプから各室に換気孔が通じていたのである。


　独房には、窓が二つしかなかった。一つは独房の表回廊に面した覗き窓である。この小窓は大人の胸先ほどの高さにあり、「丸太」の監視、観察、毎日の脈拍測定などに使用された。


　あと一つの窓は裏回廊に面した切窓である。縦十センチ×横二十センチほどの切窓は、壁の下方、大人の膝ひざ頭がしらの高さにあった。この切窓は主として毎日の食事差し入れ口に使用された。


　いずれも小さな窓である。そのため夏季には「丸太」に湿疹が発生したり、換気が悪いところから冬場には感冒が流行したりして実験材料に瑕か疵しを生じる。これを防止するための換気装置であった。


　また、換気装置は同時に収容「丸太」を能率的に皆殺しにするための性能を兼ねていた。壁の中を走っている換気孔の一方のバルブを閉め、一方から毒ガスを送りこめば、十数秒の間に毒ガスが通風孔を伝って各独房内に達する仕掛けである。


　毒ガス注入管でもあった換気装置が、「丸太」全員虐殺のため作動したことは少なくとも一度ある。それは一九四五年（昭和二十年）六月初旬の「丸太」暴動に際してである。


　ところで、元隊員たちの証言によれば、特設監獄には、特別班員にとって不可解な不思議があった。それは各独房相互を連絡していた通信輸送網である。


　七三一隊員にとっては、「丸太」は番号はあっても氏名を持たない、単なる実験材料にすぎなかった。


　一見、手足を拘束され、密閉空間に封じこめられたかにみえる「丸太」たちは、昼間は床にうずくまり看守の目を避けてエネルギーを蓄えながら、夜になると密ひそかに獄内闘争を開始した。


　独房から独房へと合図が送られ、互いの自己紹介がなされ、房内の出来事が伝えられた。


　「あるとき、頭の良さそうな中国人マルタが移送されてきた……彼が収容された事実や、彼の経歴、氏名を各房のマルタは早々と知っていたようだ。それが証拠に、しばらくして当該マルタを実験体に選び、生体実験をおこなったときに、各房マルタが全員食事をせず、暗黙の抗議をおこなったことがあった……つまりハンガーストライキというわけだ。こういうことが起こる根っこには、各房を結ぶ通信手段があるはずだ。そう考えた特別班員らは、一つの独房のマルタが死亡した際、独房の中を消毒すると同時に、房室内部を厳重に調べたが、何も発見されなかった」


　ごく短期間、特別班に所属した体験を持つ元隊員の回想である。


　こんなこともあった。チフス菌入り甘味まんじゅうを実験用に差し入れたが、各「丸太」はだれもそれに手を出さない。経験を積んだ「丸太」から「餡あん入りまんじゅうには細菌が混入されている可能性がある」と各房に通信が送られたためである。そうと考えなければ理解できない「丸太」たちの行動であった。


　さらに驚くべきことは、各独房を「物」が往来していた事実である。「物」の種類はさまざまであった。食事についた干し果物が、病気の「丸太」を救うために房から房へとリレーされて集まってきた。実験内容を記したトイレットペーパーを用いた通信文が監獄内を移動し、女「丸太」の紙こよりで作った小さな支し那な靴が、新しく入ってきた元八路軍幹部の独房へ〝見舞品〟として届けられていた。


　「特別班は当初、こうした独房内の出来事にずいぶん神経をとがらせ、元凶と思われるマルタをつぎからつぎへと実験に供し、殺したが、通信網は死ぬ直前のマルタから新入りのマルタへと受け継がれ、中断することはなかった……そのうち特別班員らも『どうせやつらはすぐに死ぬんだ、どうってことはない』とあきらめるようになったが、いくら考えても、どのようにして独房相互の連絡を取り合っていたのか今にいたるまで謎なぞだ」


　と元隊員の一人はいう。


　隔絶された独房から独房へ、密かに移動する「物」は、そのまま「丸太」たちの生きている証あかしであり、まさしく不屈の抵抗精神の証明であった。


　暴動はこうした独房内の状況の中で起こったのである。





　堀田証言の裏面

　特設監獄での「丸太」たちの暴動が、いつどのようにして発生したのかについて、これまで正確なことはほとんどわかっていない。


　ハバロフスク軍事裁判の「公判書類」を読むと、わずかに次のような叙述に出会う。


　裁判長の訊問に答えるのは第七三一部隊経理課に勤務していた堀田見習士官（証人）である。





　問　監獄ニ在ッテ実験用ニサレテイタ人々ガ、此これ等ノ実験ヲ従順ニ堪エ忍ンデイタノカ、或あるいハ囚人ガ反抗シタ事例ガアルカ？


　答　一九四五年夏、目黒（著者註・堀田証人とともに第七三一部隊の隊内教育を受けた目黒軍医を指す）ハ、彼ノ実験室ニ遊ビニ来テ呉レト私ヲ招キマシタ。私ハ、若干手間取リマシテ、其そ処こニ行キマシタ所、彼ハ何カニ非常ニ興奮シテ、何ンダカヒドク腹ヲ立テテイマシタ。私ガ何デ其ンナニ腹ヲ立テテイルノカト彼ニ尋ネタ所、彼ハ監獄ニ収容サレテイル者ガ反抗シテ来タト私ニ話シマシタ。私ハ三階ヲ通ッテ監獄ノ建物ニ行キマシタ。其ノ時、私ハ初メテ監獄ニ行ッテ見タ訳デアリマス。


　──屋根ノ上カラ小銃デ武装シタ二人ガ監獄ヲ監視シ、監獄ノ扉ノ傍ニハ同様小銃デ武装シタ四─五人ガ立ッテ居マシタ。前ノ二人モ、四─五人ノ組モ、特殊班員デアリマシタ。シカシ、此ノ頃ころ迄までニハ監獄内ハ既ニ鎮マリ返ッテイマシタ。


　此ノ事ガ有ッテ二─三日経ッテ、目黒ハ一人ノ被実験者ガ暴レ出シ、扉ノ把手デ実験者ヲ投リツケタコトヲ私ニ語リマシタ。


　「公判書類」の文中、「投リツケタ」は、「殴リツケタ」の誤植であろう。また「特殊班員」は、訳語の誤りで「特別班員」が正しい。堀田証人の証言にたいして、裁判長は反問している。


　問　此等ノ囚人ニ対シテ如何いかナル処置ヲトッタノカ？


　答　実験者ヲ殴リツケタ此ノ囚人ハ、監房カラ跳ビ出シ廊下ヲ走リ、鍵かぎヲ手ニ入レテ数監房ヲ開キ、一部ノ囚人ハ跳ビ出スコトガ出来マシタガ、其レハ、大胆ナ者ダケデアリマシタ。尚、此等ノ大胆ナ者ハ、銃殺サレマシタ。


　問　ツマリ、実験者ニ反抗シタ人々ハ銃殺サレタノダネ？　是レハ確カカ？


　答　ハイ、確カデアリマス。





　「丸太」暴動の一件に触れた堀田証人の証言はここで切れている。ハバロフスク軍事裁判の「公判書類」中、他に「丸太」暴動について述べた人間はいない。堀田証言にしたところで、友人の目黒軍医から聞いた話が中心である。堀田自身が直接目で確かめたのは、「三階ヲ通ッテ監獄ノ建物ニ」行った際、目撃した光景で、そのときにはすでに暴動は鎮圧されたのちであった。


　だが、堀田証言にはいくつかの疑問がある。彼自らが語っている「三階ヲ通ッテ監獄ノ建物ニ行キマシタ」のくだりが一例である。


　「丸太」が収容されていた特設監獄７棟、８棟はそれ自体、ロ号棟の中庭に建てられた、独立した建造物であった。どこかの建物を通って監獄に至るなどということは不可能である。あるいは堀田証人は「本館三階屋上に上がって、中庭の監獄を見た」といったのが、誤訳されたのかもしれない。


　堀田証言に隠された疑問は、他にも次のようなものがある。


　①堀田見習士官は、小銃で武装し、監獄を監視していた人間が「特別班員」であると、どうしてわかったのか？　彼はこの日初めて監獄を見た隊員である。


　②監獄内が鎮まり返っていたのに監獄がものものしい監視下にあったのはなぜか。堀田見習士官は、そこでもっと別の光景を見たのではなかったか？


　③「丸太」が暴れ出し、「扉の把手で実験者を殴りつけた」というが、「丸太」は全員手錠をはめていたのではなかったか？　あるいは「丸太」の手錠は外れていたのか。


　④「実験者を殴りつけたこの囚人」は、ロシア人か中国人か？　堀田証言は囚人の国籍をわざとぼかしている疑いがある。


　⑤「丸太」が、「監房から跳び出し廊下を走り、鍵を手に入れて数監房を開き……」。「鍵」は廊下を走ったどの場所に在ったのか？


　⑥反乱を起こした「丸太」だけが銃殺されたのか？　いや、殺害方法ははたして銃殺だったのか。


　だが、本実録執筆をきっかけとして、当時反乱鎮圧に参加し、その状況をつぶさに目撃した複数の元隊員が現われた。





　地獄部屋のマスター・キー

　それが一九四五年（昭和二十年）六月上旬の、「晴れた日の午前中だった」という他は、「丸太」反乱の正確な日時はわからない。


　六月といえば日本では梅雨の季節だが、中国東北部では初夏である。


　関係者の話を総合すると、暴動は次のように始まった。


　午前八時三十分から始まる構内での各部ごと全員集合、点呼朝礼のあと、二千数百人の隊員たちが、それぞれの持ち場に散り、仕事にとりかかってしばらくしたころ。──


　特設監獄７棟二階独房の左端一室で、一人のロシア人「丸太」が身体の変調を訴え始めた。その独房には、ロシア人二人が収容されており、片方の「丸太」が「同室の男の様子が変だ」と看守を呼んだのである。


　七三一隊員にとっては、生体実験が日常の業務である。そのため「丸太」の身体の異常には敏感な反応をしめす。実験データ採集上、異常は漏らさず記録されなければならない。「丸太」の訴えを捨て置くことはできなかった。


　あとから思えば、このときの「身体変調の訴え」はおかしなことであった。なぜなら、訴えの出た独房のロシア人「丸太」二人には、何の生体実験も施されてはいなかったからである。


　だが、健康で完全な被実験体を常時確保しておくことは特別班の重要任務である。７棟を巡回していた特別班員一人が、訴えの出た左端独房に向かった。
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　独房正面ののぞき窓からみると、たしかに一人のロシア人「丸太」が木床の上に横になり、手錠のまま胸のあたりを押さえ、うめき声を上げている。その横で室友ルームメイトのロシア人「丸太」が、心配そうに声を掛けながら、手錠姿で見守っていた。特別班員から見て特設監獄内では何百回、いや何千回となく繰り返されてきた見なれた光景であった。


　特別班員はさして怪しみもせず、いつものように軽い気持ちで独房出入口の鉄扉鍵穴に鍵を差しこみ鉄扉を開けた。


　特設監獄における各独房の錠前は、すべて同一構造に設計されていた。


　二日に三体という猛烈なペースで「丸太」を消費し（解剖のペースとは別）、補充する特設監獄である。錠前を独房ごとに違えていたのでは、「丸太」出し入れのつどいちいち適合する鍵を探すための手間が掛かる。これでは非能率である。そのため、特設監獄は、一本の鍵でどの独房の鉄扉でも開閉できるマスター・キー方式がとられていた。


　すでに実験日程に組みこまれている「丸太」が病気にでもなれば、各研究室の予定は狂う。鉄扉を開けたまま、特別班員は呻しん吟ぎんしている「丸太」に歩み寄った。


　そのとき、変事が起こった。苦しんでいたはずのロシア人「丸太」が、バネのように跳ね起きたかと見るや、特別班員にとびかかった。と同時に、もう一人の「丸太」も、特別班員に組みついた。「身体の不調」は偽計だったのである。


　不意打ちに驚きよう愕がくした特別班員の眉み間けんに、はげしい勢いで鎖が打ち下ろされた。「丸太」の手錠をつないでいたはずの鎖である。二人の「丸太」は、手錠を外はずしていた。──


　「どうやって手錠を外したのか、があとで大問題となった。外れるはずのない手錠が外れていたのだ……二人がかりで協力して手錠をこわしたのか、こうした拘禁具に知識のあるマルタだったのか、あるいは手錠そのものに欠陥が生じていたのか……」


　と元隊員の一人はいう。だが別の元隊員によれば、「手錠は比較的簡単に外れるシロモノであった」ともいう。


　平常から「丸太」を虫ケラのように認識し、絶対安全とたかをくくって入っていった独房内での、突然の襲撃である。眉間にうけた衝撃で頭の中が空白になっている特別班員から、ロシア人「丸太」二人はマスター・キーを奪った。あっという間のできごとである。


　転がるようにして独房内から逃れ出た特別班員は廊下を走り、独房廊下と階段を遮断する鋼鉄のドアをくぐり抜け、息を切らしながら外から扉の閂かんぬきを下ろした。こうしておけば、第一の関門──独房出入口の鉄扉は突破されるだろうが、第二の関門で「丸太」の脱走を阻止できる。


　階段をかけ下りた特別班員は、暴動発生を告げるため、ロ号棟特別班室にとびこんだ。


　実は、「丸太」がマスター・キーを奪ったのは、二度目の事件だったというが、前の事件の詳細は不明。特別班室は、蜂はちの巣を突っついたような騒動となった。──


　当の特別班員から手短かに状況を聞いた当日の責任者は、独房廊下と階段を遮断する鉄扉が閉められたと聞き、ひとまずの安あん堵どを覚えていた。特別班室から、武装した班員がとび出すのと前後して、本館一階の総務部にたいして、警備要員の増援を要請する緊急電話連絡がとられた。


　このころ、７棟二階ではマスター・キーを奪ったロシア人「丸太」が、次から次へと手早く各独房の鉄扉を開放しながら、大声と身ぶりで囚人たちに「外へ出ろ！　逃げるんだ」と促していた。──





　「丸太」叫喚

　「７棟でマルタの暴動が発生、警備要員の至急増援を乞う。完全武装の上、特別班まで出動せよ」。緊急電話連絡を受けた総務部に、緊迫した空気が張りつめた。ロ号棟に最も近い総務部は、本館１棟一・二階および63棟（大講堂）に置かれていた。


　このうち本館１棟一階には診療部（当時は診療部の主力は家族診療室の方へ移っていたという証言がある）、総務部調査課印刷班、同庶務班、同写真班、同課長室、管理課および人事課、憲兵室等があった。おなじく二階には総務部会計課、庶務課、企画課、副官室、隊長室、陳列室、会議室、霊安室が入っていた。


　特別班からの「警備員増援要請」は、副官室から総務部全課全班に伝えられた。


　だが、総務部には事務員や女子軍属やロートルが多い。警備要員急派に即応できるセクションといえば、現業部門に屈強の軍属が配置されている印刷班、写真班などである。


　特にこの二つの班には、すもう部の選手や野球部のメンバーが多数いた。「完全武装のうえ、出動せよ」の命令を聞いて、暗室から隊員がとび出し、印刷機の回転が止まった。


　「なにしろ、作業中は上衣も取り、シャツとズボンにスリッパ姿だったからねえ。緊急出動となれば、軍属服に着換え、長靴、着帽だ。めったにないことだけに、緊張して廊下を走り、ロ号棟へ向かう中央廊下階段口へ出た……総務部と資材部から八人ばかりの軍属が集まった」


　このとき、〝非常呼集〟に駆けつけた元隊員の回想である。


　特別班詰所に向かう前に、兵器庫において全員に三八式歩兵銃と実弾が手渡され、上官から７棟の平面図が示されて状況の説明が行なわれた。


　「現在マルタは独房の鉄扉を開放し、廊下へ押し出て気勢を上げているが、廊下から階段へ至る通路は頑丈な鉄扉によって閉へい塞そくされており、特別班が警戒に当たっている。かりにこの鉄扉が破られても、マルタは中庭にしか出られない。中庭からロ号棟の外に逃れることは絶対に不可能だ。したがって事態はそれほど深刻ではないが、マルタが扇動されれば楽観できない。君らは直ちに中庭を封鎖してマルタから目を離さないでもらいたい」


　以上のような概況説明の後、銃の装そう塡てんが命じられた。


　「緊張はしたが恐くはなかった。ふだんから一度は覗のぞいてみたいと思っていたマルタ小ご舎やの実態を自分の目で確かめる絶好の機会だ。さあ行け行けってな調子で、二階中央廊下の階段を駆け上り、地下（一階）への階段を駆け下り、中央廊下から左へ入り、特別班員の誘導に従い中庭に押し出し、１棟を背にして横隊一列に散開し、銃を獄舎に向けて構えた」


　と元隊員の一人は言う。増援部隊の軍属たちは眼前十五メートルに二階建てコンクリート建物を見た。一階二階とも１棟側がかなり広いベランダ状の表廊下となっており、廊下の外側は、断面が台形状に出っ張った鉄格子で閉塞されていた。鉄格子の内側に開放された鋼鉄製のドアが見え、黒っぽい満人服をまとった「丸太」たちが廊下を行ったり来たりしていた。三八式歩兵銃の照準は「丸太」に合わされ、銃口は彼らの移動に伴い左右に振れた。


　左端、特別処置室の前あたりに来た「丸太」が突然鉄格子をつかみ、七三一隊員の銃口の列に向かって大声で叫び始めた。褐色の髪をした四十歳前後の胸幅の広い赤ら顔のロシア人である。ロシア人「丸太」の叫び声は間断なく中庭に響き渡った。その声は抗議とも演説ともとれた。「丸太」たちが先刻の状況説明のとおり７棟二階内に閉じこめられ、それ以上に行動できない様子を知って安心すると同時に、ロシア人「丸太」が銃口の列にひるむことなく堂々としている姿に、隊員たちはやや気押された。居合わせた隊員は誰だれ一人としてロシア語が解らない。間もなく総務部調査課の小川という通訳生がメガホンを持って中庭に駆けつけて来た。





　正義は我になし

　「小川さん、奴は何を言っているのですか」


　おそらくそのロシア人が特別班員を殴りつけマスター・キーを奪った張本人であろう。


　「要するにお前たちは我々をだましてこんな所に監禁し非道な実験をくり返し、多くの人間を殺している、というような事を言っています」


　小川は質問した軍属に説明した。


　「何を言ってやがる。そんな所でいくらわめいても、ここからは逃げられない。悪あがきは止めて大人しく独房の中へ戻れと言ってやんなさいよ」


　小川はメガホンを口に当て、やや震えを帯びたたどたどしいロシア語で、ロシア人「丸太」に語りかけた。それを皆まで言わせず、ロシア人はこぶしを振り回して叫び返した。


　「今度は何を言ってるんですか」


　「お前らは銃を向けておどかしているが、そんな物は少しも恐くない。日本人は卑ひ怯きようだ。今すぐ我々を釈放せよ。実験のモルモットにされるぐらいならひと思いに殺せ、というような事を言っています」


　小川は早口で答えた。


　「マルタのくせに生意気言うな」


　別の軍属が荒々しい声を上げた。


　「大人しく独房の中へ引っ込め。命だけは助けてやる。ギャーギャーわめくな、と言ってやれ」


　別の軍属が小川に注文した。小川とのやりとりの間ロシア人は「丸太」番号の縫い取りのある満人服の自分の胸のあたりをこぶしで叩たたきながら左右に歩きまわった。他の「丸太」もロシア人に同調して気勢を上げた。


　今や妙な空気が特設監獄をかこむ中庭に生じつつあった。銃口を擬せられ、逃れようのない密閉空間に押しこめられているはずの「丸太」が、完全武装の隊員たちを逆に圧倒していたのである。鉄格子に両手を広げ、胸板を指さしながら撃つなら撃てといわんばかりのロシア人の盛り上がった両肩、確信に満ちた叫び声と怒りに満ちた表情は、隊員たちの神経を苛いら立だたせた。


　「ええい、この野郎、死ね」


　独房に向かって一列横隊に並んだ軍属の中から、ロシア人の正面に相対していた若い隊員が、緊張に耐えかねたかのように銃の引き金を引いた。銃声がロ号棟の高い壁にエコーし、ロシア人の身体がはじかれたように回転した。鉄格子にすがりついたような姿勢のままロシア人は倒れた。甲高い声は止んだ。「丸太」は死んだ。ロシア人「丸太」に対する発砲は暴動制圧に大きな効果をもたらした。


　それまで同調して左右に歩き回っていた中国人「丸太」たちにひるみの気配が現われた。独房の中に戻るから撃たないでくれといわんばかりに両手を合わせ、隊員たちに無抵抗の姿勢を見せる「丸太」も出てきた。


　「今にして思えば、あのロシア人のいっていたことは、自由を奪われた人間の心からの叫びだった……しかし当時の私には彼の怒りが理解できなかった。マルタはそもそも人間ではなかったし、いわんやマルタごときになめられてたまるか、暴動を起こされてたまるかという気持ちだった……だが死の訪れる最後まで銃口の前で胸を張り、足を踏み鳴らして抗議していたその態度は、一種強烈な印象をわれわれに与えたものだ……われわれは弾丸で彼の口を封じたが、自由を束縛された素手の彼にまぎれもなく圧倒されていた。あのとき、正義がわれわれにはないことを、皆が暗黙裡りに悟っていた。あのときの光景を思い出すと、今でも夜眠れなくなる」


　このとき、現場に居合わせた隊員の一人はこう回想している。


　ロシア人が銃弾に倒れた直後である。特設監獄中庭におそろしい光景が現出した。





　死への導管ダクト

　特設監獄を囲む中庭に、大きな脚きや立たつが運びこまれたのは、「丸太」の反乱が発生してから約一時間後のことである。


　すでに射殺されたロシア人の死体が、監獄表廊下に転がり、他の「丸太」は鉄扉の間から顔を覗かせ、中庭の様子をうかがっては独房の中に戻るという動作を繰り返していた。


　「丸太」たちはどこにも逃れるべき空間を持っていなかった。マスター・キーを奪うことによって、出入り口を閉ざしていた鉄扉からは解放された。だが、鉄扉から回廊へ出ても、その周囲には鉄格子とコンクリート壁があり、鉄格子を通して見える中庭には実弾を装塡した三八式歩兵銃を構える隊員が立ちはだかっていた。
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　いや、武装した隊員はいまや中庭だけではなかった。


　「丸太」が暴動を起こしたニュースはまたたく間に第七三一部隊中を衝撃波となって駆け抜け、このころになると総務部だけではなく、他部からも続々と警備要員が特設監獄の周囲に詰めかけていた。


　本館ロ号棟三階屋上にも、銃を構えた隊員たちがいた。監獄裏廊下に面する中庭にも多くの武装した隊員が展開していた。「丸太」は完全に袋のネズミであった。閉塞された空間に、約三十人近い「丸太」がいた。


　一時間前まで、「丸太」は実験材料であった。だが今は評価が完全に異なっていた。「反乱を起こした危険な囚人」──これが「丸太」に押された烙らく印いんであった。ロシア人「丸太」が射殺されるまでの一時間の間に、「丸太」たちが監獄の中で新たな反乱の準備をしているかもしれない。断だん乎こ処置すべし。上層部は決断を下したのである。


　中庭に背の高い脚立が運びこまれたのに続いて、長いホースを接続したガスボンベが備えつけられた。中庭から歩兵銃を構えている隊員たちに全員、防毒マスク（ガスマスク）が配られた。


　背の高い脚立が７棟の右階段付近に移動し、ホースの先端ノズルを握った防毒マスク姿の隊員一名が脚立に足を掛け、最上部に立った。隊員の上半身が７棟二階表廊下の上に出た。


　「丸太」の一人が独房の中から廊下にとび出し、接近してきた異態の隊員をみて、あわてて房室に入り鉄扉を閉めた。


　それから起こった光景は、居合わせた隊員たちが終生忘れることのできない地獄図絵であった。


　ボンベのバルブが開き、換気装置の末端に向けられたノズルの先から速効性の毒ガスが勢いよく噴き出した。換気孔を伝った毒ガスは、７棟二階各独房の通風孔から各房に流れこみ、さらに一階まで達したという。


　わずか数分のうちに、７棟に収容されていた「丸太」全員が、苦く悶もんのあげく絶息した。使用されたのは青酸ガスではないかと考えられるが、詳細についてこれ以上のことはわからない。


　わざわざガスボンベと携帯用のガスホースを持ち出して７棟だけに使用したのは、中庭反対側にある８棟の囚人たちまでは殺す必要がなかったからであろう。


　堀田証人が目撃した「……シカシ此ノ頃迄ニハ監獄内ハ既ニ鎮マリ返ッテイマシタ」という光景。これは「丸太」全員が殺害された直後の不気味な静寂を指していたのではなかったか！


　元隊員の一人はいう。


　「マルタたちが反乱を起こした昭和二十年六月といえば、太平洋を米軍が蛙飛びに進攻し、日本全土がＢ29の爆撃射程に入ったころだ……東京をはじめ大都市のほとんどが空襲でやられ、沖縄戦では女学生のひめゆり部隊が全滅し……日本の負けいくさがだれの目にもはっきりしていた。七三一の調査班員たちは短波放送を傍受して、終戦間近いことをささやき合っていた……その最中に発生したマルタの暴動は、隊員の間に大きなショックを与えたものだ。マルタはあと二か月生きていれば終戦を知っただろう……いや終戦の前には全員殺されたから、結局はおなじことだがね」


　しかし、このときの「丸太」の死は、数多くの〝実験〟による死と同質のものではなかった。「丸太」たちは反乱の瞬間から「丸太」ではなくなった。特別班員をなぐりつけ、マスター・キーを奪った「丸太」は、七三一隊員からみて単なる実験材料から敵性の人格を持った人間へと跳躍したのである。銃弾に倒れこそしたものの、一時間に及ぶロシア人囚人の叫喚は、第七三一部隊を騒然とさせ、絶対の支配をゆるがせた。


　「惜しい実験材料をなくしたもんだ……」


　反乱が鎮圧されたのち、上層部の一人はこういってくやしがったという。だがそれは、直ちに補充が利く性質の損失ロスであった。




第六章　細菌戦のノウ・ハウ




　遅効性ペスト・ノミ爆弾

　第七三一部隊には第二部に直属の航空班、気象班、飛行場があった。滑走路は、八三七二航空隊の滑走路と結ばれるように近接していた。ロ号棟より約一キロ離れた飛行場の片隅に二つの格納庫があり、最盛時には十一機の飛行機があった。「米国製ダグラス機を改造したもの、まったく使用不能なものも含めて」（元隊員の証言）その内訳は次のとおりである。


　[image: ]どん龍りゆう爆撃機、九七式重爆撃機、同二型、九九式双発軽爆撃機、九九式単発軽爆撃機、爆撃練習機、輸送練習機、隼戦闘機、患者輸送機、ＡＴ旅客機、使えないまま捨て置かれていた愛国機、以上十一機である。


　航空班員は気象、通信、整備要員も含め約六十人であった。


　爆撃機が多いことに読者は注目されよう。これは細菌戦の実験および実戦のためのものである。


　第七三一部隊には石井四郎部隊長の考案発明した〝宇治式陶器爆弾〟があった。


　細菌戦攻撃には主として三つの方法がある。第一に謀略である。敵地奥深く侵入した〝決死隊〟が河川やダム、貯水池などに細菌を投げ込み、これを汚染する。第二に砲弾である。砲弾の中に細菌で汚染された小動物や物体、食物などを詰め、敵地内で爆発させるという方法である。第三の方法が、航空機による爆撃であった。


　石井軍医中将は、細菌戦を従来の少数決死隊による謀略戦の手段という「狭い方法」から解放し、近代戦における正面作戦の一つとして位置づけるべきだと主張、航空機による細菌爆弾使用を構想した。


　「しかし、ここに難問があった……爆弾の中に、ペスト菌で汚染したノミをぎっしり詰め込み投下するというアイデアはよかったが、投下する前に爆撃機が高射砲で撃墜されると友軍の上空で爆発しかねない。……それをさけるために高度を上げすぎると、空気が薄くなりノミが死んでしまう。また、爆弾が爆発するときの火薬の高温でたいていのノミが死ぬ。いかにしてノミを殺さず、爆弾を爆発させ、しかもペスト菌で汚染したノミを限られた地域の中にばらまくか……マルタを使って何度となく研究実験がおこなわれた結果、ついに新型の陶器爆弾が考え出された……石井のオヤジがこの方法を考えついたのはある日の夜半で、興奮した石井は大声で七三一幹部に夜間呼集を掛けるよう命令したぐらいだ」


　元隊員の証言である。


　金属ではなく陶器で作った爆弾は、外筒の導爆溝に埋め込んだ少量の火薬で、地上わずかの高さのところで爆発する。その中にペスト菌で汚染したノミをぎっちり充塡しておけば、地上に散ったノミは直ちに生温かい人間の血を求め〝行動〟を開始する。──これが宇治式陶器爆弾の秘密であった。


　一九三九年から四五年夏の敗戦直前まで、ペスト・ノミと陶器爆弾を使った〝実験〟は何度もおこなわれた。安達アンダー実験場が〝実験〟の舞台となった。安達は現在大だい慶けい油田のあるところである。航空班が出動した。


　これについて、前に登場の川島元軍医少将が述べた、関係者の間にはすでに有名な証言がある。





　──コノ実験ニ使用サレタ一五名ノ被実験者ハ部隊構内ノ監獄カラ届ケラレ、実験ガ行ワレテイタ地域デ特別ニ地中ニ埋メタ柱ニ縛リツケラレテイマシタ。飛行機ガ容易ニ方位ヲ定メ、容易ニ特設実験場ヲ認メ得ルタメニ特設実験場ニハ旗ガ掲揚サレ、煙ヲ昇ラセマシタ。


　──平房駅カラ特別飛行機ガ飛来シマシタ。飛行機ハ実験場地域上空ヲ飛行シ、実験場ノ上空ニキタ時二〇個バカリノ爆弾ヲ投下シマシタガ、爆弾ハ地上一〇〇乃ない至し二〇〇米ノ所ニ達セヌ内ニ炸さく裂れつシ、中カラ爆弾ニ充塡サレテイタペスト蚤のみガ飛出シマシタ。此等ノペスト蚤ハ全地域ニ蔓まん延えんシマシタ。


　──爆弾投下ガ行ワレタ後、蚤ガ蔓延シ、被実験者ヲ感染サセルコトガ出来ル為、相当ノ時間待チマシタ。其ノ後コレラノ人間ヲ消毒シテ、飛行機デ平房駅ノ部隊構内監獄ニ送リ、ソコデコレラノ人間ガペストニ感染シタカドウカヲ明ラカニスルタメ彼等ニ監視ガツケラレマシタ……。





　川島証言中、「平房駅」とあるのが、第七三一部隊のあったところである。川島証言は、航空班の存在を隠し、あたかもそれを八三七二航空隊と思わせるような巧妙な表現をしている。


　「だが、いくらなんでもまさかペスト・ノミを放ったわけではない。そんなことをすれば、安達の七三一隊員らの身があぶない。だから、爆弾に入っていたノミを、ペスト・ノミと仮想しての実験だった……ノミが、確実にマルタの肉体にとりつき、血を吸うよう四時間から五時間は待った……無数のノミが足元から這はい上がってくるのを知ったマルタたちは、それをペスト・ノミだと信じこみ、身をよじって泣きわめいたが、四肢を柱にしばりつけられているため、ノミをよけるわけにはいかなかった。一個の爆弾には約三万匹のノミが詰められていたはずだ」


　何度も繰り返された陶器爆弾とノミの実験について隊員の一人はこうも述懐する。いずれにせよ〝実験〟はすべて記録映画としてフィルムに収められた。





　むごく静かに殺せ

　第七三一部隊資材部には、大量の布団、毛布、鉄製楯たてがあった。すべて「丸太」を対象とした実験のためである。


　戦時中、防空頭ず巾きんというものがあり、国民の必携品であった。綿を詰め込んだ厚い頭巾は、米機空襲に遭遇したさい、爆弾の破片を防ぎ、また爆風による家屋倒壊などから頭部を守るとされた。人びとは通学・通勤・外出に頭巾を持ち歩いたが、やがて米軍機による無差別の焼しよう夷い弾爆撃がはじまると、こんな頭巾はほとんど役に立たなかった。破片には強くても熱風にはきわめて弱かったのである。


　七三一にあった布団、毛布、楯のたぐいは、いうならば全身を覆うひものついた〝頭巾〟のようなものである。野球で、捕手や審判が使うプロテクターに鉄かぶとと、綿入れと全身を覆う布団を組み合わせたものといってよい。


　褐色のプロテクターは鉄でできており、身体の前後に一枚ずつ着装する。この楯と楯の間に、「丸太」をサンドイッチするのである。すべては細菌爆弾、砲弾試爆、試射の〝防護用〟として作られたものであった。


　「丸太」を裸にし、綿のつまった固い布団で巻く。ひもで固くしばった上から鉄かぶとをかぶせ、鉄の楯を胸と背中にあてる。これもしっかりひもでしばり、身体に固定する。


　第七三一部隊は、こうした特殊楯プロテクターと布団を常時五百組から六百組は持っていた。


　安達特設実験場では、陶器爆弾の改良実験からペスト菌汚染ノミの活用方法〝改善〟にいたる数多くの実験をおこなった。


　第七三一部隊航空班のＡＴ旅客機に目隠し・手錠・足あし枷かせのまま積みこまれた「丸太」は、部外者に万一目撃されたときにも怪しまれないよう、軍属服を着せられ、安達飛行場まで運ばれた。飛行場の一隅にはトラックが出迎え、「丸太」の足枷だけ取り外して特設実験場に設けた「丸太」収容所へ送りこんだ。


　だが、七三一本部のある平房から安達までは百二十キロ。空路による「丸太」移送は陸路移送とちがって、警備要員の添乗も限りがある。もしもＡＴ旅客機内で「丸太」が暴れはじめると、パイロットもろとも墜死のうき目に会いかねない……「丸太」に軍属服を着せていたのは、こうした不測の事態をも計算し、事故発生の場合に「捕虜移送中のできごと」といいぬけるためであったという。「丸太」移送のつど、パイロットは緊張して安達までの空を飛んだ（陸路移送については続編参照）。


　実験場の一隅には、五メートルから十メートル間隔に「丸太」をくくりつける柱が立っていた。全身防護用の布団と楯で覆われた「丸太」は、柱に固定された。


　細菌兵器を完成させるためには、種々の角度、高さから爆弾を破裂させ、効果をたしかめる必要があった。爆発地点と、細菌汚染範囲の相関関係について詳細なデータが集められた。


　爆発によって、爆弾や砲弾の破片で「丸太」が傷つき、それが原因で死ぬのでは実験効果がふいになってしまう。あくまで細菌汚染による死亡率が、冷徹に追究されなければならない。そのために奇異な形と色をしたプロテクターと全身保護用の布団が開発されたのである。


　特殊プロテクターを装着し、柱にしばりつけた「丸太」にありとあらゆる実験が試みられた。


　あるときは十数人の「丸太」の尻しりだけを露出させ、ガス壊え疽そ菌の強制感染実験がおこなわれた。


　ガス壊疽はガス壊疽菌という菌群の感染によって生ずる。戦場での不潔な創傷に多く、感染後六、七時間で皮下組織にガスを発生する。高熱、腫脹、激痛を伴い、進行すると患部は空気枕のように脹れ上がる。当時は患部の早期大切開、四肢の場合は切断以外に有効な方法がないとされた。


　露出した「丸太」の尻をめがけて至近距離から、ガス壊疽菌で汚染した榴りゆう散さん爆弾が爆発した。


　無数の破片が「丸太」の尻に食い込んだ。「丸太」が苦痛のうめき声を立てるなかを、たしかにガス壊疽菌が「丸太」に命中したかどうか、隊員たちが一体ごと〝点検〟した。


　このあと「丸太」たちは特設監獄に戻され、発病から死亡するまでを克明に観察、記録された。手当はなに一つ施されなかった。いや傷の手当などしてはならなかった。第七三一部隊が欲しかったのは、ガス壊疽菌が貪どん婪らんに「丸太」の尻肉を貪むさぼり、食い荒らしていく過程であった。


　一週間後、「丸太」は腐肉から猛烈な悪臭を発しながら全員死亡した。


　「ガス壊疽実験は何度となく繰り返された。ガス壊疽だけじゃない……万年筆型の細菌ピストルの試験や、もっと原始的な実験もおこなわれた。手榴弾を、露出したマルタの臀でん部ぶ付近で爆発させ、破片の突き刺さり具合を調べたりもした。ライフル銃を頭めがけていろんな角度から撃ってみて、脳を解剖し標本にしたり、手っ取り早く角材で撲殺して筋肉挫傷の具合を調べ、データを残したり……」


　第七三一部隊のアンペラ倉庫（高粱コウリヤンの茎を幅一センチぐらいに開いてむしろ状に編んだもの）には、どす黒く血痕のしみ込んだ数十組の〝布団〟が山積みし、廃品扱いになっていた。





　人間バーベキューと串くし刺し

　安達特設実験場では、細菌兵器や通常殺人の〝実験〟だけでなく、一般兵器のテストもおこなわれた。「丸太」を材料にした殺傷力性能テストである。


　一九四三年夏のある日のこと、広大な安達特設実験場に、廃棄処分寸前の戦車、装甲車あわせて十数台が並べられた。


　やがて飛行場から草色と白の迷彩をほどこした車両が到着し、手錠、足枷をつけた「丸太」十数人が数珠つなぎとなって降りてきた。


　第七三一部隊写真班員がカメラを向け、シャッターを切る。暑い日であった。


　草色の軍属服を着せられた「丸太」たちは、ぞろぞろと引き回されながら、車両の前にくると一人ずつ切りはなされ、目の前の廃戦車や装甲車に乗り込むよう強制された。周囲は軽機関銃や歩兵銃で武装した特別班員たちが包囲している。反抗も逃亡も不可能である。


　戦車の中には二人、装甲車には一人ずつ、手足の自由を奪われた「丸太」は、狭い搭乗口から押し込まれた。鈍い音がして搭乗口ハツチが閉じられ、「丸太」は密室の中でうずくまったまま汗を流していた。戦車や装甲車の内部は、夏の日にあぶられてすでに蒸し風呂のように熱くなっていた。「丸太」たちが一人残らず「密室」に配分されたのを見届けて、安達特設実験場の片隅から関東軍司令部より派遣された兵士たちの一団が姿を現わした。兵士たちは背中に草色のタンクを背負っていた。タンクの中には圧縮空気とセットになったガソリン、重油から成る液体燃料（焼夷剤）が入っていた。タンクの右肩からホースがのび、ホースの先端には金属製ノズルが装着されていた。火炎放射器である。火炎放射器を抱えた兵士たちは戦車からそれぞれ十メートル、二十メートル、三十メートルの位置に立った。写真班も待機する。甲高い号令が実験場を制し、兵士たちはひざ撃ちの姿勢になって、火炎放射器のノズルを戦車や装甲車に向けた。いまやなにが行なわれようとしているか明らかであった。陸軍が新しく開発した焼夷剤と火炎放射器のテストである。


　ふたたび甲高い号令とともにおそろしい光景が出現した。兵士たちの支え持つノズルの先端から白熱の炎が噴出し、「丸太」を閉じこめている戦車と装甲車を包んだ。炎の音を立て、一千度以上の焦熱地獄が車両を包んだ。小さな爆発が起こった。この間二十秒、あるいは十秒ぐらいか、長いようでもあり短いようでもあった。赤黒い煙の切れ目から焼けただれた車両が姿を現わした。戦車の砲身の先端からチロチロと炎が立っていた。キャタピラや装甲板が高熱で歪ゆがみ、変形していた。傾いた車両もあった。


　余熱がさめるのを待って車両の中が検あらためられた。戦車や装甲車の中には黒焦げになった「丸太」たちがいた。高熱にあぶられてほとんど炭化したようになった「丸太」もいた。写真班員たちが車両ごとの実景をフィルムに収めた。


　「マルタの多くは労働者や知識人や学生から成り、特設監獄から引き出されるときに死が待っていることを直感していた。だから彼らは出るのをいやがった……それを七三一の通訳がロシア語や中国語を操って、『別に危害は何も加えない。車の中に入ってくれるだけでよい。これが終われば釈放する』となだめすかして、だまして飛行機や護送車に乗せ安達実験場まで連れていった」


　元隊員の証言である。





　また安達では次のような実験も行なわれた。運んできた「丸太」に目隠しをし、何組かに分けて身体を密着させたまま十人ずつ、数列の縦隊に並ばせるのである。一組には分厚な防寒服を着装させ、他の一組にはふつうの軍服を着せ、また別の組は上半身裸にした。


　整列した「丸太」の各列のまえに実弾を装塡した三八式歩兵銃を持った部員が、立射の構えで至近距離から最先頭の「丸太」に照準を合わせた。


　「撃て」の号令とともに三八式歩兵銃が一斉に火を噴いた。一発の銃弾で「丸太」の身体が先頭から将棋倒しに倒れていった。


　「貫通五、こちら貫通四、こちら貫通三」


　記録用紙を手にした隊員が「三八式歩兵銃を××メートルの距離から発射した場合の防寒具、普通軍装、裸体の人体貫通性能」を記入していった。この実験は繰り返しおこなわれた。「丸太」を串刺し用の実験材料と見立てたのである。





　細菌戦のフィルム

　第七三一部隊が「丸太」を対象のむごたらしい〝実験〟のかたわら、実地に細菌戦をおこなっていたことは有名である。


　細菌戦をおこなった〝証拠〟については、ハバロフスク極東軍事裁判公判廷における、西軍医中佐の証言が要旨をつくしている。西被告は第七三一部隊教育部長として、また終戦直前の四五年七月から八月にかけては孫呉支部（第六七三部隊）に移り、同支部の指揮を取っていた。


　長いものであるが「公判書類」より、細菌戦についての西証言を引用する。





　問　第七三一部隊ニヨル、細菌戦用兵器ノ実用ニツイテ貴方ノ知ッテルコトヲ述ベテ貰もらイタイ。


　答　私ハ、一九四〇年中国ニ対シテ細菌兵器ガ使用サレタコトヲ聞キマシタ。一九四〇年八月或ハ九月ニ私ハ北京ノ防疫給水部本部ニ居リ、ソコデ中国中部ノ寧波ニンポー市付近デ細菌ガ使用サレタコトヲ耳ニシマシタ。


　問　誰カラ、ソシテ如何ナル事情デ貴方ハコレヲ聞イタカ？


　答　私ガ北京防疫給水部本部ニ居タ時、其処ニ南京ナンキンノ防疫給水部本部ノ書類ガ来マシタ。コノ書類カラ寧波市付近デ細菌ガ実用サレタコトガ私ニ明ラカニナリマシタ。ツイデ北京ペキンノ防疫給水部吉村中佐ガ中国ニ対シテ実用シタペスト菌ハ石井部隊カラ取寄セラレタモノデアルコトヲ私ニ知ラセマシタ（以下中略）。


　問　中国派遣隊ニ関シ、貴方自身第七三一部隊デ見タコトヲ述ベテ貰イタイ。


　答　私ハ一九四〇年ノ中国中部ヘノ第七三一部隊派遣隊ノ活動ニ関スル記録映画ヲ見マシタ。先ズ映画ニハ、ペストデ感染サレタ蚤ノ特殊容器ガ飛行機ノ胴体ニ装置サレテイル場面ガアリマシタ。ツイデ飛行機ノ翼ニ撒さん布ぷ器ガ取付ケラレテイル場面ガ映サレ、更ニ特別容器ニハペスト蚤ガ入レテアルトイウ説明ガアッテ、ソレカラ四人或ハ五人ガ飛行機ニ乗リマスガ、誰ガ乗ルノカ判リマセン。ソレカラ飛行機ガ上昇シ、飛行機ハ敵方ニ向ッテ飛ひ翔しようシテイルトイウ説明ガアリ、次イデ飛行機ハ敵ノ上空ニ現ワレマス。次イデ飛行機、中国軍部隊ノ移動、中国ノ農村ナドヲ示ス場面ガ現ワレテ飛行機ノ翼カラ出ル煙ガ見エマス。次ニ出テクル説明カラ此ノ煙ガ敵ニ対シテ撒布サレルペスト蚤デアルコトガ判ッテ来マス。


　西中佐は、自分のみた細菌戦実施記録映画について証言を続ける。──


　……飛行機ハ飛行場ニ帰ッテ来マス。スクリーンニ『作戦終了』トイウ字ガ現ワレマス。ツイデ、飛行機ハ着陸シ、人々ガ飛行機ニ駆ケ寄リマスガ、コレハ消毒者デ、飛行機ヲ消毒スル様子ガ上映サレ、ソノ後、人間ガ現ワレマス。先ズ飛行機カラ石井中将ガ姿ヲ現ワシ、ツイデ碇少佐、ソノ他ノ者ハ私ノ知ラナイ人デス。コノ後『結果』トイウ文字ガ現ワレ、中国ノ新聞及ビソノ日本語翻訳文ガ上映サレマス。説明ノ中デ、寧波付近デ突然ペストガ猛烈ナ勢イデ流行シ始メタト述ベラレテイマス。最後ニ、終リノ場面デ、中国ノ衛生兵ガ白イ作業衣ヲ着テペスト流行地区デ消毒ヲ行ッテイル様子ガ上映サレテイマス。正ニ此ノ映画カラ、私ハ寧波付近デ細菌兵器ガ使用サレタコトヲハッキリト知ル様ニナリマシタ。


　問　細菌兵器ノ使用ニ関シテ未ダ貴方ノ知ッテイルコトガアルカ？


　答　ハルハ河方面事件ノ際、石井部隊ガ細菌兵器ヲ実用シタコトヲ知ッテイマス。一九四四年七月、私ハ孫呉ノ支部カラ平房駅ノ第七三一部隊教育部長ニ転任セシメラレマシタ。私ハ前任者サノダ中佐（著者注・サノダ中佐は園田中佐の誤り。ロシア語の発音で、サノダになったと推測される）カラ事務ヲ引継ギマシタ。同日、サノダ中佐ハ日本ニ向ケテ出発シマシタ。私ハ彼ノ書類箱ヲ開ケ、ノモンハン事件、即チ、ハルハ河畔ノ事件デ、細菌兵器ヲ使用シタコトニツイテノ書類ヲ発見シマシタ。


　其処ニハ当時ノ写真ノ原版、此ノ作戦ニ参加シタ決死隊員ノ名簿、碇少佐ノ命令ガアリマシタ。決死隊ハ将校ガ二人、下士官、兵約二〇名カラ成ッテイマシタガ、此ノ名簿ノ下ニハ血デ認メタ署名ガアッタノヲ記憶シテイマス。





　西証言はなおも続くが、ここで一九四〇年「中国中央部寧波市付近」でおこなわれた細菌戦の記録映画を、西が見たと述べていることに注目させられる。


　実は──第七三一部隊が寧波方面でおこなった細菌戦の記録映画を見た者は、西軍医中佐ら第七三一部隊員や関東軍関係者にとどまらなかった。


　当時大本営記者団の一人として新京（長春）の関東軍司令部に派遣されていた従軍記者Ｍ氏も、軍司令部から同様の記録映画を見せられ、第七三一部隊の周辺を取材した一人である。


　しばらくは〝七三一外史〟ともいうべきＭ氏の体験談に耳を傾けよう。





　〝非道悪土〟満州国

　満州国（現在の中国東北部）政府と関東軍総司令官梅津美治郎大将から、大本営陸軍報道部に、大本営記者団の満州国派遣を要請してきたのは一九四二年（昭和十七年）七月二十五日のことである。


　当時、新京（長春）は、満州建国十周年の祝賀行事で沸きかえっていた。


　梅津大将は関東軍総司令官であると同時に駐満特命全権大使も兼務していた。


　「建国十年、満州帝国発展の現状をつぶさに視察し大本営記者団の目を通して本国に伝えてほしい」


　これが記者団派遣要請の名目である。このプランの献策者は、当時関東軍報道班長であった長谷川宇一少佐で、良き案として採用、実行に移したのが当時関東軍参謀副長秦少将であったという。


　関東軍の要請を入れ、大本営陸軍報道部は記者派遣各社を指名した。「朝日」、「東日」（現在の「毎日」）、「読売」、「都」（現在の「東京」）、「福日」、「同盟通信」、「大陸新報」（ソウル）、「満州日日」、「満州新聞」、「康徳新聞」など新聞十社である。


　「関東軍はいらだっとるな……」


　派遣指名を受けたＭ新聞社内にこんな声が起こった。


　「うむ。いま大本営や参謀本部の目は南方戦線に向いている。関東軍の存在は認めても、さし当たっての軍略の重点は満州にあらずという考え方だ」


　「それが関東軍のえらいさんには気に入らない。満州国建国十周年記念祝賀を機会に、北方作戦の重要基地である満州と、満州に君臨する関東軍の存在を、もっと日本国民に知らしめにゃいかん……記者団に来いというとるのもその下心だね」


　「いや日本国民に知らしめるという、それも口実。実のところは『大本営よ、関東軍にもっと関心を持たんかい』という梅津大将以下関東軍将官殿の憤ふん懣まんの表われだよ。だから新聞各社を招いて、うんと書かせようという魂胆さ」


　「それにしても満州国の国賓待遇とは、関東軍も気張ったものだ……記者一人に千五百円の旅費を支給するといってきとるぜ」


　当時Ｍ新聞社東京支社に、ロシア語の堪能な長身、細ほそ面おもての記者がいた。この章から登場するＭ氏である。当時二十九歳のＭ氏はＭ新聞社が満州に派遣する大本営記者団の一人に選ばれていた。


　Ｍ氏ら満州国派遣記者団の日程は三週間が予定されていた。奉天（瀋しん陽よう）、新京（長春）、撫ぶ順じゆん、鞍あん山ざん、吉林、ハルピン、黒こく河が、大だい連れん、旅りよ順じゆんなど各主要都市の経済・文化・軍事を視察する。関東軍は記者一人に、千五百円という破格の旅費をはずんだ。千五百円といえば、当時、田舎で土地つきの家が建つほどの豪勢な金額であった。


　「軍事記者でもない私が、特にＭ新聞社を代表して派遣されたのは……」


　とＭ氏は語る。


　「そのころから私は、ソ連の軍事・経済・文化を研究していて、参謀本部から注目を受けていた……私は当時、シベリア奥地の森林や地下資源開発を目的として建設が進められていた第二シベリア鉄道（通称バム鉄道＝バイカル─アムール線の略称）についての調査研究をおこなっていた……そのかたわら私は東条内閣の諮問機関である『国策研究会』の臨時講師も受け持っていた……こうした関係から私は満州派遣記者団メンバーの一人となった」


　記者団が東京を発ったのは一九四二年七月二十九日の夜であった。
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　記者団出発の直前、陸軍報道部長の谷萩那華雄大佐は笑いながらＭ記者に次のようにいった。


　「新聞記者を国賓待遇で迎えるのは、まず満州国だけだろうな。開かい闢びやく以来のことだから、この際大いに羽根をのばしてきたまえ。満州の生ま水は飲むと必ず赤痢になるから、気をつけろよ。……もっとも関東軍には防疫給水部という特殊部隊があってその部隊が発明した濾ろ過か器でこした水は大丈夫ということだそうだ」


　関東軍防疫給水部……特殊部隊。Ｍ記者が初めて耳にする名前であった。


　「要するに当時陸軍参謀本部は、第七三一部隊については、その程度の認識しかなかったということだ……当時、太平洋戦争の緒戦において日本軍が南方戦線に収めた戦果は赫かつ々かくたるもので、参謀本部は有頂天になっていた。……ソ満国境については、ソビエト・ロシアがナチス・ドイツとヨーロッパ戦線で死闘を続けているかぎり、格別の緊張は起こり得ないという考えが、陸軍中央の念頭にあったことはたしかだった……だから、関東軍防疫給水部のことを私に軽い調子で漏らしたのだろう……がこのとき、まさかそれが戦後悪名高い細菌戦部隊＝満州第七三一部隊であるなどとは知るよしもなかった」


　Ｍ記者ら一行は、関釜連絡船で釜山に着き、翌日京けい城じよう（ソウル）の朝鮮軍司令部に板垣軍司令官を表敬訪問、次いで奉天（瀋陽）に向かった。





　特務機関長補佐の漏言

　Ｍ記者ら満州派遣記者団一行が、奉天（瀋陽）、撫順、鞍山、吉林、新京（長春）の順で視察を終え、ハルピン市に入ったのは八月十一日のことである。


　その日の「哈爾浜日日新聞」夕刊は「大本営記者団、本日哈府を表敬訪問」と報じた。


　ハルピン市に着いたその日の午後、Ｍ記者らはハルピン特務機関を訪れた。記者団一行の市内案内、宿泊、食事などの面倒いっさいを受け持っていたのがハルピン特務機関だったからである。ハルピンを中心とした特務機関の知られざる素顔と〝活躍〟の実体を知ることも記者団共通の関心事であった。


　特務機関長柳田中将は不在であったため、代わって機関長補佐の浅岡大佐が記者会見にのぞんだ。


　「大本営派遣の記者団諸君にお会いできて大変うれしい……」


　長身で浅黒く日焼けした浅岡機関長補佐は席につくなり開口一番、気さくな調子で挨あい拶さつをした。


　「あいにくと、機関長閣下が不在で残念だが、夕方までには帰ってこられるから、今夕ヤマトホテルにおける諸君の招待宴には出席されるはずです……さて、なんでもきいてくれたまえ、ほかならぬ君たちだから、隠し立てはしない。ざっくばらんにお話しする。帰ったら、ありのままを大本営や参謀本部に伝えてくれればよろしい」


　地元満州の代表紙記者ということから、Ｍ記者が推されて質問に立った。


　「まず一番におたずねしたいことは治安面です。政府が大いにうたい上げているように満州は実際に王道楽土であるのかどうか……」


　率直な質問に記者団がざわめき、浅岡特務機関長補佐の表情に苦笑が浮かんだ。


　「その王道楽土だが……関東軍精鋭七十万が控えての満州国だということを忘れないでくれたまえ」


　浅岡機関長補佐の声がやや鋭くなった。


　「一般の在満邦人はみんな恵まれた生活をしているだけに、王道楽土と思い込んでいるらしいが、しかしこれは単なる政治概念だよ……現実には満州は臨戦地域であって、それだけに多くの問題を抱えている。一般の在満邦人はそんなことをツユほども考えていないようだがねえ……」


　Ｍ記者は、治安上の「多くの問題」について内容をたずねた。


　「いま君は……」


　と浅岡機関長補佐はＭ記者の顔をちらりとみて、言葉を続けた。


　「君は満州の治安状態を質問したが、王道楽土のはずの満州に、国民党軍や共産八路軍や、ロシアのスパイがうようよしている……ことにこのハルピンがスパイどもの巣そう窟くつであり、反満攪かく乱らん工作の拠点でもある……鉄道路線の破壊、放火、現に二十日ほど前だが、ハルピン発電所が爆破されて大損害をこうむったところだよ」


　生まなましい話が出て、記者団の中に取材メモを繰り筆記用具を走らせる音が高くなった。


　Ｍ記者はさらに聞いた。


　「それじゃ、特務機関や憲兵隊は、スパイ摘発に大いそがしでしょう」


　浅岡機関長補佐はうなずいた。


　「ご承知のとおり、ハルピンは国際都市で、何万もの白系ロシア人が住んでいる。だから、かれらがソ連からのスパイをかくまえば、摘発は容易じゃない……そのため憲兵隊はハルピンに白系ロシア人事務局を置いて、全満の在住ロシア人を一人残らず登録させ、厳重監視に当たっている……しかし数が多いから大変だよ」


　スパイはどこに潜入しているのか、とＭ記者は質問をつづけた。


　「このハルピンに傅家甸フージヤデンという地区がある。ハルピン市街の四分の一近くを占めている大魔窟街がここにある。あらゆる人種、流れ者、あぶれ者、犯罪者が住む大魔窟だ……スパイどもはそこに潜入している。傅家甸は、一歩足を踏み入れると、道路がアリの巣のように迷路になっていて、初めての者は容易に出られない……そのうち身ぐるみ剝がされて死体になって、傅家甸の入り口に転がっていたりする」


　浅岡機関長補佐の目が光り、


　「犯罪者を追って傅家甸に入った日本人刑事が、死体になって松花江に浮かんでいたこともある……君たちもこの大魔窟にだけは近づかないでくれたまえ。生命の保証はできんからねえ」


　しかし、この話の裏には第七三一部隊にからむ重大な〝秘密〟があった。Ｍ記者は、ほどなくそのことを知る。





　つくられた〝大魔窟伝説〟

　派遣記者団の前で浅岡特務機関長補佐は続けた。


　「全満はもちろん、北支にかけての阿片のヤミ取引市場ブラツク・マーケツトが立つのも傅家甸だ。……ここには北満の経済を一日で麻痺させるだけの経済力を持つボス連が住んでいるかと思えば、ボロをひきずって歩く乞食同然の住民もいる……彼らはその日の暮らしのために盗みはもちろんのこと、殺しだって平気でやる」


　記者をぐるりと見回して特務機関長補佐は言った。


　「傅家甸には地下に何か所もの阿片窟がある。そこから阿片に酔ってふらふらと地上にさまよい出て、冬にはそのまま凍死した死体が、道端に転がっている」


　「関東軍にやる気さえあれば、そんな魔窟など、簡単に一掃できるのではないでしょうか……」


　記者団の中から、遠慮がちな調子の質問が出た。


　「そんなことできるものか……」


　浅岡特務機関長補佐はうすい含み笑いをして記者団をながめた。


　「傅家甸に住んでいる何万人もの人間をどこに収容するんだ……正業につかせる指導だけでも大変だよ」


　記者会見は、はからずもハルピン特務機関による大魔窟の宣伝会のようになった。


　自由行動となった翌日の夜、Ｍ記者は「哈爾浜日日」の木村という記者に誘われハルピンの繁華街キタイスカヤ街のあるロシア・バーに行った。


　ビールを飲みながら、「哈爾浜日日」記者はこんなことを言った。


　「あのねえ……ボクから聞いたといってもらっては困りますが、きのうの傅家甸の話には別の意味があるんですよ」


　聞き耳を立てたＭ記者に、木村は言った。


　「傅家甸は、たしかに恐怖の区域にはちがいありませんが……しかし記者会見での質問に出たように、関東軍がここに手をつけないのには訳がある。……ここの特務機関や憲兵隊や市警分室などが、必要以上に傅家甸を恐怖の大暗黒街にしておきたがっているのですよ。そこに入っていった人間が姿を消していくという恐怖の伝説を作りたがっている」


　「すると……謀略じみた話が？」


　木村はうなずいた。


　「二年ほど前の一月に、こんな事件が起きた……傅家甸の入り口に当たる正陽街の道端に若い男の凍死体が転がっていたのです。その男は『満州日日』の森本君とかいう日本人記者だった……警察が調べた結果、死因は森本君が以前からの阿片常用者で、その日も傅家甸の阿片窟で一服したあとふらふら歩いているうちに凍死したのだろうということになった……しかし森本君は阿片飲用の習慣を持っていなかった、と同僚記者は異口同音に言っているのです」


　「すると……彼はなにか取材のうえで？」


　Ｍ記者に一つの想像が走った。


　「そうです。森本君は軍回りの記者でした。彼は防給のことに関心を持っていたようです」


　「ボウキュウ……それは防給、つまり防疫給水部？」


　Ｍ記者はその名に記憶があった。日本を出発する前、陸軍報道部長谷萩那華雄大佐が笑いながら教えてくれた関東軍特殊部隊の名である。


　「すると彼は必要以上に軍の機密に接近したために消された？」


　「いや、ボクはそこまでは想像していませんがね」


　「哈爾浜日日」の記者は急に歯切れが悪くなり、なんとなく後味の悪いまま、その夜の会話は終わった。木村記者は余計なことをしゃべってしまった自分を明らかに後悔しているようだった──とＭ氏はいう。


　「記者会見の席上、浅岡ハルピン特務機関長補佐は、『当特務機関は特殊な防諜任務と防諜部隊を持っている』と強調したものだ……『特殊な防諜部隊』とは白系ロシア人だけで編成した浅野部隊という覆面部隊で、部隊長はハルピン特務機関の浅野大佐だという説明だった……なんのために白系ロシア人の覆面部隊を編成しているのかまでは、浅岡補佐は言及しなかったが、あとから思えばハルピン南方二十キロにあった第七三一部隊の機密保持が、一つの任務だった。……防疫給水部の実態を探ろうとする者、それを抹殺しようとするハルピン特務機関の攻防、傅家甸の大魔窟はそのための格好の舞台だったのです」


　Ｍ氏の話は続く──。





　新兵器の正体

　ハルピン特務機関での記者会見で、Ｍ記者が明確に記憶していることがもう一つある。


　記者会見の最後にＭ記者が質問した。


　「それでは、これで最後の質問としてお質たずねします。ぼくたちが今回渡満して得た関東軍司令部筋からの情報によると、三方の満ソ国境（東部、西部、北部）に配備されているソ連極東軍ですが、ドイツ軍を相手に激しい戦闘が行なわれているにもかかわらず、ソ独戦線への兵員・車両が移動されている様子はなく、むしろ増強されているといいます」


　ここでＭ記者は言葉を切って浅岡特務機関長補佐の顔色を覗き、質問を続けた。


　「で、近い将来にソ連軍と正面切って戦う事態に至った場合、関東軍の北方戦略構想は如何なるものか。北方作戦の完全遂行は可能なのでしょうか」


　当時、陸軍参謀本部作戦課と関東軍首脳は一つの密約を結んでいた。いざというときに北方作戦と呼ばれる軍事行動を展開する構想がそれである。


　満州（中国東北部）から朝鮮、南カラフトに至る対ソ戦略体制が、いわゆる一九四一年の「関特演」（関東軍特別演習）によって完成され、三十六万人の関東軍は一気に二倍近くの七十万人に増強されていた。


　「関特演」が単に満州での軍事演習を意味するものではなく、多分にきな臭い性質のものらしいことは、陸軍省詰めの記者たちもうすうす知っていた。


　日露戦争以来、日本陸軍はソ連を宿敵とした。打倒ソ連は日本陸軍の伝統的使命のようになっていた。「北の守り」の関東軍が、ソ連を仮想敵としてすべての作戦計画を立てたのもこの伝統を踏まえたものである。関東軍の〝お家芸〟である中央の意向を無視した〝独断専行〟も、宿敵ソ連に対する日本の生命線の防人さきもりとしての強い意識から発したものが多い。


　「関特演」の初年度の計画は十四個師団基幹（在朝鮮二個師団を加えて）を一挙に三十四個師団に増強し、極東ソ連の威圧に対して優位に立とうとするものであった。


　陸軍が軍全体のイニシャチブを取るためには国民の関心を北方へ引き寄せなければならない。日本の輿論を日本の生命線としての満州に集めなければならない。そのためのデモンストレーションとして関東軍は数々の独断専行を演じたのであるが、「関特演」によってその全盛時代を迎えたのである。


　全盛は、太平洋戦争の激化に伴い戦力を南方に間引かれて束の間であったが、派遣記者団が満州へ来たのは、その全盛時代にかげりが見え始めてきたころであった。


　要するに、ソ連極東軍と戦った場合、関東軍の勝算はあるのか──ソ連通のＭ記者が突いたのはこの点であった。


　浅岡ハルピン特務機関長補佐は、表情を改めて次のように答えた。


　「ご質問の意図はよくわかる。現在、日本軍の主力は南方戦線において米英と激突を繰り返している……そのような状況の下でソ連極東軍と戦えるかどうかを懸念されておるようだが……わが関東軍の対ソ戦略は微動だにしない」


　少々抽象的ではないか──という意見が記者団から出た。


　すると特務機関長補佐は謎のような答弁をおこなった。


　「抽象論を打ぶつ気は毛頭ない……わが関東軍は実際に対ソ戦を勝利に終わらせる裏づけを持っている。かなり前から、対ソ作戦遂行のため新兵器の開発に取り組んできたが、最近ようやく軌道に乗り、量の上でも満足できる状態となった……残るは質の向上という問題だが、これも早晩解決の見通しがついた」


　新兵器の開発、と聞いた記者団の中にピンとくる者が多かった。


　日本を出発する前、帝国議会の予算委員会で、東条首相が「目下、新兵器の開発に取り組んでいる」うんぬんと答弁していたからである。その新兵器と、関東軍が開発し「軌道に乗った」新兵器とは同じものだろうか？


　記者団から出された疑問を耳にした浅岡特務機関長補佐が、唇をなめながら、


　「そうだ……ちょうどいい折だから、諸君におもしろい記録映画をお見せしよう」


　といい、「君……」と同席していた若い大尉を呼んで「あの映画、すぐ準備して」と命じた。


　ハルピン市街の傅家甸大魔窟の話から一転、記者会見は妙な方向に進んでいった。


　これから上映されようとする「映画」が新兵器と関連するものであることは予想できたが、その内容まではわからない。記者団が好奇心にあふれた私語を交わしながら待っていると、先ほど命令を受けた大尉が戻ってきた。


　若い大尉のあとから、手に16ミリ映写機と白い映写スクリーン、暗幕を持った映写技師が入室した。


　映写技師と大尉は記者会見が行なわれていたハルピン特務機関の一室を閉め切り、窓に黒幕をめぐらせ、正面の壁にスクリーンを張った。


　八月の日中である。せまくうす暗い室内にはたちまちむし風呂のような暑熱が充満した。電灯が消され、壁のスクリーンに「８、７、６……４、３、２」とフィルムが数字を映し出した。


　そのあと、いきなり画面いっぱいに飛行機が現われた。





　スクリーンは映し出す

　スクリーンに映し出されたのは関東軍の持つ九九式双発軽爆撃機であった。両翼に日の丸をつけた爆撃機に、地上整備員が大小二種類の爆弾様のものを積みこんでいた。


　大型のものは爆弾というよりはむしろ牛乳を運ぶ大型容器のような形をしていた。なにも知らない部外者からみると、飲料水入りのタンクを積んでいるように見えた。


　小型のものは木箱に入った道具セットの体裁である。記録映画であるので、フィルムのコマ送り速度の関係で、人間の動きがぎごちなく慌しい。地上整備員が忙しく手足を動かして、エンジン始動直前の爆撃機の下腹から、次々と大型容器を積み入れた。


　関東軍が開発したという〝新兵器〟をめぐる記者団との一問一答があった直後である。


　スクリーンに映し出されているのが問題の〝新兵器〟にちがいない。暗幕を張りめぐらせたハルピン特務機関の一室で、記者団は流れる汗を手の甲でぬぐい、好奇心を膨れ上がらせてスクリーンに視線を集めていた。


　爆弾様のものをたて続けに十五個から二十個ぐらい積みこんだあと、カメラは発進ＯＫを告げる航空兵の白い小旗を写し出した。小旗の向こうに双発のプロペラをフル回転させている爆撃機があり、それはやがて滑走路を走り出し、銀翼をきらめかせながら離陸した。


　次にスクリーンに映ったのは空から俯ふ瞰かんした広大な原野であった。中国大陸の、どこかの都市上空らしい。原野の片隅に、飛行中の爆撃機のものらしい翼の一端が写っていた。〝新兵器〟を搭載した当の爆撃機から、このシーンが撮られたことはもはや疑いがなかった。


　原野がやや大写しとなり、爆撃機の弾倉が開いて、小型の白い容器のようなものを次々と投下した。機上から地上へ向かって遠ざかりながら、やがて小さな点となって落下していったものが、どうやら〝新兵器〟らしい。記者団は息をのんでスクリーンに見入っている。密閉したむし暑い闇やみの中に、映写機のモーター音が響いた。


　投下シーンが終わると場面は一転して中国のどこかの街が出た。密集した家と家の間の路地や、道路と家並みの間に、白衣を着た中国軍医療班員と思われる兵士たちが、緊迫した表情で立ち働いている。彼等は手に細長い金属製の筒を持ち、また携帯用の手押しポンプを押して薬剤らしきものを盛んに散布していた。


　このシーンは、ほんの数秒、あっという間に画面から消えた。次に現われたのは、最初に画面に登場した日の丸の翼の爆撃機が、基地に帰投した場面であった。


　数秒間で消えた場面とおなじように、白衣着用の兵士が何人も写し出されたが、今度は日本軍衛生兵だった。大型の、動力噴霧器を持った衛生兵が帰投した爆撃機の中に入りこみ、念入りに機内を消毒していた。白衣の兵士たちが、爆撃機から降りたところで、映写機の空回りする虚うつろな音とともにスクリーンが白くなった。電灯のスイッチが入り、いまやむし風呂と化した部屋の窓が大急ぎで開け放たれた。


　開襟シャツのボタンを外し、扇子で風を入れている記者団を、さてという表情で見回したハルピン特務機関浅岡機関長補佐は記者一人ひとりの反応を楽しむようにゆっくりした口調で言った。


　「この記録映画は、ハルピンの大直街にある関東軍防疫給水部が撮影したもので、ほんのちょっとした試みとして……中支戦線で細菌を使ってみたものです」


　細菌──。


　記者団の中からざわめきが起こった。字幕になんの説明もなく、爆撃機と飲用水タンクのようなものの搭載場面、白衣を着た中国・日本両軍の衛生兵の活動場面が写し出されたのみであった。カンの鋭い記者はスクリーンを見ながら大方の推測をしていたが、最後までなんのことやらのみこめない記者もいたようであった。


　それが、浅岡特務機関長補佐の短い一言ですべてが判明したのである。〝新兵器〟は細菌であった！


　「関東軍防疫給水部、という名前を聞いて当時の私は、ただふーむとうなるだけだった。第七三一部隊が、実は急性伝染病菌類を素材に兵器化を進め、数千人の人体実験をおこなっていたことなど、当時知るよしもなかった。記録映画を見せられた記者団中、浅岡補佐の話を聞いたのちも、この新兵器がどんな重大な意味を持っているかに気づいた者は少なかったはずだ。えらいことをやりよるなアという感想を持ちはしたが……」


　とＭ記者は言う。


　だが、記者団に当時極秘となっていた〝新兵器〟使用記録映画を見せたことは、浅岡機関長補佐の勇み足だったようだ。のちに問題意識を持った記者の一人が、関東軍司令部の中枢幹部に記録映画を見ての感想を述べたことから、苦り切った関東軍司令部は、軍の機密を軽率に報道陣に公開した、として浅岡機関長補佐を厳重戒告の処分に付したという。





　毒菌の温室

　第七三一部隊は十ヘクタール余の大きな農場を擁していた。宿舎街の北方にあったこの農場は、八木沢班（植物研究担当）が管理していた。悪魔の細菌戦部隊には一見、不似合いな農場である。


　農場には大豆、高粱、唐とう黍きびなどが植えられ、収穫期になると、隣接する四屯スートンから女性を含む多数の中国人農民がやってきて、終日農作業を行なった。こうした〝臨時雇〟のほかに、農場には常時四十人ほどの中国人苦力クーリーがいた。苦力とは、文字どおりさまざまな苦役労働に従事する当時の下層労働者である。


　広大な自営農場について、部隊内では次のような説明がなされていた。


　「これは隊員の食糧を自給自足するためのものだ。七三一が周囲に援軍なく孤立したとき、農場で生産した穀物を備蓄しておけば大いにモノをいう。七三一はここに籠城してたたかうのだ……」


　だが、この説明には三つの矛盾があった。第一に部隊には──のちに述べるが──豊富な食糧が大小の倉庫に備蓄されており、隊員たちの日常の食事に高粱や黍が用いられることは皆無であった。いや、大豆すら主食として登場するのは月に一度あるかなしであった。こと食糧に関するかぎり、部隊が穀類の自給自足体制を取らねばならぬ必然性はどこにもなかったのである。


　矛盾の第二は、単なる農場にしては八木沢班勤務の研究者の数が、常時十五人から二十人と多かったことである。食糧を生産するだけの農場に、多数の研究者は不要である。


　矛盾の第三は、第七三一部隊を指揮する石井四郎軍医中将が、この農場（八木沢班）を重視し、隊長室から何度か八木沢班に出向き班長と話を交わしていることである。


　徹底した合理主義者であり、緻密な計算に長たけていた石井軍医中将が、不急不要の農場を、ただのんびり経営するはずもない。


　実は、八木沢班が管理していたのは農場だけではなかった。ここには約百坪あまりの広さを持つ立派なガラスハウス（温室）があった。ハウスの中では中国とソ連の主要農産物である、各種のオオムギ、コムギ、エンバク、トウモロコシ、アワ、キビなどの多数の標本栽培がなされていた。


　中国東北部の冬から春は寒いが、八木沢班のガラスハウスの中は、二十四時間中ボイラーによる蒸気加熱で、植物の最も生長しやすい適温と湿度が保たれていた。


　また八木沢班研究棟の一角には、病気に罹かかったムギ、コウリヤン、キビ類が、大切に〝育成〟されていた。常時適温に保たれていた広いガラスハウスと、病菌に侵された農作物の〝標本〟──ここにこそ八木沢班の秘密がかくされていた。


　元八木沢班員の口はいずれも固いが、関係者の一人は「八木沢班はひそかに黒穂病の研究を行ない、菌株を管理し、クロボ菌の特性や黒穂病発生のメカニズムを研究していた」と漏らす。


　黒穂病はクロボ菌によるイネ科植物、主としてオオムギ、コムギ、エンバク、トウモロコシの重要病害である。オオムギ、コムギに取りつくクロボ菌は花の柱頭から侵入し、植物の成長に合わせて宿主体内で発育し、花の子房を患す。この病気に患おかされたオオムギ、コムギは実を割るとなまぐさい悪臭を放つのでなまぐさ黒穂病とも呼ばれる。収穫時まで皮が破れないので発見し難い。病胞子は生き残り、新たなる子苗感染を起こす。


　黒穂病は麦畑に広範囲・不均等に発生するため、収穫期の麦を一本ごと調べて病麦だけ除去することは不可能である。汚染が強ければ畑の麦全体を焼棄せねばならず、収穫は重大な打撃を受ける。


　八木沢班で働く中国人農民や苦力を〝調達〟していた部隊労務班の一人は次のように証言する。


　「七三一には常時三百人から五百人ぐらいの満人がはたらいていた。部隊が雇った満人のために、十数人の満人通訳がいた……八木沢班の農場にいた満人通訳は、七三一の崩壊が始まった昭和二十年八月九日から十日にかけ、労務班によって全員射殺された……なぜそんなことをしたのか。八木沢班の主要任務が外に漏れることを恐れたからだ……八木沢班の進めていた黒穂病の研究内容は農業試験場が行なうものとなんら変わるものではなかった……八木沢班はクロボ菌を空中から散布するための研究をしていた。農業試験場は麦や穂の保健のため。八木沢班は殺すため……研究方法はおなじだが、目的は百八十度正反対だった。ソ連の穀倉地帯をクロボ菌で直撃することはできないか。この研究が八木沢班に与えられた主要任務だったのだ」


　対人間だけでなく穀物にたいする細菌戦の準備・研究──広大な農場とガラスハウスの〝秘密〟はここにあったのである。




第七章　悪魔の姉妹・一イチ〇マル〇マル
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　奇怪な災厄

　第七三一部隊が一九三九年（昭和十四年）、ハルピン市南方約二十キロの地点の平房付近に設定された特別軍事地域へ移駐してから、ハルピン市内やその周辺で次々に奇怪な〝災厄〟が発生した。


　〝災厄〟の正体は、突如として流行する各種の急性伝染病である。


　一九四〇年の夏、当時満州国の首都であった新京（長春）の北北西五十キロに位置する吉林省農安県で突然、混合ペストが発生した。


　初め県城内に発生したペストは、数日後には城外の農村地帯に蔓延、燎りよう原げんの火のように農安県一帯に広がった。


　ペストには①腺ペスト②肺ペスト③皮膚ペスト④眼ペスト⑤ペスト敗血症の臨床上五つの病型がある。


　農安県で発生したペストは二病型以上が混合したものであった。県下のいたるところで発病者が続出、ばたばたと人が倒れた。ペスト発生の急報は平房の関東軍防疫給水部本部にもたらされ、衛生兵が出動し消毒に当たったが、広がるペストの猛威にほとんどなすすべもなかった。


　死者三百名余。これが農安県で発生したペストの惨害であった。関東軍当局はこれを百二十名余と説明した。怪事は続いて起こった。今度はハルピン市傅家甸フージヤデン地域を中心に腸チフスが発生したのである。傅家甸とは、前述した大魔窟である。チフスはまたたく間に同地域からハルピン市内に蔓延、多数の死者を出した。


　このときに発生したチフスは当時十万人近くのハルピン市在住邦人をも巻きこみ、中には発病した愛児を看病中の母親が感染発病し、二人を看病した父親も発病、一家全滅となった邦人文房具商の事例も起こった。チフス患者は多数にのぼり一般病院では収容しきれず、ハルピン陸軍病院にもかつぎこまれた。


　「私の通学していた哈爾浜高等女学校（のちの富士高女）でもぞくぞく病人が出たので、にわかに夏休みを繰り上げたくらいでしたが、休み明けの慰霊祭には二十名の遺影が並びました。これは強烈な記憶でした。噂うわさでは『スパイが病菌を水源にまいた』ということでした……突如はじまって短期間に終息した嵐のような出来事でした」


　このときのチフス騒動について、当時ハルピン在住の女学生だったＫ・Ｓさんはこう回想している。


　ハルピン市でのチフス発生と並行して新京駅の裏手、北一キロ付近一部を占めていた、密集細民街──三不管サンプウカンで、突然ペストが発生した。


　三不管という地名には、ロシア、中国、日本の三国がともにこの地域を管理せずという意味があった。日露戦争以後、ロシアと日本の間に国際紛争をさけるため、南満州鉄道新京駅付近に軍事緩衝地帯が設けられた。満州国が成立してからも、三不管は一種の治外法権地域として白系ロシア人、中国人、朝鮮人、モンゴル人などが多数住みつき、傅家甸のミニチュアのような魔窟が出現していた。


　三不管に発生したペストの模様を山田清三郎氏は『細菌戦軍事裁判』で次のように書いている。


　「……当時、三不管には限られた狭い区域に、七百戸、五千人の細民たちがひしめき密集して、住んでいたのだ。雪崩れこむように白衣の防疫隊による、患者の隔離、強制検診、予防注射、各戸毎の消毒等々、魔窟はまさしく、蜂の巣をつつく騒ぎとなり、名状しがたい混乱の渦のなかに、投げこまれた」


　伝染病の発生はこれにとどまらなかった。次にはハルピン市東北二十キロ付近、松花江の南岸にあった浜江省阿あ城じよう県の満蒙開拓団で、飼育していた羊や馬が原因不明の病気にかかり、大量連続死するという事件が起こった。


　一連の伝染病蔓延の裏には、なにがあったのか。





　細菌人間の標的ターゲツト

　一九四〇年（昭和十五年）の夏、ハルピン市内および周辺都市で発生した各種急性伝染病について、関東軍当局はその原因をさまざまに説明した。


　農安県で大流行したペストは「興安嶺シンアンリンのネズミが市街地に入りこみ、ペスト・ノミを人家にふりまいたため」であり、ハルピン市内傅家甸地域を中心とするチフス発生や三不管区域のペスト患者発生は「飲食街の非衛生、ネズミの駆除不十分」が原因である、とされた。


　「……団営の大きな羊舎に、千頭程の羊を飼い毎日二─三名の羊飼いの苦力（中国人の羊飼い雇人）によって放牧飼育していた。親が子を産み、子が子を産んで増える筈はずの羊が減る一方。盗まれるのでもなく、屠と殺さつするのでもない原因不明の病気にかかり、大量の羊が死に、終戦間際には二百頭足らずに減っていた。私達団員は、いやという程羊肉を毎日食べ、皮は塩をまぶし付け、なめし工場（開拓団の一民家）に運ばれ加工された。加工されたなめし革で、オーバー、チョッキ、靴下等を造り、満州の冬は寒い故、開拓団員に愛用された……」


　当時、三さん裸ら樹じゆ付近に在住していた天理開拓団員、風間博氏は〝不可解な羊の大量連続死〟についてこんな投書を寄せている。羊の病死発生とともに第七三一部隊から調査隊が開拓団に入ったが、これは「原因不明」ということで片づけられた。


　急性伝染病の蔓延とその終息には共通した現象があった。


　それは①伝染病は突如として発生し②第七三一部隊が原因究明と蔓延予防のために出動し③短期間に終息を告げ④発生区域の民家立ち退き、取りこわし、街区整備、患者の強制検診と住民の隔離が強行される、というパターンである。


　例えば三不管小魔窟で発生、死亡したペスト患者はわずか数名であったが、ペスト騒動が一区切りついたところで関東軍は全住民を二キロほど離れた「宋家窪子」なる急造の村落に移住させ、工兵隊が〝徹底防疫〟の名で三不管街区を爆破してしまったという（山田清三郎氏『細菌戦軍事裁判』）。


　また傅家甸地域に発生したチフスに際しては、消毒・患者隔離と住民検診に入った第七三一部隊診療部員とともに、多数の関東軍憲兵隊員、特務機関員、および工兵隊員が派遣された。


　関係者の記憶によれば、「チフス予防の名目で、当時傅家甸にいた白系ロシア人、中国人のたまり場である地下賭博場──それは武装した中国人ギャングが守っていた──を関東軍憲兵隊がしらみつぶしに調べるとともに、予防隔離と称して多数のロシア人、中国人を強制連行し建物が破壊された」


　元ハルピン憲兵隊本部に勤務していた憲兵の一人は次のように証言する。


　「そうである、と明確に断定する根拠は私にはない……だがこういうことは当時聞いた。ハルピン市内には素性不明のロシア人や中国人がうようよしており、平房に設置された第七三一部隊の秘密や関東軍の兵力配置、装備内容を探ろうとするスパイが傅家甸に潜入していた。なにか事が起こるのをきっかけに、大魔窟の徹底捜査をやり、完全支配下に置かねばならないとは、憲兵隊本部が常々考えていたことだった……チフスの発生はその絶好の機会をわれわれに与えた」


　第七三一部隊には、当時特殊任務を帯び、夜な夜な変装外出してはハルピン市内に潜入する〝マル特〟と呼ばれる隊員グループがいた。同隊資材部、第三部に所属する格闘技と語学に長たけ選抜された隊員たちである。


　〝マル特〟の隊員たちがどのような任務を帯び、なにをしているのかを知っているのは石井部隊長ほか数人の幹部であった。


　〝マル特〟隊員たちは夜陰に黒塗りの乗用車に乗っていずこともなく部隊から出て行き、場合によっては一か月以上も帰隊しないことがあったという。「南京出張」「ハイラル支部出張、事務連絡」──これが〝マル特〟隊員の姿を消す名目であった。


　また、当時特別班（「丸太」管理担当）にいた元隊員によれば「伝染実験体となったマルタが、夜間ひそかに隊外へ連れ出されることもあった」という。





　関東軍軍馬防ぼう疫えき廠しよう

　一九四〇年（昭和十五年）の中国東北部各地におけるチフス、ペスト発生は、第七三一部隊と関東軍憲兵隊本部、および同特務機関三者による極秘の〝連係作戦〟である疑惑が濃い。


　では、当時〝満蒙開拓団〟の一部に猖しよう獗けつをきわめた「原因不明の羊病」の正体はなんであろうか。


　実は第七三一部隊のほかに、関東軍には「軍馬防疫廠」（満州第一〇〇部隊）と名乗るもう一つの細菌部隊があった。


　一九三五年（昭和十年）に編成された満州第一〇〇イチマルマル部隊の最高責任者は、当時関東軍獣医部長高橋隆篤獣医中将である。高橋獣医中将のもと、若松獣医少将が第一〇〇部隊の部隊長をつとめた。


　第一〇〇部隊は、第七三一部隊の研究実験と人材を基礎にし、新たに創設された家畜と植物を対象とする細菌戦部隊である。隊の本拠地は、新京南方十キロの孟もう家か屯とん付近にあった。隊員数八百名と、第七三一部隊のそれよりもやや小規模ではあったが、頑丈なコンクリート二階建てと多数の研究室が広大な敷地内に建設されていた。


　第一〇〇部隊は細菌戦実戦研究の第一部と第二部に分かれ、第二部の構成は次のとおりであった。


　第一課　炭疽菌製造および研究実験


　第二課　鼻疽菌製造および研究実験


　第三課　その他の流行性獣疫菌製造および実験研究


　第四課　（同右）


　第五課　黒穂病菌およびモザイク病菌の製造および実験研究


　第六課　牛疫病菌の製造および、他の化学性毒物の製造研究


　ここに出てくる炭疽病とは、人畜を冒すもの、植物を冒すものの二種類があるが、第一〇〇部隊で製造、研究されていたのは動物対象が主体であった。脾ひ脱だつ疽そとも呼ばれるこの病気は、耐久性に富んだ炭疽菌が傷口から、あるいは食物に混じって、動物の体内に入り、発病する。敗血症を起こし、激しい発熱と同時に全身の粘膜から出血し、急激な症例は死亡までが半日、多くは一日ないし二日という激烈なものである。


　また鼻疽病とは馬、驢馬の法定伝染病で、感染すると鼻からおびただしい鼻汁を出し、二週間でほとんど死ぬ。馬以外に、犬、羊にも伝染する。的確な予防法も治療法もないところから家畜の大敵として知られている。人間にも感染し、急激な場合は二、三週間でほとんど死ぬ。


　第一〇〇部隊は、こうした病菌を用い、中国軍、ソ連軍の軍馬や農村地帯の家畜を全滅させる実験研究を行なっていた。
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　炭疽病、鼻疽病は人間にも伝染する。病菌を注射した牛馬や羊を、こっそり敵地で放つと軍馬家畜が次々と感染し、牛馬の世話をする人間をも殺すことができる。第一〇〇部隊はここに着目したのである。


　第一〇〇部隊は炭疽菌だけでも年間一千キログラム、鼻疽菌を五百キログラム、赤穂病菌百キログラムの製造能力を有していた。


　「対ソ作戦が始まったとき、もし日本軍が作戦上の都合で大興安嶺まで転進（退却）した場合にはいっさいの河川、貯水池、井戸を細菌や猛毒で汚染し、すべての作物を荒廃させ、羊牛を死滅させること」これが関東軍司令部から第一〇〇部隊に与えられた主要任務であった。


　第一〇〇部隊の〝実験研究〟は単なる机上の、あるいは研究室内だけのものではなかった。ここでも「丸太」が使用されたのである。


　「……生キタ人間ヲ使用スル実験ハ一九四四年八月─九月ニ行ワレマシタ。コレラ実験ノ内容ハ、被実験者ニ気附カレナイ様ニ彼等ニ催眠剤及ビ毒ヲ与エルコトデアリマシタ。被実験者ハ七─八名ノ中国人トロシア人デアリマシタ。実験ニ使用サレタ薬品ノ中ニハ朝鮮朝顔、ヘロイン、ヒマシ油ノ種子ガアリマシタ。之等ノ毒剤ハ食物ニ混入サレマシタ。二週間ニ亘わたッテ各被実験者ニ毒剤ヲ盛ッタ此ノヨウナ食事ガ五─六回支給サレマシタ。汁ニハ主トシテ朝鮮朝顔ヲ混入シ、粥かゆニハヘロイン、煙草たばこニハヘロイントバクタルヲ混入シタト思イマス。朝鮮朝顔ヲ混入シタ汁ヲ与エラレタ被実験者ハ三〇分乃至一時間後ニハ眠ニ落チ五時間半眠リ続ケマシタ」


　──これは第一〇〇部隊にいた三友第六課員が、のちにハバロフスク軍事裁判法廷で明らかにしたむごたらしい生体実験の事実である。


　こうした実験を行なった結果、「丸太」は衰弱し、実験の役に立たなくなった。衰弱した「丸太」に、第一〇〇部隊員は下痢を起こさせたうえで、薬と称して〝青酸化合物〟を注射して殺した。


　第七三一部隊では「丸太」の骨と灰を〝骨塚〟に捨てたが、第一〇〇部隊では、部隊裏の家畜墓地に「丸太」の死体を埋めた。


　第七三一部隊と第一〇〇部隊は、ともに細菌をもてあそぶ悪魔の姉妹であった。





　役畜皆殺し作戦

　一九四二年夏のことである。ソ満国境近くを流れているデルブル河畔に三十人近い男たちが野草を分け、河原を伝って歩いていた。


　男たちは関東軍軍馬防疫廠満州第一〇〇部隊の村本少佐以下、将校、研究員、技術員たちであった。


　小人数であったが一行の装備器材は大がかりなものであった。空気でふくらませる二隻の大型ゴムボート、背の高い金属製容器十数個、大型のトランク、ガラス容器、桶、長いひしゃくなどが、外見を布でくるみその正体がわからないようにされ、運ばれていた。


　先頭に立った指揮官らしい男が双眼鏡を目に当て、デルブル川の下流をみた。あと数キロのところでソ連領である。双眼鏡で偵察するかぎり、ソ連軍国境守備隊の姿は見当たらなかった。


　指揮官が手を上げ、一行は停止した。身の丈ほども茂る水草の陰で器材の組み立てが始まった。ゴムボートが膨張し、二隻のボートの尻に岸からのロープが結ばれた。


　ボートの上に大型の金属製容器や桶が積みこまれた。真夏の、しかも日中の作業である。男たちの軍装は汗にまみれた。


　ボートの上に一人ずつ、第一〇〇部隊の研究員が乗りこんだ。短いオールを巧みにあやつり、ボートはデルブル川の中流に進む。一隻のボートが約百メートルばかり進んだところで、二隻目のボートが発進した。おなじように金属製容器やバケツ様のものが積みこまれ、一人の研究員が櫂かいをさばいていた。


　岸からのロープが張り切ったところで、二隻のボートの上から研究員がそれぞれの容器のふたを開き川面に浸した。容器の中には大量の鼻疽菌が入っていた。鼻疽菌が馬、羊など家畜の大敵であることは前項に書いたとおりである。


　容器は川面の下でゆっくりと鼻疽菌を吐き出し続けた。デルブル川は下流のすぐ近くでアルグン川に合流する。アルグン川はソ連領に流れこんでいた。いまや第一〇〇部隊の実験目的は明らかであった。ソ連軍国境警備隊の目をかすめ、国境から至近距離の地点で大量の鼻疽菌を流しこもうというのである。


　鼻疽菌でたっぷり汚染された川水がソ連領に流れこめば、その水はどこか岸の近くでよどみ家畜が飲み、人間が飲む。その結果、ソ連領内で多数の家畜と人間が死ぬはずだ……。これが第一〇〇部隊実験隊のねらいであった。


　二隻のゴムボートは約一キロメートルの範囲にわたってゆっくりと川を遡さかのぼりながら鼻疽菌を川面に流し続けた。当時日ソは開戦状態にはなかったが、これは実験に藉しや口こうした事実上の細菌戦であった。


　「演習の名目は第一〇〇部隊第六課夏季演習ということだった……このとき合計十二キロほどの鼻疽菌が隊から持ち出された。帰隊した演習班が『実験完了』を報告していたところをみると、鼻疽菌はすべて川の中に流しこまれたのだろう」


　元一〇〇部隊員の証言である。その結果、下流で何が起こったのかは、一般隊員にはわかっていない。


　こうした〝実験〟は規模の大小を問わず第一〇〇部隊の常習するところとなっていた。


　満蒙開拓団で発生した「原因不明の大量の羊の連続死」は、おそらく、第一〇〇部隊がソ満国境で行なったのと似たような潜行実験の二次的な波及結果ではなかっただろうか。


　第一〇〇部隊はまた、ソ満国境近くのハイラル市西北八十キロメートルの地点に秘密の牧場を持っていた。牧舎には五百頭の羊、百頭の牛馬が飼育されていた。


　これらの家畜は、第一〇〇部隊が中国北興安省の住民から購入したもので、終戦になるまでそこでおとなしく草を食べ飼料を食はんでいた。


　だが第一〇〇部隊がただ太らせるためだけに家畜を飼育するはずがない。こうした家畜を〝温存〟する一方で、第一〇〇部隊は一九四四年四月に秘密部隊を北興安省に送りこみ、省内を視察するかたわら興安省一帯の「家畜総数」の計算を命じていた。計算の結果、家畜総数は約百五十万頭とはじき出されていた。


　「日ソ開戦になれば、国境を越えて進軍してきたソ連軍は、かならず北興安省の家畜を全部ソ連領内に戦利品として移送するだろう。そのときに鼻疽病菌を注射した羊、馬、牛を放棄して撤退すれば、一週間か二週間後には家畜のたまり場で伝染病が爆発的に流行するだろう……」


　第一〇〇部隊が牧舎にのんびりと羊を飼っていたねらいはここにあったのである。


　第七三一部隊と同様、第一〇〇部隊の実態は今日に至るまでほとんど解明されていない。第一〇〇部隊には多数の獣医、研究者が軍属として配置され、「丸太」を相手に家畜伝染病や毒物の研究を行なっていた。




第八章　飽食の日々
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　帝国陸軍一の美食部隊

　第七三一部隊の日常の食事に、高粱や粟、黍きびなどの穀物が登場せず、大豆すら主食として食しよく膳ぜんに出るのは月に一度あるかなしであることはすでに述べた。


　実は第七三一部隊は、日本帝国陸軍中、最も食事に贅ぜいをつくした部隊だったのである。


　ここに主計部門にいた元隊員が戦後持ち帰った、同隊の「隊員一人当リ一食ノ通常献立一例」という珍しいメモがある。部隊予算算定のための覚書きらしい。


　高等官朝食……玉子豆腐、スープ又ハ豚角肉入リ味み噌そ汁、焼魚干物、山葵わさび漬梅干等香物類、果物、白米飯、又ハ麵麭パン、珈琲コーヒー。


　同昼食……スープ又ハ澄汁、牛肉炒焼ビフテキ、海老えび天てん麩ぷ羅ら、豚肉牛ご蒡ぼう煮に〆しめ、香物類、果物、白米飯又ハ麵麭、冷菓、珈琲。


　同夕食……麦酒ビール又ハ酒、鮪まぐろ刺身、豚肉豌えん豆どう豆腐蒸物、大根塩しお鮭ざけ膾なます、香物類、果物、白米飯、甘味、珈琲。


　判任官以下朝食……豚角肉野菜入リ味噌汁、萌酢和あえ、山葵漬梅干等香物、白米飯。


　同昼食……豚肉落花生烙やき、豚肉煮〆、香物類、果物、白米飯、時ニ冷菓。


　同夕食……烏賊いか刺身、玉たま葱ねぎ卵包烙オムレツ、酢豚、白米飯、甘味、緑茶。


　元隊員の記憶によれば、このメモが作られたのは、一九四四年（昭和十九年）の春だというが、正確な日時は不明である。「山葵わさび」「炒焼ビフテキ」「麵麭パン」など漢字表記の連続だが、読んでいくと、第七三一部隊の豪華なメニューがわかる。


　「欲しがりません勝つまでは」「足らぬ足らぬは工夫が足らぬ」などの戦時標語と配給切符が日本国中の欲望を抑圧し、イモの葉っぱまじりのスイトンやサツマイモが〝国民食〟となりはじめていた昭和十九年ごろ〝平均的食事〟としてビフテキやエビの天ぷらが幅をきかせているのには驚かされる。


　元隊員の注釈によって説明を加えておこう。


　七三一隊員のうち妻帯者は家庭料理を味わえるが、独身隊員や、単身赴任の研究者・学者は隊の食堂を利用していた。また妻帯者も多くの場合、昼食は隊内食堂ですませた。


　第七三一部隊には軍属の資格を持つ専門のコックが八人もいた。コックだけではない。コックの包丁にかかる調理材料がまた豪華であった。豚肉、牛肉および冷凍魚肉などの魚・肉類は三度の食事にふんだんに出た。当時、前線の日本軍兵士が月に一度か二度配給を受ける甘味類──キャラメル、ビスケット、甘納豆、まんじゅう、ようかん、などもここ七三一ではたっぷり口にすることができた。


　三度のメシは、文字どおり〝銀シャリ〟の盛りつけであった。月に一度、「内地の窮乏をしのぶ」ため大豆が申し訳ていどに混ぜられたが、隊員たちの多くは銀シャリの中の豆を全部つまみ出し、口にしなかった。


　果物も豊富であった。夏は中国東北部特産の哈米瓜ハーミーグワと呼ばれる肉厚のマクワウリが美味だった。冬場はさすがに生鮮果物とはいかなかったが、冷凍みかんが食膳を飾り、干しぶどう、干しなつめ、干しりんごには事欠かなかった。「冷菓」は今日ならアイスクリームだが、第七三一部隊では、冷凍果物を意味した。


　パンは中国独特の、いわゆる中国パンである。コーヒーもあった。


　冬場に出るサイダーを、隊員たちはわざわざ窓の外に出して凍らせ、アイスキャンデーにして暖房の前で舌つづみを打った。


　「朝食に出る豚肉入りの野菜汁は実に美味豪華なもので、大根や人参をきざみこみ、五センチ角もあろうかという豚肉を山ほども入れて、ニンニク入りの味噌で味つけがしてあった……これを食器一杯食べると、ゲップが出た……部隊の中には、貧しい農家の出身者もいたが、三度三度の豪華な食事は、なによりも楽しみだった……中には『この豚肉の大盛り、郷里くにのお袋に一度でいいから食べさせてやりたい』と真顔でいう者もいたくらいだ」


　と、千葉県出身の元隊員はいう。


　こうしたデラックスな三度の食事には理由があった。第七三一部隊は、大量の細菌を製造していた。細菌は人間同様、栄養十分な肉汁や卵、糖分、澱粉を好む。


　このため、部隊は、隊の作戦に不可欠な〝兵器〟として、大量の肉類、澱粉果糖類、小麦粉や米麦の割り当てを受けた。ペスト・ネズミを太らせるためにも、「丸太」を肥えさせるためにも、チフス菌入りの毒まんじゅうを大量に作るためにも、豊富・豪華な材料が必要だった。


　部隊の医者、研究者は共通して足が細く腹が異様にせり出していた。軍事教練が苦手のうえ、美食をたらふく重ねていたからである。ある幹部は布ほ袋てい腹を収めるために、特別あつらえのズボンが必要であった。太りすぎて軍馬にも乗れなかった将校がいた。全日本が飢えていたとき七三一部隊は飽食していたのである。





　ワルプルギスの踊り






　一、〽青葉若葉の　緑の波が


　　　　果てしなき野に　漂う見れば


　　　　遠い昔の　妙なる夢が


　　　　胸の小琴の　音によみがえる


　二、〽東郷村こそ　我等のための


　　　　まこと楽しい　第二の故郷


　　　　鐘の音を吹く　山こそなけれ


　　　　虫の音から、月さしのぼる







　これは、第七三一部隊が隊員から懸賞募集した「東郷村小唄」の当選作である。


　七三一が、当初は「加茂部隊」、続いて「東郷部隊」、さらに「満州第七三一部隊」と部隊名を転々させたのは冒頭で紹介したとおりである。


　第七三一部隊にあったコンクリート三階建て（一部二階建て）の官舎の群れ（独身宿舎を含む）を、隊では「東郷村」と呼んでいた。


　ハルピン市南方二十キロの、だだっ広い広野のただ中にあった部隊である。軍機防衛のために隊員とその家族は、とかく不便な生活を送っていた。


　軍用バスに乗り小一時間もすれば、楡にれと馬ば糞ふんのにおいが同居する、にぎやかで美しいハルピンの町並みに出るが、生活の本拠はあくまで東郷村にあった。


　部隊の性格上、娑しや婆ばから隔絶された閉鎖村になることはやむを得ない。しかし三千人近い兵員が、細菌と「丸太」を相手に、何年も閉鎖村で生活するためには、文化的行事や娯楽やスポーツも必要であった。


　東郷村ではお盆が近づくと盆踊りをおこなった。本項冒頭に紹介した「東郷村小唄」の作詞者は総務部調査課員だったＴ氏。盆踊りのための懸賞募集であり応募作詩だったという。


　盆踊りには女子軍属も、このときばかりは平常勤務の洋式モンペを脱ぎ、浴衣に伊達だて巻まきの艶姿になって踊りの輪に参加した。


　昨今、モンペとか国防色、などという日本語が〝死語〟どころかまたぞろ勢いを盛り返しそうな気配すらある。それがどんなに窮屈なものであったか、ここで隊員の服装を説明しておこう。


　隊員の服装は国防色と呼ばれる黄味がかった褐色で統一されていた。軍属服は開襟で、褐色よりやや淡い色のワイシャツと国防色のネクタイが平常のものであった。他の色はいっさい不可である。
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　軍属服の肩には肩章がつけられ、腕には山型のマーク、胸には流れ星の刺し繡しゆうがあって部隊での階級をしめしていた。人間が星の数と色によってその価値を測られた。


　白色の流れ星は雇員。黄色は判任官。紫色のそれは高等官を表わした。


　雇員、判任官、高等官というのは当時の役人の位である。第七三一部隊員のほとんどは軍人ではなく、細菌戦研究のために配属された学者・研究者であり、身分は軍属で文官同様の位階が定められていた。


　軍属服につけられた肩章、腕章、胸章は部隊内の階級を相互に確認するためのもので、上官に対しては出会うつど敬礼（直属上官には停止敬礼）、命令には絶対服従であった。


　ズボンは乗馬袴はかま、長ちよう靴か。帽子蛇じや腹ばらの前部にも黄色の星があった。室内では脱帽脱靴が許されており、研究室では白い作業衣に更衣していたが、室外では着帽着靴、作戦地では雇員以上は帯刀、平常地（つまり第七三一部隊内）では判任官以上の帯刀が定められていた（後に痴情による刃傷沙汰が発生し、以後平常地での帯刀は禁止されたという証言がある）。


　部隊長の石井四郎は軍医中将であり、他にも軍人の身分を持った隊員は少なくなかったが、逆に軍人から軍属へ〝鞍くらがえ〟する者もいた。


　さて、盆踊りやスポーツの行事においては、こうした位階勲等をしばし忘れさせ、軍人や軍属を裸の人間に戻す効果があり、隊員相互の親睦も図れる。


　この効果を狙ねらって上層部は毎金曜夜には63棟で劇映画を上映させ、夏には盆踊りやすもう大会、秋には運動会や演劇・音楽祭、春には野球大会や内地から歌舞団を呼んでの慰問公演と、趣向を凝らした。部隊の中には女子軍属も加わっての演劇部もあり、「軍神・山崎部隊長」などの演だし物が人気を呼んだという。


　また、隊員夫人のホームシックを防ぐため、東郷村では家庭菜園が盛んに奨励された。


　だが「東郷村小唄」がいかに軽快なメロディとリズムを持っていようが、女子軍属の浴衣姿が艶あでやかであろうが、七三一は七三一だった。部隊施設の中心──７棟、８棟には「丸太」がおり、陳列室には「生首」が、本部一階にはペスト菌が充満していた。


　国防色一色の平常に、さり気なく文化やスポーツが接ぎ木されるとき──それは悪魔の残虐性が文化の糖衣でカムフラージュされるときなのである。





　女子軍属殺人事件

　一九四三年（昭和十八年）の秋（隊員によっては一九四四年春という者もいる）第七三一部隊に当時の幹部の頽たい廃はいをしめすミステリアスな事件が発生した。高等官官舎において一人の女子軍属の死体が発見されたのである。彼女の氏名は大月某女。所属は総務部庶務課員であった。大月某女は中背で肥り肉じし、胸と腰周りが肉感的な二十代に入って間もない独身女性であった。彼女を知る元同僚の一人はいう。


　「大月さんは岡山県出身の娘さんで、骨惜しみせずよく働く人でした。事務だけでなく料理や裁縫も上手で、習字や華道もたしなみ、官舎に咲いたコスモスなどを器用に活け、男性隊員の目を楽しませてくれるセンスの持ち主でした。それが急に元気を失い、どうしたのかといぶかしんでいる矢先に事件が発生したのです」


　女子軍属は東郷村に妻帯者向け官舎数戸を貸与されていた。


　大月某女の死体はある高等官官舎の一室で発見された。発見者は同官舎に出入りすることの多かった満人ボーイだったというが、正確なことはわからない。大月某女は洋式モンペを身につけ、喉のど首くびに手を掛け、苦悶の跡を表情にとどめて、口から泡を吹いて死んでいたという。一見して何か薬物を呷あおった結果の死のようであった。大月某女の不審死が伝わるや、部隊の中で重大な疑惑がささやかれた。疑惑は他殺を示唆していた。


　たしかに他殺を疑わせる状況が濃かった。大月某女は、総務部庶務課に勤務するかたわら、吉村班のＹ技師宅にメイド代わりとして詰めていた。Ｙ技師は日本内地から単身赴任した学者で高等官官舎に住んでおり、大月某女の死体は当該官舎の一室で発見されたのである。当時、部隊の幹部の中には数多くの単身赴任者がおり、Ｙ技師もその一人であった。高等官の身の回りの世話をするために満人ボーイが雇われていたが、ときには部隊の女子軍属がメイド代りを勤めることがあった。同僚の女子軍属の一人が「彼女は妊娠していたはず」と申し立てたものだから波紋はいっそう広がった。


　大月某女の死体は直ちに解剖された。やはり妊娠は事実であった。胎児の父親はだれか？　その詮せん索さくと同時に、隊の上層部が神経をとがらせたのは、死因となった薬物の正体である。胃や肝臓を調べた結果、大月某女の体内にある種の青酸化合物が証明された。これは第七三一部隊の中で草味班（薬理研究）にしかない、同研究室が開発した新型毒物であった。だが研究室のあるロ号棟建物には、女子軍属の出入りは禁止されている。大月某女が当該青酸化合物を入手するためには、人気の絶えた深夜に研究室へ忍びこみ、厳重に施錠された薬品棚から盗み出す以外に手はない。調べてみると毒物が盗み出された痕こん跡せきは認められなかった。大月某女の呷った毒物について、残る入手の可能性は一つしか考えられない。草味班員か、もしくは草味班員と親しい他班の隊員が直接、あるいは間接に当の毒物を外部に持ち出し、大月某女に与えた、あるいは服用を強制した？　解剖の結果、隊内の疑惑は促された。大月某女を妊娠させた当の相手が、胎児の始末に困ったあげく彼女に因果を含め自殺を強制したのではないのか。あるいは飲料に混入し、悪阻つわりか堕胎の薬とあざむいて彼女に与えたのではないのか。Ｙ技師は上層部からの簡単な事情聴取に応じたあと、さっさと内地に帰国したという。大月某女の死因解明はここでストップした。


　「七三一隊員が死亡した場合はハルピンの火葬場に送り、丁重に荼毘だびに付す。これが部隊の慣例でした。ところが大月君の場合に限って、部隊上層部は解剖後、マルタと同じ焼却炉で彼女の遺体を焼いてしまった。たぶん、骨上げの段階で胎児の存在が判明したり、あるいは毒殺の嫌疑が生じたりするのを防いだのだろう、と当時部隊の一部でささやかれたものだった。大月君のケースはほんの一事例で、高等官宿舎では、妻が若い雇員と通じたり、幹部が女子軍属を誘惑したり、ほかにも風紀上好ましからざることが横行していた。『石井隊長が先頭に立って不行跡をはたらいているんだから、幹部が見習うのも無理はない』。こんなことも当時いわれていた」


　と元隊員の一人は証言する。大月某女の死の謎は、戦後の今に至るまで解明されていない。




第九章　日本陸軍の私生児──第一期少年隊員の苦闘
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　少年見習技術員

　「前略　此度アカハタ紙上にて満州第七三一部隊の実録御掲載の由聞き及び、早速知人を介して興味深く拝読して居ります……」





　冒頭こんな書き出しで始まる元隊員からの投書を受け取ったのは、一九八一年七月下旬のことであった。投書末尾に「ＫＫ生」とあるだけで投書者の住所氏名は伏せられたままとなっている。投函局のスタンプは「ＫＹＯＴＯ　西陣　７・25・81・12─18」と辛うじて判読できる程度である。あるいは私の読みちがいかもしれない。投書の文面から、相当の年配男性と察しがつく。


　投書の内容は続く。──


　「……殊に第一回目は第七三一部隊要図が発表され、此点について元部隊関係者の一人として一言付言致し度存じます」


　「戦后、元隊員秋山浩氏の『特殊部隊七三一』を初め、既に二十種に余る七三一に関する記録、取材記事等が種々マスコミに発表され、七三一に関する秘匿すべき部分は全てが発表され概括大要は尽くされ暴露されたものと思考される。中には興味本位或いは殊更扇情的に扱った記事も一部あったが、真剣に追い続け正確を期そうとする努力がありありと見られるものが多かったと小生思慮致します」
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　「……その意味で連載第一回に一挙掲載された『要図』は我々一部同僚にとっては既にその存在が知られているものでは有ったが、これ迄世間に発表される事無く、一部関係者の手から手へ保存複写改良されつつも埋もれて来た貴重なる物だけに、森村氏今回入手発表の運びには小生驚きを禁じ得ませんでした」


　「この『要図』は我々元七三一関係者にとって今更珍しい物では無い。しかし近刊近著に至るも秋山氏発表の不正確なる略図が使用されて来たのは、七三一隊員らが訂正発言の世間に与える影響大なるを慮り只管ひたすら今日迄黙秘され、七三一隊員相互の友情を守り現在に至ったものと考えられます。『要図』の発表されたこのあとは、七三一に在籍した者が従来書かれて来た二十種に及ぶ記録、記事の至らざる処、誇張された処を訂正補足し、森村氏連載中に生かし、七三一の正確なる集大成として善悪共に真の姿を残すべきであると考える次第であります」


　「此期に至り『要図』提供者に一言を。此の時期に至って本図を公開することは、何ら七三一隊員の信頼や友情を裏切る物では無い。戦後既に三十数年、七三一在籍者の或る者は幽明境を異にし、又或る者は僧籍に入り、或る者は漸くにして社会の第一線を退き、過ぎ越し方を振り返らんとする時期に達して居る。森村氏の執筆意図にもある通り、歴史の空白は埋められなければならない」


　「……七三一には石井中将と戦後に於ける占領軍との関係、七三一部隊の真実の沿革、当時十四歳から十五歳にして入隊して来た少年見習技術員たち数百名の紅顔可か憐れんなる青春と戦後経歴を秘匿した苦難の人生航路等々、世間には未だ知られざる秘史が存在する」


　「筆者森村氏が斯こうした七三一の実録に筆を染め、七三一の正史に挑まれんことを祈念しペンを置く次第です。匿名にて失礼の段御許し被下度。敬具　ＫＫ生」


　私は投函局スタンプにある、「ＫＹＯＴＯ　西陣」を唯一つの手掛かりとして、投書の主を割り出そうと手をつくしたが、現在に至るまで、試みは徒労に終わっている。


　①石井中将とアメリカ占領軍との関係、②第七三一部隊の真実の沿革、③少年見習技術員と呼ばれる特殊隊員の軌跡──が「正史を書け」というヒントの内容であろうか。


　「関東軍防疫給水部本部満州第七三一部隊の実録」と銘打って書き進めてきたが、ＫＫ氏指摘の①─③は、なるほどペンの照射いまだしのところである。


　また私の意図するところは、日本陸軍の一派遣軍のそのまた一支部隊の戦記ではない。七三一を戦争悪の象徴として、軍国主義と戦争悪の構造の解剖にある。


　ところでＫＫ氏投書の「……当時十四歳から十五歳にして入隊して来た少年見習技術員たち数百名の紅顔可憐なる青春」とは何を指しているのだろうか。


　第七三一部隊に「少年見習技術員」と呼ばれる少年たちがいた事実は、いくつかの文献に出てくる。ＫＫ氏投書中「元隊員秋山浩氏」は、秋山氏の著書『特殊部隊七三一』を読むかぎり、少年見習技術員第四期生（終戦当時十六歳─十七歳）ではないかと見当がつく。





　『房友』という機関誌

　ここにごく少数の関係者にしか知られていない『房友』という機関誌がある（本章中扉参照）。


　各号タイプ印刷、全二〇ページ─二五ページの分量に緑や朱の表紙をつけただけの小冊子である。


　毎号どのページを繰っても、発行元の表示も、発行責任者や事務局の所在地を示す奥付もない。事務局の存在は伏せられ、マスコミ等からの取材に予防線を張っている。


　「房友会」──


　これは元七三一部隊少年見習技術員たちがつくっている戦友会のことである。『房友』はその機関誌である。


　房友、の「房」は第七三一部隊のあった平房から取ったものであろうか。あるいは「房友」の二字がクラスメートを表わす中国語でもあるのだろうか。「房ぼう」は部屋を表わし、「房ふさ」は一茎に群がり生じた花や実を意味するから、同窓や同期の桜を表わしているといえなくもない。もし後者の意を持つのならば、これは元第七三一部隊少年見習技術員たちの同窓会といえよう。


　『房友』が創刊されたのは一九五七年（昭和三十二年）十一月十五日のことである。創刊に先立って会員から会の名称を募ったところ、「七三一」「平房」「錬成」「雑菌苦楽部」「房友会」「明魂」「平房友の会」「光」「向上」「友」などの案が寄せられ、「房友会」と決定したという（『房友』創刊号）。


　今年（一九八一年）一月に発行された『房友』第六四号には、次のような一会員からの投書が載っている。


　「……聞くところによりますと『房友会』の在り方についていろいろ御批判の声もあるようですが、私達は決して回顧趣味であったり、過去を賛美したりしているのではありません。異郷にあって、少年の頃の一時期に、同じ屋根の下で苦楽を共にして来た仲間が何年かに一度出会うことによってお互いの健康を祝福し、旧交を温める、更に親睦を深めていくこの様な機会があってもよいのではないでしょうか」


　同号にはまた次のような投書もある。


　「……記載記事を拝見させて頂くたびに皆様のご活躍と少年時代を想い出されます。元気潑はつ剌らつとした諸氏を見た時、これからの日本の危機を救うのは若き血潮に燃ゆる諸君に大きな期待を抱き、石井先生始め各先生方から化学的基礎教育を学ばれた事が昨日のように思われます……」


　ここに出てくる「石井先生」とは第七三一部隊長であった石井四郎軍医中将を指すものであろう。投書の傾向と内容は各人各様である。


　また〝昭和一桁けた〟組の私にとってドキリとするようなこんな文言も目につく。


　「われわれ昭和一桁は、戦前、戦中、戦後と国の中核となって活躍し今日に至っている。これも平房精神のお蔭かげである……」


　「房友会」と機関誌『房友』のルーツを追っていくと、それは戦中の一九四二年四月初旬、日本内地から、凍てついたハルピン市駅頭に降り立った総数百七名、年齢十四歳─十五歳の少年群像に突き当たる。


　第七三一部隊少年隊──集結した直後から少年たちはそう呼ばれた。





　七三一小姓部屋

　第七三一部隊に入隊した少年隊員たちは、二つの共通項を持っていた。


　その第一は、出身家庭の経済状態が裕福ではなかったということである。第二は、少年たちがいずれも国民学校（現在の小学校）在学中、成績優秀で、優れた頭脳の持ち主であり、向学心に燃え知的好奇心旺盛な者ばかりだったということである。


　関東軍司令部あるいは第七三一部隊教育部からスカウトが日本内地全国に派遣され、進学意欲を持ちながらも家庭の都合でそれを断念せざるを得ない事情にある少年たちを「軍の少年見習技術員にならないか」と誘った。


　軍の少年見習技術員は、当時、家庭が貧しく上級学校へ進学できない少年たちにとって、資格を取り勉学の道に進む有力な方法であった。


　幼年学校進学などとちがって、少年見習技術員には軍属の身分が保証され、わずかではあるが月給も支給され、そのうえ寝食の心配はいっさいない。配属される部隊内には教育施設（学校）もある。「お国のために御奉公を……」の教育色一色に全国の小学校を染めていた時代である。第七三一部隊から学校を通して勧誘を受けた少年たちの多くが、募集に応じた。


　北は青森県から南は鹿児島県まで、受験にパスした十四歳から十五歳の少年たちが、単身内地からハルピンへ向かった。


　ハルピン駅に降り立った少年たちは直ちに平房に移動、第七三一部隊教育部に配属された。今でいえば、中学校（小学校に高等科が二年あり、いまの中二に相当した）卒業直後のまだあどけなさの抜けない子どもたちである。むろん、七三一がどんな特殊任務を帯びている部隊なのかなど、知る由もなかったのである。


　百七名の少年たちが入隊した一九四二年（昭和十七年）四月当時、部隊施設のほとんどは完成していたが、はたして少年たちが北満の地まで来るだろうかと危惧されるまま、少年たちの受け入れ準備は整っていなかった。


　少年たちは、大きな倉庫を改造した急ごしらえの少年隊宿舎に、ひとまずの旅装を解いた。四月上旬とはいえ、初めて来たハルピンの夜は聞きしにまさる寒さであった。夜になると、がらんとした天井の高い倉庫改造宿舎の屋根に、木枯しが鳴った。


　互いに見知らぬ少年同士である。消灯時間とともに布団をかぶったが、近くの平房駅を通過する夜汽車の汽笛に、郷里、親兄弟、これから先の隊内生活のことなどあれこれ思いめぐらして、少年たちの目は冴さえる一方であった。


　はげしく吹き抜ける異国の強風を聞きながら身を横たえると、寂せき寥りようと不安が少年たちの胸を咬かんだ。──





　日本内地から多数の軍医、医学者、研究者を集めて発足した部隊は、加茂部隊を名乗った創設当初から慢性的な研究者不足に悩んでいた。


　特に深刻だったのは、細菌戦を専門に研究する中堅技術者の絶対数の不足である。


　細菌製造、実験には、理論面の指導・研究を行なう学者と、学者を補佐して実験データの整理作成、各種標本作成にたずさわる多数の研究者・助手が不可欠である。戦前の日本には、衛生臨床検査技術者を大量に育てる教育機関は少なかった。


　とりあえず日本全国各地の病院や公衆衛生関係部門から、検査技術を持った技術者が軍属として七三一に配属されたが、細菌を扱う危険な作業と不慣れによるミスで多数の犠牲者が出た。また部隊を離れる技術者も少なくなかった。


　こうした状況を重視した石井四郎部隊長は、細菌戦のノウ・ハウと防ぼう諜ちよう面での鉄の規律を身につけた熟練技術者養成を着想した。ここから少年見習技術員の大量養成──七三一子飼いの中堅幹部育成が計画されたのである。


　実は一九三八年（昭和十三年）ごろにも七三一にはすでに少年隊員第一陣のメンバーがいた。だが一九四一年の関特演（関東軍特別演習）から同年十二月八日の太平洋戦争勃発を経て、これら少年隊員の多くは南方に転戦し、第七三一部隊に根を下ろさぬまま前線で防疫給水作戦に参加、技術者育成の事業は戦線の拡大によって中断したままとなっていた。


　倉庫改造宿舎に眠れぬ第一夜を過ごした少年たちは、第七三一部隊が新たに養成を開始した、事実上第一期の少年隊員たちだったのである。いわば、七三一小姓部屋の誕生であった。


　早春、夜間には零下二十五度を超す極寒の地で、少年隊員たちにきびしい訓練の日々が始まった。





　鬼のカリキュラム

　少年隊員の一日は午前六時、起床ラッパとともに始まる。洗面抜きで宿舎横の練兵場に集合し体操の開始である。


　少しでも寝坊したり、ぐずぐずして遅れようものなら、たちどころに班長の木銃、ビンタがとぶ。総勢百七名の第一期少年見習技術員は、入隊式の直後、四班に編成された。各班の長には下士官上がりの軍属が配置されていた。純真な少年たちにとって班長の叱しつ責せきは何よりも恐ろしいものであった。教育本部から鳴りひびく起床ラッパを聞くや否や、少年隊員たちは先を争ってとび起きた。


　約三十分の体操、駆け足のあと少年隊舎へ戻り、洗面後食事当番が朝食を運んでくる（初期は63棟食堂へ行った）。豚肉のたっぷり入った味噌汁と白飯が大きなアルミ容器に山盛りで出る。第七三一部隊〝名物〟、栄養満点の朝食である。豚肉にはときどき豚の体毛がそのまま付着していることもあったが、貧しい農村出身の少年隊員の目には、夢のようなご馳ち走そうだった。


　朝食終了後、暫時の休憩を取り、午前九時から教育隊舎で猛勉強が始まる。これが少年隊員の毎日の日課であった。


　第七三一部隊の中堅技術者を育てようというのである。学習の内容は高度で次のように広範な分野にわたっていた。（　）内は教授名である。


　数学（高木陸軍教授）　語学　英語（羽野陸軍通訳生、当時）　漢語（春日陸軍通訳生）　化学（阿部薬剤中尉）　物理（斎藤陸軍教授）　地理（堀内陸軍助教）　歴史（堀内陸軍助教）　博物学（八木沢陸軍技師）　国漢（有木陸軍技手）　軍事学（長屋陸軍　属）　生理学（白井軍医中尉）　細菌学（伊藤軍医大尉＝この中には細菌検査法、染色法、培養基製法、滅菌消毒法、動物解剖術などを含む）


　「猛烈な詰め込み教育だった……授業中、教室の後方には木銃を持った教育部員が生徒を看視し、居眠りなどしようものならたちどころに一発食ったものだ……しかし少年たちは『お国のために役立つ人物になろう』という使命感と知識欲に燃えていた。食いつくような闘志で教官の一言一句を消化し、だれもがすばらしい成績を収めた。難解な授業にひるまず、驚嘆するような成長ぶりだった」


　と当時班長の任にあった元隊員は、第一期少年隊員の印象を語る。


　少年隊員をまごつかせたのは化学の時間である。全員が初めて目にする亀かめの甲（化学記号）であるにもかかわらず、教官の授業はハイピッチで進む。このため少年隊員らは、食堂、トイレットと場所と時間を選ばず寸暇を惜しんで化学を勉強した。


　少年隊員の苦手は午後の軍事教練だった。日本内地全国から集まった頭脳の鋭い少年たちも、体力と運動神経には個人差があった。銃剣術、格闘技の〝特訓〟や隊内規律は軍隊特有のきびしさであった。


　「それでも、毎月の給料をもらううえに、隊内教育が終われば成績優秀者はハルピン医科大学に進学できる……将来は医者になる道も開かれている。臨床検査技師にもなれる。宿舎代と食費はタダ、そのうえ隊内教育の半ばにして無条件で雇員になれるのです。子供心にも『こんなけっこうなところに来て、落ちこぼれたりできるものか』と自覚していたものです」


　とは元少年隊員の回想である。


　猛烈な詰め込み教育と軍事教練が終わり、夕方になると、少年たちに自由時間が与えられる。「七三一生え抜きの隊員として王道楽土建設の礎石となるべき人材」と位置づけられた少年隊員も、自由時間には一人の子どもに戻った。


　春の夜、夕食後隊舎を出て太平原の果てを眺めていると、望郷の念に胸を締めつけられた。


　班長に叱責された日など、郷愁と懐旧の口笛を一人吹いていると、寂寥感が全身を包み、熱い涙が頰ほおをぬらす。〝脱走〟……こんな二字が少年隊員の脳裡を横切り、貧しい家の暮らしを思い、泣きながら寝床にもぐりこんだこともしばしばであった。


　入隊してきた百人を超す丸坊主頭の少年隊員の姿は、上層部の目にも、さすがに自分の子どもと比較しての憐れん憫ぴんを誘ったようである。


　教官たちは示し合わせて「おい、〇〇と××、きょうはうちの畑をちょっと手伝ってくれんか」と少年隊員に声を掛ける。東郷村宿舎には各戸ごとに小さな家庭菜園がある。その手伝いである。


　だが、小さな畑の手伝いなど、ものの一時間で終わってしまう。そのあと少年たちを家の中に上げ、隊員夫人や娘らが手作りのおはぎ、手料理をふるまうのが目的であった。


　小豆と砂糖をふんだんに使ったおはぎの山と、女手のぬくもりを感じさせる家庭的な雰囲気は、少年たちの心をこよなく慰めた。


　また、「雇員どの」「技手どの」と大声で呼び、礼儀正しく敬礼する少年隊員の出現は、一種清新の気を七三一に吹きこみ、少年たちに尊敬される良き先輩になろうと努力する青年隊員も現われた。


　だが、そのうち一年間が過ぎ、少年隊員らに隊内各部教育が課せられるころ──彼らは七三一の暗黒の正体を少しずつ認識していった。





　鬼門の後継者

　第一期少年隊員たちにとって「七三一の日々は驚きの連続であり、スパルタ式訓練と勉学の累積」（元少年隊員の話）であった。


　少年たちを驚嘆させたことの一つに、部隊での教育実習内容のハイレベルな点が挙げられる。


　細菌学、免疫学の実習訓練の際、当然のことながら顕微鏡を使用する。少年たちの目を見張らせたのは、貸与される顕微鏡の数量と種類の豊富さであった。


　実習実験は、63棟左翼の二階実習室で行なわれた。広い実習室には窓際に広いカウンター風の鏡検台が配置され、その上にはブンゼン灯と一台ずつのオリンパス製光学顕微鏡が百五十余りずらりと並んでいた。当時、日本のどこの大学にいっても、学生一人に一台の顕微鏡を備えたところはない。いや、田舎にいけば顕微鏡ゼロの中学校も珍しくなかったころである。


　陽光を反射し黒光りしながら並んでいる顕微鏡と専用机に、少年隊員たちは嘆声を上げた。


　「心ゆくまで顕微鏡をのぞかせ、実地に手取り足取りして細菌についての基礎知識を教えてくれる……われわれの目は輝き、細菌学の知識をぐんぐん吸収したものだ。ピペット（微量容積の液体をとり出すために使用されるガラス製測定器）も、いわゆる簡易な駒こま込ごめピペットは使わず、本格的なピペットを使用するなど、教育実習の内容は実に行き届いたものだった」


　と元少年隊員の一人は回想する。


　顕微鏡の中に、細菌標本をセットし光源を与えると、細菌の周囲が暗黒となり、細菌だけが鮮やかな金色に光って浮遊するのが見える性能のものがあった。細菌の形状や構造を精密に観察するための特殊顕微鏡であった。おそらく暗視野顕微鏡ではなかったかと思われる。


　第七三一部隊には、当時はまだ珍しかった双眼顕微鏡もあった。この他にも、ハエが一匹室内を飛び回っていてもその気圧波動を正確に捉とらえるという、非常に精密で大型の化学天てん秤びんが完備し、当時の物価でワンセット数千円もする白金プラチナのシャーレや蒸発皿が多数あった。プラチナ蒸発皿は酸化しないので、実験用生菌を皿の上で殺さずに測定することができる。


　「七三一には、日本国内にはない高価で珍しい薬品が多数常備されている。すべてドイツからの潜水艦で運ばれて来たものだ」


　こんな話を聞かされた少年隊員もいる。しかもこれは単なる「噂」ではなく、事実であった。


　各部研究室に完備した白い洋式風呂や水洗トイレットは、少年たちにエキゾチックな幻想を与えた。


　だが、少年隊員たちの寝起きする少年隊舎のトイレットだけは例外で、水洗式ではなかった。そのため冬季には少年隊舎のトイレットは大小便が凍りつき、うずたかく積もる。それを二メートル余りの先のとがった鉄棒で突き崩す。凍っているので、突き崩す作業中はどうということはない。しかし作業を終え、室内へ入ってペーチカで暖をとっていると、しだいに猛烈な臭気が衣服から漂う。とび散り、付着した大小便の氷片が解け、本来の臭いを発するのである。


　防疫上、全隊が水洗トイレ完備だった第七三一部隊において教育部だけが違っていた。これは「清潔の概念、大小便と防疫の関係を少年隊員らに身体で覚えさせるため」と説明されていた。


　「拝啓　輝く戦果挙る大東亜戦争決戦下愈いよ々いよ御健勝にて職域奉公に邁まい進しんの事と存じます。度々皆々様より御懇篤なる御芳書を賜り乍ながらも遂多忙に紛れて御疎音に打過ぎ失礼致しました、平に御寛かん恕じよの程願ひ上げます。


　冬未だ去らぬ此こ処こ北満の一角、春の残雪を踏んで大東亜戦争に勝ち抜く為め若人の心身鍛練に余念なく今日も亦また裂れつ帛ぱくの気合強き意志の雄叫び雪に映へる夕陽を背に浴び乍ら課業を終へて今営庭で懸命に銃剣術をやつてをります　唇を嚙み締め敢然と何処迄も突いて行く負けじの心魂躍動する若き青春之れこそ一年間を学びの道場と過せし私達少年隊の姿であります（中略）三月中旬季期末試験も〇君には〇〇なる成績にて終了せられ目出度く二年次に進級致し只ただ今いま思ひ出も新に故郷より多くの弟達を迎へ立派な兄さんとして仲良く益々奮闘致して居ります。軍則のラッパに迎へられて早くも一年〇君も左記の通りすくすくと伸びて立派な体格になりました　何卒御安心下されます様願ひ上げます（中略）右簡略乍ら其の後の様子を申上げる次第であります　尚皆々様の御健勝と職域奉公の程遠き北満の地より祈り上げます　　　敬具


　　昭和十八年四月十日




少年隊教官　長屋　喜代二」（以上原文のまま）　　




　第七三一部隊からはこんな便りが、少年隊員の郷里へ定期的に届いた（『房友』第46号）。


　「成績最優秀」──これは第一期少年隊員らが査閲の際に受けた講評である。「概ネ良好」「優良ト認ム」などの査閲評がふつうであった当時において査閲官がつけた「最優秀」の折り紙は、第一期少年隊員らの刻苦勉励ぶりを物語っている。


　身長一メートル三十センチ台……チビッ子ぞろいの紅顔の少年たちは、班長のビンタを受けながら悪魔の部隊七三一の後継者として成長していった。





　目撃した恐怖

　一年間の基礎学習を経過した時点で、正規の教育隊舎に移転し、第一期少年隊員たちは全員、第七三一部隊のどこかの部課・班に配置された。教育隊舎での教育は依然続くが、机上の基礎教育と並行して、部隊の実地学習が始まるのである。


　少年隊員のある者は兵要地誌班や航空班へ。病理解剖を担当する岡本・石川両班、コレラ研究の湊班、凍傷研究の吉村班にも少年隊員が勤務についた。


　元隊員の一部には「少年隊員に部隊の内容や実態がわかるはずがない」という者もいる。だが少年隊員は七三一のセクショナリズムに妨げられることなく部隊全般に展開され、相互の見聞を交換し、部隊全容についての情報を蒐集する〝情報センター〟であった。また隊員も少年隊員には気を許し極秘実験に立ち合わせ、極秘事項も漏らしていたのである。


　「午前中は各部各班独自の専門教育、午後になって勤務……大体そう考えてもらって良い。第三部診療部勤務者は南棟班を結成していた。少年隊員が配置されなかったのは、マルタ管理の特別班と、農場管理の八木沢班だけだったと記憶している」と元少年隊員らはいう。


　それぞれの研究室に配置された少年たちは、行く先々でそれぞれの専門学とともに想像を絶する数々の恐ろしい光景を見た。──


　岡本班に配置された少年隊員は、毎日数体の解剖に立ち会った。女「丸太」生体解剖の現場も目撃した。


　石川・岡本班にはハンセン氏病桿かん菌きんが培養されていた。


　また岡本班では特殊な培養液の中で、得体の知れぬ虫のようなものが培養されていた。


　顕微鏡でのぞくと、ひょろひょろとした鞭べん毛もう数本を持った、西洋梨のような形状の原虫がいた。好奇心に目を輝かして見入る少年隊員に、古参隊員がにやにや笑いながら「それはトリコモナス原虫だよ」と教えた。


　「丸太」実験用にであろうか、女性の膣ちつ炎えんを引き起こす原虫が培養されていたのである。


　古参隊員の複雑な笑いに少年たちはその原虫がどのような場所に棲せい息そくするのか、おおよその推測がつけられた。


　吉村班に行った少年は、強力な冷凍室の中に、両手両足に手錠足枷を掛けられたままパンツ一枚の裸体で放りこまれている「丸太」を見た。全身の皮膚が青黒い凍傷におおわれ、組織を壊え死しされながら悶絶していく「丸太」の一部始終を16ミリ撮影機で撮影していくのである。


　また真空実験室で少年隊員は、身の毛がよだつような場面に遭遇した。ポンプで室内の空気を抜くことができる真空室に「丸太」を入れ、少しずつ真空にしていくのである。


　外気圧と内臓圧の差が大きくなるにつれ、「丸太」の眼球、口こう腔こう、肛こう門もんなど、およそ人間の身体の〝穴〟という〝穴〟から内臓がせり出そうとする。真空実験室の中で「丸太」の眼球はとび出し、顔面は異様に膨れ上がりビーチボールぐらいの大きさとなる。全身の血管がみみずのように隆起し身体の各部位がゴムのようにのびる。ついには腸がそれ自体一つの生き物のごとく、にょろにょろと外へ這はい出してくるのである。「実験開始五分後……七分後……九分後、只今〇〇気圧」。実験室の外で隊員たちがこの模様をレンズのような目で観察し、８ミリ撮影機に収めていた……。
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　一棟に配属された少年隊員の一人は、ある日、非番のときになに気なく階段を上ってロ号棟の屋上へ出た。屋上にはハトの糞がおびただしくまき散らされており、鶏舎のような匂においがただよっていた。久しぶりの外気に触れて背のびをした少年隊員の耳に、


　「チャリン、チャリン」


　という金属音が届いた。ロ号棟壁面にエコーする金属音に興味をひかれた少年隊員は中庭方向を見下ろした。彼の胸の動悸がひときわ高くなった。中庭では二人の男が足に鎖をつながれたまま、スコップをふるい、何やら作業をしていた。そのかたわらに軍属が一人監視をしていた。黒っぽい獄衣をまとった男二人は坊主刈であった。男たちが身体を動かすたびにチャリンという鎖を引きずる音がした。少年隊員は自分が悪事を犯したかのように青ざめ、足音をしのばせて早々に屋上から階段を逃げ下りた。少年が目撃したのは屋外作業中の「丸太」であった。


　「中庭で赤ん坊を抱きながら日光浴を許されている女マルタを垣かい間ま見みたときはショックだった。郷里くにの姉ぐらいの若さで、色白の小柄な女マルタだった。屋上から盗み見ていた私は、ポケットに入っていたアメ玉を、赤ん坊のために投げてやりたい衝動に駆られたことがある。ほかのマルタは手錠をかけられていたが、女マルタだけは手錠を外され、胸に赤ん坊を抱いてあやしていた。あの姿はいまでも瞼に焼きついている」


　女「丸太」を見たときの驚きを、元少年隊員の一人はこのように語っている。


　別の少年隊員は、ある日馬の全採血に立ち会った。特殊な注射針をポンプの先につけ、ゆっくりと馬の動脈から血を抜いていく。時間が経過するほどに馬の全身がこまかく震えはじめ、さらに血を抜いていくと四つ足が崩れてどうと倒れ、ついにはやせ細り、ミイラのようになる。腹部を波打たせながら何もいわず死んでいく軍馬の姿態は農村出身の少年の目に悪夢のようなむごたらしさで焼きついた。こうして開発された採血ポンプは、やがて「丸太」の全採血に使用された。


　少年隊員たちは「実習先で見聞したことは絶対に口外するな」と厳重に言い渡されていた。だが一般隊員とちがって、この箝かん口こう令れいは好奇心の旺盛な少年隊員を押さえることはできなかった。彼らは実習が終わったあと、ふたたび隊舎に戻ってくる。夜間教育が終わり、各内務班に引きあげると、少年たちは隊内でのきょうの見聞を互いに語り合い、旺盛な好奇心と恐怖のもとにポンプで全身の血液の交換をするようにすみやかに情報交換を行なった。消灯時刻は夜の十時と定められていたが、少年隊舎のそこかしこの部屋では、隊員たちが内務班ごとに三々五々集まり、電灯の蛇腹シエードを最大限に伸ばし、灯が外部にもれるのを防ぎながら雑談（情報交換）が深更まで続けられた。


　「丸太」の生体実験のショックから立ち直れないまま隊舎の一室に閉じこもり、一晩中天井をにらんでいる少年隊員もいた。内向的な少年隊員の中には、実験用アルコールを材料に密造した自家用酒を呷り、いまわしい記憶を麻ま痺ひさせようとする者も現われた。





　まんじゅう恐い

　少年隊員たちはまた、細菌戦実施のための被実験体ともなった。


　ある日第一期少年隊員は吉村班実験室に集められた。吉村班は冷凍実験を専らとしていた。少年たちの前にいくつもの水槽があり水が張ってあった。温度計がセットされた水槽には何本もの電気コードが接続してあり、実験室の隅でコンプレッサーが作動していた。


　「両手を水槽の中につけろ！」


　整列した少年たちに命令が下りた。水の中に少年たちはこわごわ手を突っこんだ。水温が下がるにつれ、皮膚が痛くなる。


　「いまはどんな感じか」


　「はい、皮膚がぴりぴりします」


　「現在はどうか」


　「冷たさを通り越して皮膚が痛い……」


　吉村班員らは少年たちの〝申告〟をそのつどデータ整理用紙に記入していった。


　「丸太」ならば実験続行となるところ、少年隊員に対してはこの段階でストップとなった。実験終了後には、ヨウカンなど甘味品が少年たちに〝特別支給〟された。


　またあるとき、第一期少年隊員たちは航空班飛行場の一隅に整列するよう命じられた。


　「歩調取れ！……前へ進め」


　少年隊員たちが広い飛行場を行進していくと前方上空に爆撃機が現われた。航空班のものである。


　みるみる低空飛行に移った爆撃機は少年隊員たちに接近すると後尾から赤い霧を吐き出し、旋回しざま行進する少年隊員の頭上に霧を浴びせて飛び去った。少年たちの着用した上じよう衣いに点々と赤い染みが付着した。


　教育部に帰ってから少年隊員たちは、大テント内に設置された高圧滅菌車の中に上衣を入れさせられた。返されてきた上衣や襟カラーはむざんにも変形し、使用不能になっていた。洗えばすぐに落ちる色素を使ったこの実験は、「ペスト菌を雨化させて空中から散布するための準備」であったという。


　奇妙な発病体験をした少年隊員もいる。Ｃ少年隊員はある日、隊員から研究室でつくったまんじゅうを食べないかとすすめられた。63棟の酒保に行けば簡単に購入できるまんじゅうだが、甘味の誘惑に勝てぬ年ごろである。すすめられるまま、研究室で一個、二個と平らげた。


　第七三一部隊には実験用資材としての小麦粉や小豆、砂糖が豊富にあり、加えて高圧蒸気の供給はふんだんで、隊員らはどの研究室でも自家製の夜食用まんじゅうをつくって食べていた。


　まんじゅうを食ったＣ少年隊員は二日後になって発熱した。食欲不振と全身倦けん怠たいに不審を持ったＣ少年隊員は診療室に駆けこんだ。


　Ｃ少年を診察した軍医の顔色が変わった。直ちに白血球を調べるという。検査の結果、白血球が著しく減少していると診断が下り、そのまま第七三一部隊の乗用車に乗せられ浜江にあった診療部に送られた。


　なにがなんだかわからないまま入院させられたＣ少年は、腸チフスであると宣告された。


　腸チフスは、発病即・死亡というのが当時の医療常識であった。Ｃ少年隊員は入院した当夜から四十三、四度という高熱に襲われ脳症（高熱による意識障害）状態に陥った。


　ベッドに寝ていると、足元からベッドが徐々にせり上がって来る……せり上がったベッドは垂直になり、逆に外傾し、枕元が床の上へ墜落し、天井がゆっくり崩れ、身体がでんぐり返る。深い奈落の底へ落ちこむような恐怖感覚がＣ少年の心身をしばりつけた。高熱による幻覚である。恐怖の余り叫ぼうとしても声が出ない……Ｃ少年は何度も失神した。


　実は高熱を発する前、Ｃ少年は黄色い液体を注射された。百cc注射器の薬筒をいっぱいに満たした、透き通った黄色の液体である。第七三一部隊が開発した対チフス用のワクチンだったというが、詳細は今に至るまで不明である。


　「黄色い注射液の効用は、人間の体内に限界の高熱を生じさせるところにあった……人命だけは何とか持ちこたえさせながらチフス菌を高熱と人体の白血球の働きで全滅させてしまうというのが、注射液の効能だった。高熱で昏こん睡すいしていた私は、悪戦苦闘の末、ついにヤマ場を乗り切った」


　元少年隊員Ｃ氏の回想である。


　四か月にわたる入院全快後、Ｃ少年隊員に思わぬ〝副作用〟が現われた。それは、発病以前にも増して、頭脳明めい晰せきとなったことである。全身を燃やしつくした高熱により、脳内部の毒素や、身体内部の雑菌がことごとく灼やかれ死滅したためだ──と軍医はＣ少年に説明した。


　「難解な理論書をすらすら読みこなし、長い化学方程式を暗記することが、まったく苦にならなくなった……」とＣ氏は苦笑する。


　Ｃ少年隊員が退院間近となったある日、教育部長の任にあった西中佐が見舞いに来た。


　「まんじゅうを盗んで食ったあげく、皆に大迷惑をかけやがって、こいつ……」


　西中佐は大声で笑いながらＣ少年の頭をコツンとなぐった。


　（ちがう……あのまんじゅうは、騙されて食べさせられたものだ）


　元少年隊員Ｃ氏は、奇妙な発病体験について今に至るまで釈然としていない。





　少年隊舎の〝反乱〟

　第一期少年隊員が入隊して三年目後半の一九四四年（昭和十九年）十月、今なお彼らの間に語り種ぐさとなっている「少年隊舎の反乱」が発生した。


　〝反乱〟の原因は、少年隊舎を支配するＴ班長の暴力である。Ｔ班長の狂的な暴力は同僚班長の間でもひんしゅくを買っていた。


　第七三一部隊の将来を担う中堅幹部として入隊した第一期少年隊員たちは、きびしい訓練と猛烈な詰め込み教育を課せられていた。


　少年隊員の立居振舞いは絶えず班長の視野にあり、なにかあると軍律の名のもとにビンタ、木銃による制裁が日常茶飯事であった。


　教育部に配属された銃剣術に長たけ剛ごう毅き一徹の下士官上がりの雇員が、少年隊各班の班長であった。少年たちをしごくのが班長の使命なのである。班長の中には、少年隊員のミス（言動の不整、着衣の乱れ、成績の低下など）を発見した場合、まず一発平手打ちを食わせておいてから、諄じゆん々じゆんと道理を説くＩ班長のような教育者もいたが、Ｔ班長の場合、徹頭徹尾のしごきだけであった。


　早朝点呼の際に思わず出た小さなあくびをとがめられ、Ｔ班長に顔が変形するほどなぐられた少年隊員もいた。少年隊舎で第一期生と下級生（第二期以下第四期生まで）との喧けん嘩かを発見され、編へん上じよう靴かで顔面が紫色にはれ上がり、無感覚になるまでぶんなぐられた少年隊員もいた。ある少年隊員は上官に欠礼したという理由でズボンを脱がされ、木銃の台尻で尻を強打され、犬のように這いながら涙と屈辱にまみれベッドに戻った。


　Ｔ班長の暴力は徹底していた。立っている少年隊員を木銃でなぐると、身体は一回転して地上に転倒する。他の班長ならここで少年隊員が立ち上がるまで待ってやる。体罰はあくまで教育のために課すものだからである。


　だが、Ｔは転倒した少年隊員のところに歩み寄り、その脇腹に第二発目を食わせた。息が詰まるあまり、背中を丸めて苦しむ少年を見て、Ｔはさらに背骨をめがけて三発目の〝突き〟を入れるのである。


　「このままでは殺されてしまうと思った……」とＴになぐられた元少年隊員たちは一致して回想する。


　Ｔ班長はなぜか、自班の少年隊員には甘く他班の少年たちを異常に憎悪していた。Ｔになぐられ、歯を折ったり、火かき棒でなぐられ火傷やけどを負った少年も出た。目を突かれ、涙が止まらないのを「いつまで泣いているか！」と口の中から血が流れ出すまで木銃で強打された少年隊員もいる。いずれも他班の少年隊員であった。


　「貴様、その目つきはなんだ！」


　少年たちが反抗的な態度を少しでも見せようものなら、Ｔ班長の目はサディストのように光ってシゴキを募らせた。


　Ｔ班長は銃剣術の達人として第七三一部隊に知られていた。いい年をしたその〝達人〟が、十五、六歳の少年たちを制裁するのである。しかもＴ班長は自らを「上官ニハ絶対服従スヘシ」という安全圏に置き、ほしいままに少年たちに暴虐をふるった。なぐっているうちに暴力を正当化する〝使命感〟に行為のリズムが加速度を促し、Ｔ班長は恍こう惚こつとした表情になった。泣きながら歯を食い縛って立つあどけない少年たちの頰やあごに、Ｔ班長は、火かき棒を打ちおろし、両腕が疲労するまでの間、容赦ないパンチをとばしつづけた。他班の少年たちは、しだいにＴ班長を憎むようになった。


　食事当番のときなど、Ｔ班長のアルミ食器の上で、少年たちは坊主頭をかきむしり、フケを落として「フケめし」をつくり、なに食わぬ顔でＴに差し出し、かげで快かい哉さいを叫んだ。ある少年隊員は苦心して動物舎から試験管いっぱいのノミを持ち出し、Ｔ班長のベッドの枕の下にノミをまき散らした。


　「Ｔのヤツが眠っているとき、口のなかにペスト菌でも入れてやろか」


　「ペストやったらすぐ死ぬからつまらん。チフス菌が手に入らんか……」


　こんな問答が少年たちの間に大おお真面まじ目めに交わされたというから、Ｔ班長の日ごろの暴力支配の凄まじさがうかがえる。


　「こんどＴにやられたら、おれはあいつを殺やる……」


　密かに鉄棒を手に入れ、隠し持つ少年隊員もいた。


　そのＴ班長が結婚した。毎日、少年隊舎に夜遅くまで詰め、少年たちをしごきにしごいていたＴ班長は、結婚を境にいそいそと官舎に引き上げるようになった。新婚早々であり、当然のことといえばいえるのだが、少年隊員たちはＴ班長の〝変身〟ぶりに反感を募らせた。


　「Ｔのヤツ……嫁はんもろうて骨抜きになっとる。一丁ヤキを入れてやるか」


　「今なら精神がたるんどるから、引っ掛かってくるやろ」


　第一期少年隊員を中心に綿密な〝謀議〟が進められた。少年たちの動きがおかしいことは、他の班長も感づいていたが、見て見ぬふりをしていた。


　Ｔが日直勤務についたある夜、突然、少年隊舎で騒ぎが起きた。器物が倒れる音とともに、罵ののしり合いと床を踏みならす騒然たる気配に、Ｔ班長は顔色を変えた。


　Ｔ班長が事務室を離れ、木銃を持って怒鳴りながら少年隊舎に入ったとたん、こうこうと灯っていた電灯が消えた。と同時にＴ班長の頭上に、待ち構えていた二人の第一期少年隊員がとびかかった。それを合図に、物かげにひそんでいた十数人の少年たちが声も立てずにＴ班長を襲撃した。少年隊舎での騒ぎは、Ｔ班長をおびき寄せる陽動作戦だったのである。


　平常の暴力支配に対する恨みの貯水が一気に堰せきを切った。少年たちは闇やみの中で班長の両腕両足を押え、首を締め、力をこめて脇腹を蹴けり上げ、股間に木銃を叩きこみ、場所を選ばず約三十分にわたり鉄てつ拳けんの雨を降らせた。


　Ｔ班長も闇の中で銃架をさぐり、三八式歩兵銃を探し当てて〝応戦〟した。だが少年隊員たちは衆をたのんだ襲撃を続けＴ班長の胸や腹に木銃の突きを食わせた。Ｔ班長は血だらけになり半死半生の態ていで少年隊舎から逃げ出した。──
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　元少年隊員の一人は回想する。


　「やがて騒動を聞きつけて日直司令の高橋少佐が馬をとばしてやってくる……翌日には憲兵が少年隊員を呼び出す……えらい騒ぎになったが少年隊員たちは『私は誰がやったか知りません』と異口同音に答えるのみ……一方、少年隊舎では当夜不在だった第一期少年隊員たちが『どうしてオレも仲間に入れてくれなかった。あいつには一発も二発も食わせたかった』とくやしがる始末……Ｔ班長の顔面は紫色になり大きな西瓜のように腫はれ上がり、隊内を下を向いて歩いていた。Ｔは間もなく少年隊班長を馘くびになり、石井四郎部隊長のボディガード役に回された」


　〝応戦〟した際に、歩兵銃にある菊の紋章に疵きずをつけたのは、武器取り扱い上の重大失態である──第七三一部隊上層部がＴ班長に付した〝降格処分〟の理由であったという。





　七三一を誇りとせよ

　「本日……ここに少年隊員の若さに溢れた元気潑剌たる姿を見て大変嬉うれしく思う。この機会に七三一部隊の真の任務は何であったかということと、少年隊設立の意義を説明する……」


　戦後十三年を経過した一九五八年（昭和三十三年）八月十七日、東京・多磨霊園付近の石材店「いわき屋」奥座敷に指名を受けて大男の老人が挨拶に立った。


　長身の老人は石井四郎。元第七三一部隊長として悪魔の軍隊を指揮した人物である。──





　この日、かねてより「房友会」結成をめざし、全国各地から連絡を取り合っていた元第一期少年隊員たち二十二名は、「房友会」第一回総会出席のため一堂に集まった。


　「生きとったか、お前……」


　「うん……お前も変わったなア。誰だかわからなかった。〇〇君じゃないか」


　手を取り合ったままこみ上げる感慨に言葉に詰まる元少年隊員。顔を見つめて虚脱したように流りゆう涕ていする〝戦友〟たちで、石材店の奥座敷はあふれ返った。


　泣き笑いする元少年隊員たちに興奮の嵐が鎮まり、議長を選出し「房友会」結成の経過と会財政の検討、会則案審議を終え、結成総会の議事をほとんど終えようとした段階で、議長が、


　「これから石井四郎先生の御挨拶があります……」


　と紹介した。


　戦後の石井四郎について、元少年隊員たちは数多くの風評を耳にしていた。


　「米軍と協力してふたたび細菌戦の研究を始めているそうだ」「いや米軍の慰安施設の地下に第七三一部隊の資料がそっくり集められていて、石井がその整理をしている」「朝鮮戦争の際には、石井が米軍機に乗って細菌戦の陣頭指揮を行なった」等々。その噂の的の人物が「房友会」総会に出席して来たのである。


　一瞬、どよめきが起き、挨拶に立った石井元部隊長の発言に会場は水を打ったように静まり、出席者は異様な緊張を覚えた。石井四郎は、「第七三一部隊設立の動機」を次のように述べた（『房友』第二巻第六号石井先生挨拶要旨）。


　「……第七三一部隊の任務は一口にいって日本国家を救う研究機関であった。私は昭和二年より五年にかけて、イタリア、ドイツ、フランス、ロシアの各国へ密偵として潜入し、実地に対日感情を探った。各国の反響は『日本民族を殺せ』というものであり『日本民族は最悪である』という思想が充満していた……」


　「……世界を統御するのは白人である、こういった世界思潮の中にあって、当時の日本は、いわゆる精神大尽の科学貧乏といわれた。こうした日本の危機を救うために誕生した研究機関が石井部隊である」


　「……諸君は七三一部隊員であったために、終戦後引き揚げて来ていろいろと迷惑されたことと思う。それについては誠まことに申し訳なく思っている。しかし、現在はむしろ反対に国家を救う研究機関七三一部隊に勤務していたことに誇りを持って頂きたい。私はやがて時期が来たならば、このことを堂々と世界に発表する心算である。キーナン検事がいうように石井部隊は戦犯ではないのだから。唯一言いいたいことは共産党に利用されないようにくれぐれも注意してほしい」


　三千人におよぶむごたらしい生体実験をおこないながら、「石井部隊に勤務していたことに誇りを持って頂きたい」という石井四郎には一片の反省も見られなかった。依然として「丸太」を人間として見ておらず、七三一の悪魔の所業を「救国のため」として、正当化していたのである。


　「……少年隊を設立した当初の意義は、家庭の事情で勉強したくても勉強出来ない諸君を満州に呼んで勉強させ、国家を救う七三一の重要な人材となって貰うためであった。そのために中等学校以上の資格を与えてやり、更に優秀なものには大学迄進学させる考えであった。ところが文部省当局からは苦情が出たり、国家情勢がそれを許さなくなり、遂にその目的を達することが出来ず残念であった……」


　だが、石井四郎のこの発言は言い逃れに近い。これについては後述する。





　第七三一部隊の実録を記していけば、必然的に石井四郎という人物に突き当たる。元隊員の中には、今なお「石井閣下」とかつての部隊長を呼ぶ者も多い。


　第七三一部隊は、それ自体侵略戦争という土壌に狂い咲いた仇花であるが、同時にまた石井四郎という、特異な個性を持つ指導者を触媒として合成された、サディスチックな医学研究機関でもあった。


　「石井部隊長は徹底したエリート意識の持ち主だった……唯我独尊の選民エリート意識と、当時の日本人が持っていた『アジア諸民族の中では日本人が一番えらいんだ、優秀なんだ』という排外的な民族意識が結びついた……七三一の残虐行為の根っ子には度はずれた選民意識がある」と元隊員の一人はいう。


　科学と戦争を悪魔的発想で結びつけ、「丸太」を対象とした生体実験と少年隊創設を着想した男、石井四郎とはどのような人物であったのか。




第十章　仮面の〝軍神〟
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　石井四郎秘話

　石井四郎第七三一部隊長＝関東軍防疫給水部本部長について、元隊員たちの一致した記憶がいくつかある。その点描から始めよう。


　「オヤジは猿回しのサルだ」──元隊員の頭にまず浮かぶのは石井四郎が〝猿〟になっている光景である。


　第七三一部隊が〝全員集合〟する年間行事は陸軍記念日、紀元節、天長節等である。石井部隊長が全隊員の前に姿を現わすのはこうした行事の席であった。


　石井部隊長はまた、ことあるごとに63棟大講堂に全隊員を集め、七三一の任務を強調した。ステージのバックに世界大地図を張り、その前で獅し子し吼くする石井部隊長の姿は巨軀と呼ぶにふさわしいものであった。身長は一メートル八十センチを超し、立派な口ひげを蓄えていた。


　会場に現われる石井四郎部隊長は、草色の軍服に勲章をきらびやかに飾り、首にマイクロホンのコードを巻きつけ、傲ごう然ぜんと反り返りながら演説を行なった。自己の弁舌に興奮してくるとステージいっぱいに動き回る。


　ワイヤレス・マイクなどというものがなかったころである。コードは石井四郎部隊長の移動するたびにステージをうねうねと這った。


　時局を説き七三一の使命を語る石井部隊長の姿は、吠ほえる巨猿──首にロープをつけた──のように、隊員の目に映ったという。


　「オヤジはみみずくだ」──石井部隊長は極端な〝夜型人間〟であった。昼間は隊長室でぐっすり睡眠を取り、夕刻に目を覚ます。夜間になると頭脳が冴えてくるのである。


　「七三一の活動について、どんな小さなことでも気づいた提案があれば、夜中でもかまわないから、オレのところにいってくるように」が石井部隊長の口ぐせであった。隊員たちは「自分は昼間寝ていて夜に起きるからそんなことがいえるのだ」と陰口をたたいていた。


　石井部隊長の極端な夜行性で〝被害〟をこうむっていたのは、第七三一部隊の幹部である。深夜、細菌戦準備に関するアイデアが浮かぶや否や、直ちに副官を呼んで「幹部を集めろ……今から緊急会議を開く」と告げる。


　副官は夜半に東郷村宿舎に電話を入れ、七三一幹部宅の玄関ドアをたたいた。幹部によっては日中の激務で疲れているときなど、夜半に訪れる〝部隊長からの使者〟にいい顔をしない。副官は心身の休むひまがなかったと伝えられる。


　「オヤジは大将病だ」──石井部隊長はまたその経歴から極端なエリート意識の持ち主であった。


　一八九二年（明治二十五年）六月二十五日、千葉県山武郡千代田村大里（現在の芝山町）に生まれた石井四郎は、地元の私塾「池田学校」在学中に、一夜にして教本を暗記するなど頭脳優秀で教師を驚かせ、千葉中学に進学した。


　石井四郎の生家は千代田村一帯を差配する地主であり、四郎は石井家の四男坊であった。


　千葉中学から石川県金沢市の旧制四高を経て京都帝大医学部に入学した四郎は、大学卒業後幹部候補生として陸軍に入り、軍の委託学生として京都帝大大学院に進んだ。なぜ四郎が職業軍人の道を選んだのか、この間の事情は不明である。


　若くから日蓮と法華経の説く「王仏冥みよう合ごう」の理念に共感していた石井四郎はまた、第一次大戦でヨーロッパ列強の行なった毒ガス戦に異常な関心を寄せていた。ドイツの「鉄血宰相」ビスマルクに心酔していたという後輩の証言もあるところから、あるいは科学に興味を持つ若き国粋主義者であったのだろうか。


　京都帝大在学中、抜群の成績を収めたため、時の京都帝大総長が石井四郎の将来を属望、愛娘と結婚させたというエピソードがある。


　京都帝大大学院を出たあと、石井四郎は陸軍幹部として職業軍人の栄達の道を一直線に突っ走った。一九二一年（大正十年）二等軍医（中尉相当）、同二四年一等軍医（大尉相当）、同二七年に防疫学に関する学位論文を書き医学博士となった石井四郎は、一九三一年（昭和六年）、三十九歳の若さで三等軍医正（少佐相当）に昇進、陸軍軍医学校教官となり、同時に陸軍兵器本廠の幹部となった。兵器本廠幹部と軍医学校教官を兼務したところに、石井四郎の軍歴の特異性がある。


　細菌を兵器として転用する悪魔的発想が石井の頭脳に萌ほう芽がしたのは、このころである。──


　陸軍では軍医の最高位は中将である。大将昇進の方途はない。石井四郎はこのことにはげしい不満を持っていた。
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　酔ったあげく自分の地位（軍医中将）に対する不満を吐き出す石井の姿を目撃した人間は多い。「オレは天才、参謀本部の将校どもは馬鹿野郎だ」のせりふを耳にした新聞記者もいる。


　第七三一部隊の隊長室には、当時珍しい双眼顕微鏡と並んで、永田鉄山（陸軍省軍務局長）の胸像が飾られていた。


　石井部隊長の永田鉄山に対する心酔を示すこの胸像は、永田が「細菌戦遂行の最も良き理解者」であり「石井の意見を支持した人間のうち最も強力な人物」であったためとする表面的な俗解が、関係者の間に流布されている。


　だが、石井四郎が永田鉄山に心酔していた裏には、これまでどの書物や記事にも書かれていない知られざる真相が隠されている。──





　神楽かぐら坂ざかのお大だい尽じん

　一九三二年（昭和七年）春のことである。


　東京・牛込神楽坂の料亭街で毎夜豪遊する男がいた。戦前の神楽坂は芸げい妓ぎ置屋だけでも十数軒を連ね、農村から身売りしてきた娘たちが身を沈めた花街である。


　「このごろ神楽坂の料亭に毎晩のように現われ、湯水のように散財する若いお大尽がいる」。こんな通報が、密かに料亭関係者から所轄の神楽坂警察署に持ちこまれた。


　通報を受けて神楽坂署の刑事が内偵してみると、たしかに客の素性は怪しい。


　第一に客は容よう貌ぼう魁かい偉いであった。身の丈六尺豊か、武術を嗜たしなんだ者らしく身のこなしがすばやい。神経を集中するときに独特の三白眼になる。服装は、りゅうとした背広の三つ揃いで頭髪は五分刈、夕暮れになると市ケ谷方面から車で神楽坂に乗りつけ、大おお股またで坂を登ってくる。
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　「若い別べつ嬪ぴんの妓こは入っとらんか……お前の店は婆あ芸者ばかり配属しとるではないか」


　料亭奥座敷での大声や口調を聞くかぎり、職業軍人である可能性が大きい。神楽坂署は、客の存在を牛込憲兵隊に内報した。警察が現役の軍人を勝手に取り調べることができない時代であった。


　命を受けた憲兵が内偵を引き継いでみると、その豪遊ぶりには啞あ然ぜんとさせられるものがあった。


　客は、昨日、今日置屋に入ったばかりの、まだ十五、六歳の少女が居ると耳にするや「半玉として座敷へ出せ、寝させろ」と料亭の女主人に迫り、水揚げ代として百円という大金をポンと支払う。当時の百円といえば、若いかけ出しサラリーマンのほぼ三か月分の俸給に匹敵する。


　また客は芸者を何人も引き連れ、ハイヤーを呼んで湘しよう南なん海岸に遠出する。「実験」と称して宿で数人の芸者と一度に同どう衾きんするという話であった。その費用たるや、とても職業軍人の俸給ではまかないきれない多額なものであり、遊び方も通常の男に比較して、大いに異常であった。


　牛込憲兵隊は内偵を続けた結果、〝客〟が当時陸軍軍医学校教官石井四郎三等軍医正であることを突き止めた。


　石井三等軍医正は多額の遊興費をどこから捻出するのか？　ここにおいて「帝国医療株式会社」という医療器具メーカーの存在が浮かび上がった。


　帝国医療は、石井四郎三等軍医正の発明した「石井式濾水器」の製造を陸軍から一手に受注していた会社である。「石井式濾水器」とは、のちに陸軍防疫給水部と石井四郎の名を前線にとどろかせた細菌濾過器である。硅けい藻そう土どを焼いた素焼陶器から成る濾過室に、汚水や河川水を通し、素焼の微細な粒子を通過させることによって細菌を排除し、安全な飲料用水を確保することができる。


　こうした原理を持つ「石井式濾水器」は、その後改良が重ねられ一九三九年（昭和十四年）のノモンハン事件後には、大はトラックに積載するタンク大のものから小は携帯用の水鉄砲に似た小さなものまで各種が作られるようになる。──


　その性能は優秀で、石井四郎みずから小便を濾水器で濾過し、透明な水を作り陸軍参謀本部に持ちこんで、飲んでみせたというエピソードが残っている。


　日中戦争の拡大と太平洋戦争の勃ぼつ発ぱつにより、中国大陸や南方に転戦する日本軍将兵にとって、「石井式濾水器」は防疫上の〝新兵器〟となった。


　石井四郎三等軍医正の豪遊が牛込憲兵隊の内偵を受けたころは、まだ石井四郎の名は陸軍上層部の一部にしか知られていなかった。


　憲兵隊は、帝国医療が「石井式濾水器」の一手生産を引き受け、陸軍御用商人として急成長していこうとする裏に、石井四郎三等軍医正との間に莫大な贈収賄疑惑があることを察知した。直ちに帝国医療関係者、石井四郎双方を逮捕した牛込憲兵隊は、当時の金で五万円という巨額の金子が動いた事実を突き止めた。


　石井四郎軍医正は十日間にわたり牛込憲兵隊に留置され、厳重な取り調べを受けた。もはや石井四郎の起訴、有罪判決は不可避と考えられた矢先──十一日目になって突然、陸軍上層部から「石井四郎三等軍医正を釈放せよ」の〝内命〟が下ったのである。


　地団駄踏んで口惜しがる牛込憲兵隊を尻目に、満面に喜色を浮かべて陸軍刑務所を出た石井四郎は、突然の釈放の裏に上司の永田鉄山軍務局長（当時は大佐）の工作があったことを知る。


　以来、永田鉄山は石井四郎にとって終生頭の上がらない「命の恩人」となったのである。命──永田はまさしく石井四郎の軍人生命を救った当人であった。「石井はやがて役に立つ男。縄を打たせるには惜しい」。このとき永田鉄山の陸軍上層部間での奔走の労を、石井四郎は死ぬまで忘れなかった。


　隊長室に飾られてあった永田の胸像の裏には、濾水器をめぐる一大汚職事件が伏在していたのである。





　ペスト菌への着目

　石井四郎が細菌の兵器転用という悪魔的な発想を持ち、日本における細菌戦術完成の野望を抱くきっかけとなったのは、一九三〇年（昭和五年）春のヨーロッパ視察旅行であった。


　視察といってもその実体は、のちに石井四郎自ら語ったところによると、各国の日本大使館、領事館に連絡を取りながらの密偵、つまり軍事スパイ旅行であった。


　石井四郎をヨーロッパに派遣したのは当時陸軍省の一課長であった永田鉄山大佐だった。時に石井四郎は一等軍医で「石井式濾水器」の発案者として、陸軍上層部にその名が知られはじめていた（当時は研究中。実際に完全な製品が完成するのは二年後である）。


　石井四郎がヨーロッパ各国の〝忍びの旅〟から帰国したのは一九三一年（昭和六年）秋である。石井四郎が帰国する直前の九月、関東軍の謀略により柳条湖事件が勃発した。


　石井四郎は日中戦争の拡大を横目に見ながら、ヨーロッパでの一年半にわたる視察成果を報告するため、陸軍省に永田課長を訪ねた。このとき石井は、細菌を兵器として転用する試みがヨーロッパ列強諸国、特にナチス・ドイツで進んでいることを告げ、「日本でも早急に基礎研究を開始しなければ、馬車に乗り遅れてしまう」と力説したといわれる。


　石井四郎は帰朝後間もなく、陸軍第一病院勤務となり三等軍医正に昇進、陸軍兵器本廠勤務兼、陸軍軍医学校教官となった。


　石井四郎は、この時点で細菌の毒性研究に手を染めたと見られる。いや単なる細菌の毒性研究ではない。石井四郎は東京・新宿区若松町の陸軍軍医学校裏に設置された陸軍防疫研究室（一九三三年当時、別名称で呼ばれていたという関係者の証言もあるが、この点は不明）の責任者となり、助手を使っての、小規模ではあるが、かなり組織的、系統的な細菌培養と感染実験に乗り出した。


　『陸軍軍医学校五十年史』（昭和十一年十一月七日発行）には、石井四郎と新設の「防疫研究室」の関係がつぎのように書かれてある。





　　　其三　防疫[image: ]究室設立


　設立ノ主旨　防疫[image: ]究室ハ國軍防疫上作戰業務ニ關スル[image: ]究機關トシテ陸軍軍醫學校[image: ]ニ新設セラレタルモノナリ。此新設ニ關シテハ昭和三年[image: ]外[image: ]究員トシテ滞歐中ナリシ陸軍一等軍醫石井四郎ガ各國ノ[image: ]勢ヲ察知シ我國ニ之ガ對應施設ナク、國防上一大缺陷アル事ヲ痛感シ、昭和五年歐米[image: ]察ヲ[image: ]ヘ歸[image: ]スルヤ、[image: ]記國防上ノ缺陷ヲ指摘シ之ガ[image: ]究整備ノ[image: ]ヲ要スル件ヲ上司ニ意見具申セリ。爾じ來らい陸軍軍醫學校[image: ]官トシテ學生指導ノ傍ラ餘暇ヲ割キ日夜實驗[image: ]究ヲ重ネツツアリシガ、昭和七年小泉[image: ]官ノ[image: ]大ナル支援ノ下ニ上司ノ[image: ]ムル處トナリ、軍醫學校[image: ]ニ同軍醫正ヲ首班トスル[image: ]究室ノ新設ヲ見ルニ至リシモノナリ。


　防疫[image: ]究室開設　昭和七年八月陸軍軍醫學校ニ石井軍醫正以下五名ノ軍醫ヲ新ニ配屬セラレ防疫[image: ]究室ヲ開設ス。當時防疫部ノ地下[image: ]室ヲ改[image: ]シ基礎的[image: ]究ニ向ヒ日夜營々作業ニ從事ス。


　防疫[image: ]究室ノ作業進展ニ[image: ]ヒ防疫部地下室ニ[image: ]ケル[image: ]究室ハ狹きよう隘あいヲ感ズルニ至レリ、依テ石井軍醫正ハ上司ニ意見具申ノ結果、軍醫學校ニ隣接セル近衞騎兵聯[image: ]敷地五千餘[image: ]ヲ小泉近衞師團軍醫部長支援ノ下ニ軍醫學校ニ讓與セシメ防疫[image: ]究室ノ新築ニ着手シ、昭和八年四月工費約二〇萬圓ヲ以テ起工、同年十月竣しゆん工こうセリ。


　新[image: ]究室ハ鐵筋コンクリート[image: ]二[image: ]建七九七[image: ]方米、延一、七九五[image: ]方米トシ、附屬建物トシテ動物舎木[image: ]三九・七[image: ]方米事務室八六三[image: ]方米變電室及機關室、倉庫等ヲ附ス。


　滿まん洲しゆう防疫機關設立　防疫[image: ]究ノ基礎進ムニ隨ヒ、防疫ノ實地應用ニ關シ石井軍醫正ハ萬[image: ]ヲ排シ挺身滿洲ニ赴キ、防疫機關ノ建設ニ關シテ盡じん瘁すいセリ。而しこうシテ該[image: ]究ノ實績擧ルヤ、[image: ]地ト不可分ノ關係ニ在ル在滿各部[image: ]ノ防疫上皇軍作戰ノ要求ヲ滿タス必要上、昭和十一年[image: ]ニ防疫機關ノ新設ヲ見ルニ至レリ。


　同機關ハ[image: ]地防疫[image: ]究室ト相呼應シテ皇軍防疫ノ中樞トナルハ勿論、防疫ニ關シ駐屯地作戰上重要ナル使命ヲ達成セン事ニ邁進シツツアリ。





　「軍医学校教官時代、すでに石井は助手を使っての人体実験を行なっていた。石井の助手となって細菌研究に従事した何人かが、いずれも細菌感染で死亡した事実がある……数ある急性伝染病の中で石井が最も関心を寄せていたのはペストであった。助手の死亡がどんな種類の細菌感染によるものかは、今となっては明らかでないが、おそらくペスト菌ではなかったかと思われる」


　と元陸軍防疫研究所関係者はいう。


　石井四郎が、早くから細菌戦遂行の〝有力武器〟としてペスト菌に着目したのには理由があった。


　それは、石井四郎がヨーロッパ列強諸国を旅行する過程で、ドイツも含め各国がいい合わせたようにペスト菌を細菌戦用〝武器〟から除外しているのを知ったからである。


　ヨーロッパ諸国は、なぜペスト菌を〝武器〟として最初から除外したのか？　これにはヨーロッパ大陸を覆った過去の悲惨な歴史的経験がある。


　ペストがヨーロッパ大陸に蔓延、猛威をふるったのは十四世紀半ばのことである。それが、どれほどの猛威であったかは、当時約一億人の人口を擁していたヨーロッパ大陸において、四分の一におよぶ人命がペストによって奪われたとされているところからもうかがえよう。


　このときのペストは、南はスペイン、ギリシャ、イタリア、バルカン半島から、イギリス、フランス、ドイツ、北はオランダ、デンマーク、ノルウェー、スウェーデンを襲い、東はロシアの一部にまで広がり、およそ二千五百万人が命を落とした。


　以来、ヨーロッパ各国民は、このときの戦せん慄りつ的なペストの猖しよう獗けつぶりを「神の怒り」──天刑と考えるようになり、長く子々孫々に至るまで悲惨さを語り継いだという。


　ヨーロッパ諸国支配層の心の底に、十四世紀半ばのペスト大流行の恐怖が後遺症として残り、ペスト＝天刑という思想が細菌戦用〝武器〟としてペスト菌だけは除外する結果となって現われていたのである。


　石井四郎はヨーロッパ諸国歴訪中、ペストの恐怖について種々の話を聞き、さらに各国が研究対象から外しているペスト菌を、逆に「日本が独自に研究すべき絶好の細菌」と受け取ったようである。


　石井四郎の「日本独自の細菌戦研究を」という主張に終始援助の手を差しのべていたのは永田鉄山であった。永田が、濾水器をめぐる汚職容疑から石井を救い出したことは前項に書いたとおりである。


　永田鉄山は一九三五年（昭和十年）八月十二日、陸軍省軍務局長室において相沢中佐に斬ざん殺さつされた。陸軍統制派の総帥永田に対する皇道派の〝天てん誅ちゆう〟であるとされたこの事件については、詳細を省く。


　のちに石井四郎は、永田鉄山の〝遺徳〟を偲ぶため、京都から著名彫刻家をハルピンに招き、永田鉄山の胸像を作らせたのである。





　腐蝕の培地

　第七三一部隊の沿革史を調べていくと、一時期に不可解な人事異動が見受けられる。


　一九四二年（昭和十七年）七月、石井四郎は第七三一部隊長の地位を北野政次に交代されている。
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　石井は部隊長の任を解かれたあと南京に乗りこみ、そこで日中戦争史上悪名高い「浙せつ贛かん作戦」──大規模な細菌戦を指揮している。


　だが、このとき突然の部隊長解任の理由は、細菌戦の実地指揮のためではなかった。解任の原因は、部隊の予算流用を含む、膨大な使途不明金が発覚したことにあった。石井四郎とハルピン憲兵隊本部の関与した汚職と公金横領の露見である。


　犯罪発覚の直接のきっかけとなったのは、第七三一部隊施設として建設された63棟大講堂をめぐる不正発見である。


　関係者の証言によれば、関東軍司令部に提出されていた63棟大講堂の建設計画書と、実地に建てられたものが大きく食い違っていた。建設計画にはない豪華なステージや舞台設備が、陸軍参謀本部の目に止まったのが不正発覚の端緒となった──というが、詳細は不明である。


　第七三一部隊は、関東軍の極秘部隊として膨大な機密予算の割り当てを受けていた。たとえば一九四〇年（昭和十五年）に七三一が受け取った予算は総額一千万円に達していた。内訳は研究事業費五百万円、人件費五百万円である（ハバロフスク軍事裁判公判記録）。


　当時、軍の最高級将官（大将から中将）の年俸で八千円から一万円が内閣総理大臣達たつ（通達）の定める〝相場〟である。判任官の年俸が戦時加俸を含めて平均二千五百円、雇員が一千円、傭よう人にんが四百円そこそこという時代である。


　一九四〇年当時の第七三一部隊実人員は二千名であったという。かりに佐官級将校・高等官を五十人、尉官級・判任官を六百人、残りを雇員七百人、傭人七百人として年間人件費を計算すると、次のような概算となる。


　高級軍属（高等官）……五十万円。


　中級軍属（判任官）……百五十万円。


　下級軍属（雇員）……七十万円。


　　　〃　（傭人）……二十八万円。


　　合計　二百九十八万円。


　一九四〇年ごろでは、危険手当を含めても「隊員の人件費総額は年間四百万円に達しなかった」という経理関係者の証言もある。


　すると単純計算ではあるが、年間人件費だけでも百万円の余剰が生じていたことになる。
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　さらに研究事業費五百万円という内容も奇々怪々である。七三一の主要施設は一九四〇年には、宿舎の一部を除いてほとんど完成、実験用器材、印刷機械、薬品医療用資材も膨大なストックがあったことは、元古参隊員らの証言によって明白である。ここでも年間百万円以上の余剰金が生じていたと見られる。


　第七三一部隊には、この他臨時に五十万円、百万円という巨額の〝臨時機密費〟が支出されていた。不正腐敗が発生する培地は、こうした膨大な機密予算にあった。


　石井四郎が第七三一部隊長の任を解かれた理由は三つある。


　第一は石井四郎自身が、莫大な公金を遊興費に充あてていた疑いである。昼間に熟睡した石井四郎は、夕刻になると副官にも無断で平房を抜け出、新京（長春）から遠く奉天（瀋陽）にまで足をのばし、遊蕩に耽ふけり、何日も帰隊しないことが多かった。


　関東軍司令部から火急の連絡があるとき、副官たちが総出で新京の町を手分けして料亭を一軒ごと「石井部隊長やあい」と探し歩いたエピソードは、余りにも有名である。


　奉天市浪花町の日本料亭「粋山」は石井四郎お気に入りの店であった。石井は奉天に出かけると必ずこの店に立ち寄り、夕方五時、六時ごろから若い芸妓を侍はべらせ、遊興に耽った。


　疑惑の第二は、出入りの軍需商人と石井四郎との贈収賄である。第七三一部隊の主要施設は日本特殊工業他十数社が受注し、建設工事と資材の納入に当たった。多額の使途不明金の多くが、これら〝死の商人〟のでたらめな物品納入に充てられ、見返りとして石井がハルピン、新京、奉天、大連の各所に抱えていた愛人との遊興費を〝死の商人〟が負担していたという。


　疑惑の第三は、「丸太」移送をめぐるハルピン憲兵隊本部、同特務機関との不正な金品の受け渡しである。七三一にとって貴重な実験材料である「丸太」は、同時に憲兵や特務機関員の絶好の金づるであった。七三一から「丸太」一体あたりどれほどの〝裏手数料〟が支払われていたのか、正確なことはわからない。


　だが、七三一に関係していた憲兵や特務機関員の豪遊は当時知る人ぞ知る、公然の秘密であった。


　63棟大講堂の建設費をめぐる疑惑に端を発した不正経理の発覚は、陸軍参謀本部の特別査察に発展し、数か月にわたる調査がおこなわれた。余罪続出し、連座する者多く、石井四郎に「厳重戒告、部隊長解任」が言い渡された。これが真相の輪郭である。──
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　口に愛国を唱える憂国の士が、裏へ回れば好色遊ゆう蕩とう、不正腐敗の士であることは、珍しくない。七三一は不正の格好の培養基であった。もっとも軍上層部における腐敗は第七三一部隊だけの現象ではなかった。陸士、陸大出身の将官にとって他国は侵略すべき対象であり、軍は自己の栄達を図る手段であり、愛国、祖国防衛の表看板の裏で軍を食い物にしていたのである。





　なお犬山市のＭ・Ｈさんより石井四郎について次のような手紙が寄せられた。私としてはことさら石井を悪役に仕立てた意識はなく、石井の〝私隊〟のような七三一の実像を復元するためには彼の個性とその影響を描かざるを得なかった。また石井四郎の私人としてのプライバシーを暴いたのではなく、当時〝公人〟としての軍人が犯した戦争犯罪を追及しているのである。石井の不正経理や遊蕩も七三一部隊の戦争犯罪と表裏一体のものであった。だが読者の一部には次の手紙に記述されているような印象をあたえたことも否めないようである。


　「もう一つ感付いたことは、筆者が石井四郎軍医中将を極端に異常視していることです。


　筆者は最後に『真に恐しいことは、この残酷を犯した人たちと、われわれが別種の人間ではないという事実である』と断言している。このことは『続・悪魔の飽食』でも再三強張（調）してある。にもかかわらず、石井四郎軍医中将は別視されているきらいがあります。


　物語には、いわゆる悪役というものがあるものです。物語の中の悪役は徹底的に悪に徹します。しかし、実際の世界でそんなに悪一色の人間などいないと私は思っております。


　他の隊員すべてを匿名にしている中で石井四郎隊長の強調は特に目に付きます。


　筆者は、本書の中で戦争を『集団発狂』と定義しています。私もそのとおりだと思いますが、もし集団発狂なら一人の慢性狂人の存在がそれほど大きなものとなるのでしょうか。


　私はこの書の中での石井四郎がいわゆる悪役としての存在のような気がしてなりません。」一九八二・九・十九・日曜日（一部抜粋・原文のまま）




第十一章　七三一崩壊す──一九四五年八月九日
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　ノミ・ネズミ増産狂騒曲

　三千人以上におよぶ人間を生きたまま生体実験材料として殺し、非人道的な細菌戦の研究開発およびその実行をした第七三一部隊に崩壊と逃亡の日がやってきた。七三一の崩壊をもたらしたのは日本帝国主義の敗北であり、直接のきっかけは一九四五年（昭和二十年）八月九日にはじまったソ連軍の対日参戦である。


　すでにその前年マリアナ敗戦（七、八月）、インパール作戦の中止（七月）、レイテ作戦放棄（十二月）と日本軍崩壊の一途をたどっていた。日本国内の主要都市は空爆と艦砲射撃で破壊され、物資の生産は落ち込み、国土は荒廃し、かつては「大日本帝国万歳」と戦勝に酔った国民の間に、戦争をきらう怨えん嗟さの声が満ちはじめた。空腹と肉親を失った悲しみと絶望が民衆を打ちのめした。


　「世の中は星と錨いかりと闇と顔」。こんな川柳が流行したし、職業軍人や高級官僚、死の商人らの戦争を利用した腐敗と蓄財が公然と横行する一方、前線では何十万人という将兵が「肉弾」として砲火の中で死んでいった。「一機一艦」の合言葉のもとに多数の前途有為の若者が特攻作戦の中で人柱とされた。


　ヨーロッパ戦線では、日本が三国同盟を結んだイタリアのムッソリーニ政権が瓦が解かい、無条件降伏（一九四三年九月）し、残るドイツも東部戦線で重大な打撃を受け、ソ連軍の進撃の前にみじめな壊走を続けていた。今やファシズムは全世界で敗北しつつあった。


　一九四五年の夏、中国大陸では「無敵関東軍七十万」が一見、威容を誇っていたが、それは見せかけだけであった。南方戦線の戦況悪化に伴い、関東軍の主力二十個師団が南方各地に引き抜かれ、軍馬車両、重砲、重機関銃、航空機、弾薬の多くが南方に転送されていた。ソ満国境の要よう塞さい砲まで取り外されたというから、その装備戦力の低下ぶりがうかがえる。





　関東軍七十万といっても精兵はほとんど南方前線に間引かれて、いわゆる「満州根こそぎ動員」により満蒙開拓団として入植した民間人を現地召集してにわか仕込みに仕立て上げた兵隊や、朝鮮人、中国人部隊を含んでのことである。小銃は兵五人に一挺ちようがやっとで、中には全隊が刀とカマ、けものを退治する槍やりだけで武装するケースも現われたという。「止むを得ざれば差当たり兵器資材を欠くも可なり」という切羽つまった情況ででっち上げられた〝竹槍軍隊〟であるからかつての関東軍のおもかげはなかった。この落ちぶれた関東軍が握っていた唯一の〝近代兵器〟は第七三一部隊の各種細菌と毒物であった。


　一九四五年三月、ふたたび七三一に帰任した石井四郎部隊長は、部隊の秘匿名を七三一から二五二〇二と改称した。同年五月、部隊幹部を集め「日ソ開戦は必至の情勢……これより七三一の総力を挙げて、細菌とノミ、ネズミの増産に突入する」という、有名な〝増産訓示〟を行なった。実験段階は終わった。あとは細菌戦実施の「Ｘデー」を目指し、一路増産あるのみと発破をかけたのである。


　すでに七三一は、ペスト菌の乾燥保存──乾燥菌製造技術を開発し、通常ペスト菌の六十倍の毒性を持つ変性菌まで産出していた。ペスト菌霧化技術もかなり進み、陶器爆弾も完成、特別に生存力の強いネズミや、「最も効果的な吸血能力を持つノミ」の一種族が大量繁殖されていた。


　「ペスト菌を中心に、井戸水や貯水池に投げ込むチフス菌、コレラ菌、河や牧場を汚染する脾脱疽菌を、向こう二か月間に大量生産せよ、命令が下りてきたのが五月十日のことだった……細菌製造工場だったロ号棟一階勤務の柄沢班は増員され、二十四時間体制で生産に入った……その結果、ペスト菌だけで二十キログラム近く製造したと思う……貯蔵してあるものを含めると、乾燥菌を合わせ百キログラムに達したのではないか」


　元隊員の証言である。第七三一部隊が終戦直前に「使用ＯＫ」として保存した各種細菌は「もし全部を理想的な方法でばらまけば地球上の人類はことごとく死んでしまう」（元隊員の話）量に達していた。


　ネズミの「三百万匹増産」を目指して大号令が下りた。ネズミ捕獲のため「特攻隊」が組織された。隊員たちは大量の捕ほ鼠そ器をトラックに積み、ハルピン、新京の各市街内を回り、住民や、中学生、女学生たちを大々的なネズミ捕りに動員した。第七三一部隊は各支部はもちろん、庁舎、宿舎を問わず、高さ一メートル足らずの板囲いの中で、不寝番までつけてネズミ増産に狂奔した。ペスト・ノミの増産目標は「三百キログラム」（約十億匹）と定められた。田中班には四千五百個のノミ飼育器があり、わずか数日間で一億匹のノミを確保できたという。


　「しかしすぐに使えるイキのいいノミを十億匹といえば、これは大変なことだ……これだけのノミにペスト菌をまぶして、一斉にソ連軍に放ち、都市にばらまくんだという……これはどえらいことになるなと直感した」


　元隊員の述懐である。だが、七三一を巻きこんだ「細菌・ネズミ・ノミ増産狂騒曲」は、一九四五年八月九日になって終しゆう焉えんを告げた。八月九日未明、ソ連軍の対日戦闘が開始されたのである。





　七三一独断専行せよ

　一九四五年（昭和二十年）八月九日の午前零時から一時にかけて、ソ連軍の満州、朝鮮進攻が始まった。


　極東軍総司令官ワシレフスキー元帥の指揮下、メレツコフ元帥の率いる第一戦線軍は東満と北鮮、ブルカーエフ大将直率の第二戦線軍は北部正面、マリノフスキー元帥麾き下かの第三戦線軍は西部国境に総勢約百五十万の兵力を全戦線に展開して怒濤のように進攻して来た。


　一九四五年四月五日、ソ連政府は日本との中立条約を破棄していた。これに先立つ同年二月、クリミヤ半島におけるアメリカ、ソ連、イギリスの三巨頭会談（ヤルタ会談）で、「ソ連軍はドイツ降伏後三か月以内に対日戦に参加する」ことが確認されていた。その直後の五月にドイツ軍は無条件降伏し、連合軍を相手にたたかっているのは日本軍だけとなっていた。


　一方、ソ満国境におけるソ連軍の異常な兵力集結の報は刻々と大本営参謀本部に寄せられ、日本政府はソ連の対日戦闘開始をもはや時間の問題とみていた。


　関東軍総司令部もソ連軍の大規模進攻を予測し、牡丹江に邀よう撃げきの主力部隊を配置する一方、前年末から吉林省の通化に大がかりな兵へい站たん基地を建設、「ろ号作戦」と呼んで戦略資材や極秘文書などの通化移送を行なっていた。これにともない、第七三一部隊の一部資材も通化に送られていた。なにも知らされていなかったのは、一般将兵や中国東北部在住の日本人市民だけで、軍の上層部はソ連参戦の情勢を熟知していたのである。





　「ソ連軍進攻開始」の報は、中国東北部全域を大混乱に陥れた。


　八月九日、新京（長春）上空に現われたソ連軍爆撃機による空襲を、多くの人びとが米軍機によるものと錯覚したエピソードは広く知られている。ソ満国境の緊迫ぶりは、これほどまでに一般市民に知らされていなかったのである。寝耳に水のソ連軍進攻であった。


　ソ連の戦術は、あらかじめ研究し抜かれた、用意周到なものであった。空軍が鉄道、軍事施設、飛行場を爆撃したあとを八月九日夜半から十日未明にかけて、戦車を先頭に、機甲部隊が進軍し、地域によっては一日五十キロの進攻速度を誇った。
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　八月十日午前一時、沿海州地方からソ連軍第一極東方面軍先遣支隊が国境を越え、ハルピン＝吉林方面に向かって進撃を開始した。元ソ連国防相マリノフスキー元帥の回想によれば、午前八時三十分には国境から二十キロ地点に侵入、日本軍守備陣をやすやすと突破、砲兵の援護射撃はほとんど不要であったという。





　第七三一部隊は、ソ連軍侵攻のその日、どんな状態にあったのか。多くの元隊員の一致した証言によれば、八月九日当日、石井四郎部隊長の姿は平房にはなかった。部隊は平常どおりの勤務にあったという。すでにソ連空軍機による爆撃が中国東北部各地で始まっていたのに、七三一全体が平静であったとは奇妙な話だが、一説によれば、すでに七三一の諸幹部は各支部に飛び通化移転指揮を行なっていたため、石井部隊長が新京の関東軍司令部から七三一宛に打った暗号電報が、解読する者のないまま部隊に放置されていた。これが八月九日、「七三一平静」の原因であるという。


　七三一隊員たちが騒然としはじめたのは八月九日の夜になってからである。


　この夜、ハルピン上空に現われた数機の戦闘機が、照明弾を投下した。ソ連空軍機である。


　市街をあかあかと照らされたハルピンの市民は愕然とした。そして街は大騒ぎとなった。空襲警報のサイレンすら鳴らなかったのである。


　七三一隊員とその家族は防空壕で不安な一夜を過ごした。「ソ連軍はハルピンの至近距離に迫っている」などという情報が入ってきたからである。


　明けて十日早朝、関東軍司令部から石井部隊長宛に「命令受領に出頭せよ」の連絡が入った。


　だが、石井部隊長は不在であり、行く先は極秘で誰も知らない。部隊幹部は急きゆう遽きよ、Ｎ副官を航空機で新京に派遣した。


　Ｎ副官が関東軍司令部に出頭してみると、すでに山田乙三関東軍司令官以下各参謀は各地にとび、目ぼしい幹部はいなかったという。中国全土からの緊急連絡、陸軍参謀本部からの指示に問い合わせ電報が殺到、関東軍司令部は火事場のような騒ぎになっていた。


　Ｎ副官が命令授受に出頭した旨を告げると、「ソ連軍の進撃速度は大、関東軍各部隊とも南下し転戦を開始している。七三一においても独断専行してよし」が、関東軍司令官からの命令であったという。──


　独断専行は関東軍のお家芸である。かつてはそれでノモンハン事件をひき起こし、柳条湖事件から奉天攻略まで、本国政府の方針を無視して関東軍は一気に中国侵略を拡大したものである。


　だが、八月十日早朝から七三一に示された「独断専行」の方針は、要するに一刻も早く転戦せよというものである。転戦とは逃亡退却の代名詞であった。


　Ｎ副官が七三一に引き返したのは、八月十日正午であった。独断専行、転戦の命令を受け、第七三一部隊上層部はにわかに緊迫した。


　もしも平房がソ連軍の手に落ちると、三千人以上におよぶ「丸太」生体実験の悪魔の所業が明るみに出、七三一全隊員が戦争犯罪の責を問われる。


　「もしそんなことにでもなれば後刻全員銃殺は免れない……」


　帰隊したＮ副官を囲んで緊急会議が開かれた。





　「丸太」虐殺の真相

　関東軍司令部から「独断専行せよ……」の命を受け、Ｎ副官が七三一へ戻った八月十日正午。このときから八月十五日までの大混乱を正確に覚えている元隊員はいない。


　実際の撤収作業は十日夜から開始されたとみられるが、作業内容と手順、時刻と場所は各人各様の記憶によってちがう。「とにかく悪夢を見ているような混乱の日々であった」点だけが一致している。──


　石井四郎部隊長が七三一に帰ってきたのは八月十日夜であったというが、これも正確なことはわからない。


　幹部による撤収作戦会議が改めて開かれ、席上、石井部隊長と菊地少将（第一部長）らの意見が鋭く対立した。大激論になったと伝えられている。





　石井部隊長の撤収案は①七三一の秘密保持こそが最大の問題である。②そのために、ソ連軍の進撃途上にあるハイラル、林口、孫呉、牡丹江各支部の七三一隊員にはすでに派遣している西中佐（教育部長）らを通じ証拠隠滅と全員自決を命じている。③これにならい、東郷村官舎に入居している隊員家族にも全員自決を命じたい。④現在収容中の丸太は一人残らず殺害するとともにロ号棟建物は「完全」に破壊し、部隊施設は工兵隊の手により爆破する。⑤しかるのち少年隊を含め、本隊は完全な統率のもとに南下し、通つう化かに至る。──というものであった。


　石井部隊長と菊地部長の激論の争点は、石井案のうち②③にあったという。菊地少将は「七三一には有能な研究者が多く、徒いたずらに自決を押しつけるよりも、支部の救出方策を練ることが先決である」と主張、「隊員の家族は部隊長が率先して内地へ生還させる努力を払うべきである」と激怒したという。平常から酒色に溺おぼれ、放ほう恣しな勤務ぶりの石井部隊長に対する諸幹部の反はん撥ぱつは大きかった。


　結局、石井部隊長が折れ「家族は即刻引き揚げを開始する。部隊長は各方面にとび、列車運行の手配、各支部撤退の指揮を取る」ことで結論がまとまり、石井部隊長はふたたび七三一から姿を消した。


　この間、石井四郎は三つのことをした。第一は七三一が蓄積した細菌戦準備のための各種資料、膨大な実験データ、菌株などを日本に持ち帰る手配である。第二に七三一からの引き揚げ列車の優先通過手配を行ない、ソ連軍による逮捕者の出ないよう手を打つことである。石井四郎はこのため七三一航空班所属の軍用機をフルに使い、新京、奉天など各都市にとんだという。
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　石井四郎の行なった第三は、特別班員の緊急避難である。


　千代田村に加茂という小集落がある。特別班員の多くは同集落の出身であった。現在の千葉県芝山町加茂である。石井四郎は一九三三年に細菌戦部隊を創設した際、部隊名を「加茂部隊」と名づけた。名の由来はこの集落からきていた。特別班こそは名実ともに七三一の核コアを成すものであった。


　「マルタ処理の終った後は、全員直ちに緊急撤退せよ」──これが特別班員に対して出された石井部隊長の〝直命〟であった。七三一部隊の中でも同郷出身者の特別班員を最優先撤退させたのである。


　すでに七三一の鉄道引き込み線には、平房駅からの貨車が三本入線していた。特別班員と貴重資料を満載したこの貨車は、十一日に平房を出発した。──


　八月十日の時点で、収容されていた「丸太」は総勢四十人足らずであったという。「丸太」の処置について、従来「青酸カリを食事に入れて殺した」「全員銃殺した」などの諸説が関係者の間に流され、中には活字になっているものもある。


　真相はどうだったのか。──


　私の調査によれば、「丸太」は毒ガスで殺された。囚人反乱のあと、ふたたび特設監獄の換気装置が毒ガスの注入筒に早変わりしたとみられる。


　「まるで檻おりの中で暴れているゴリラを見ているようだった……」


　「丸太」の全員虐殺を目撃した隊員の言葉である。


　「丸太」の中の数人は毒ガスで死にきれず、鋼鉄製のドアを叩き、苦悶のうなり声を上げのどをかきむしって苦しんでいた。特別班員がゆっくりと近づき苦悶する「丸太」の胸に向けてモーゼル拳銃の引き金を引いた。「殺したマルタの足を引っ張って、７棟横にあった大きな穴の中に、次々と死体を放りこみ、ガソリンと重油をかけ、火をつけた……十一日の午後だったと記憶している。七三一の焼却炉は、生首の標本や細菌培養の寒天、膨大な書類や器具を焼却するためふさがっていた……マルタの死体はなかなか燃えなかった。しかし撤収は一刻を争う。浮き足立った特別班員らは死体焼却作業の半ばで土を掛け、逃亡してしまった……そのため土の中から手足が突き出ており、とても犯罪隠蔽の役を果たしていない。部隊幹部がこの状況を見て『もう一度死体を掘り出し、完全に焼いてしまえ』と命令した……目をむいて硬直しているマルタの死体……掘り出す役目に当たった隊員らは、吐き気をこらえながら作業を続けた」


　と隊員の一人は回想する。





　独房壁の血書

　第七三一部隊が処置を急いだのは「丸太」だけではなかった。１棟二階の「陳列室」をはじめ第一部各課研究班には、多数の人体標本があった。大小のホルマリン容器に入った生首、腕、胴体、脚部、各種内臓の標本は、伝染病の種類や病状ごとにセットで保存されていた。


　標本の数は大小一千個を数えたという。いずれも第七三一部隊が実施した、むごたらしい生体実験の証拠となるものであった。


　進攻してくるソ連軍に、標本の一個たりとも押収されてはならない……上層部の命令により、十日の夜半、トラックが出動した。


　「十日の夕刻から夜半にかけてハルピン市一帯は雨だった……雨中を突いてホルマリン容器がトラックに積みこまれた。何十何百という人体標本が七三一を出発し、夜半に松花江へ向かった。標本は夜陰に乗じて松花江に投げ捨てられたが、撤収作業を急ぐ関係で全部はトラックに積み切れなかった」


　と元隊員たちは回想する。


　増産につぐ増産を重ねてきた各種細菌のストック、夥しい数のネズミ、数億匹のノミの処分も差し迫った大事であった。また各研究班には七三一がまとめ上げた膨大な実験データがあった。中国各地における細菌戦実施の詳細な記録をはじめ、解剖記録、病理記録、各種実験記録、細菌培養の記録が山を成していた。このようなデータは十日から十一日にかけて部隊施設の各所に掘られた穴へ集められ、重油をあびせかけての焼却処分が急がれた。大学研究室から七三一に配属された学者の中には、せっかくの研究データが灰になることを惜しみ、ひそかに内地に持ち帰ろうとする者もいた。後日、時がくれば学会において名声を保証してくれるはずの貴重な実験記録を鞄に入れようとしている現場を発見され、上官からきびしく叱責された学者もいる。もっともその時点では明日知れぬ身であったから、貴重な学術資料を灰にするのに忍びなかったのが真の動機であろう。


　器材、資材の破壊消滅も急務であった。膨大な量の細菌培養器、冷凍施設、顕微鏡、化学天秤、陶器爆弾等々が片っぱしから破壊された。


　最大の難事は施設建物の破壊であった。特に特殊鋼材と厚さ五十センチ近いコンクリート壁を組み合わせた特設監獄は、すこぶる頑丈にできていて、工兵隊が出動、監獄の十数箇所に爆薬を仕掛け、爆破しなければならなかった。


　爆破のために特設監獄の床、階段下に深い穴を掘る必要があった。教育部所属の隊員らがこの作業を命じられた。


　ツルハシ、鉄てつ鋌ていを持った隊員らは特設監獄独房に足を踏み入れ、一瞬立ちすくんだ。すでに「丸太」の死体が運び去られ、がらんとした特設監獄には、一面に消毒用石炭酸の匂いが立ちこめ、そこに昨日まで閉じこめられていた「丸太」の地獄の名残りをとどめていた。湿った風が７棟二階独房前の広い廊下を吹き抜けていた。隊員たちが棒立ちになったのは、独房壁面いっぱいに書かれた巨大な文字を認めたからである。コンクリートのところどころ剝はく離りした房壁一面にどす黒く変色した字がのたうっていた。


　「打倒日本帝国主義」


　「中国共産党万歳」


　一つの字の大きさは二十センチ四方ぐらいである。もとより監獄の中で筆やインクが手に入るものではない。一目で血で書かれたものとわかった。おそらく自分の身体を傷付けた血を手のひらに塗り、万ばん斛こくの怨うらみをこめて看守の目を盗みながら書き上げたものであろう。かすれがちの一字、一字は壁の前に立つ人間を打ちのめさずにはおかない迫力をもっていた。赤黒い字画の一片、一片が、敗戦処理に浮き足立つ七三一隊員の脳髄を、高圧電流に触れたように痺しびれさせた。


　「壁の血書を見たときにはショックだった。おそらく実験で殺される直前に、気力をふりしぼって書いたものでしょう。共産党や主義思想のことなどまるで知らなかった私ですが、ちょっと形容できない衝撃を受けました。あの極限状況でこれだけの信念を持ち続けた人間がいたということ。彼らはマルタではない、勇敢な人間だと直感的に思いました」


　当時、房壁の血書の前に立った一隊員の述懐である。壁の血書は、それを書いた本人が殺された後も、次々と収容されてくる囚人たちを励まし、最後まで民族の解放と人間の尊厳を訴え続けたに違いない。隊員は爆破のための穴掘り作業の手を一時中止し、しばらくは無言のまま壁の前に立ちつくしていたそうである。


　ソ連軍の進攻速度は急で、ハルピン市内陸軍病院は前線から移送されてきた日本軍負傷兵であふれ返り、駅前広場は避難民でごった返していた。


　もはや一刻の猶予もならなかった。ロ号棟の各室、廊下に重油がまかれ、火が放たれた。黒煙の中で施設全体をゆるがす大音響とともに、特設監獄の壁が工兵隊の爆破によって崩れ落ちた。





　悪魔城の崩壊

　八月十一日の夜になると第七三一部隊の内部は混乱の極みに達した。平房からの貨車引き込み線に撤収用専用列車が入り、兵員の引き揚げが開始されたのである。


　「全員直ちに列車に乗れ。一人につき手荷物は二個以内とする。貯金の引き出しは禁ず」


　東郷村官舎にこのような通告が入ったのは十一日の午後であった。「ソ連軍はすでにハルピン市内に突入し、市街戦がはじまっているらしい」とデマ情報がとびかい、官舎全体は騒然とした気配に包まれていた。各戸ごとに炊き出しと荷造りがはじめられた。荷造りといっても家財道具のほとんどを置き去りにしなければならない。引き揚げは一刻を争う。風呂をたてたものの入浴もできず、簞たん笥すの引き出しを開けっ放しにしたまま子供の手を引いて平房駅まで歩き、貨車に乗り込んだ家族が多かった。
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　内地へ引き揚げると聞かされ、少年隊舎からは歓声が上がった。夢にまで見た郷里の親元への帰還は、少年たちにとって戦況の推移とは関係ないグッドニュースだった。七三一の酒保は開放され、少年たちは手押車に積めるだけの故郷への手土産を満載し、少年隊舎へ戻ってきた。衣服と甘味品が少年たちの人気の的であった。資材部倉庫から、米、麦、醬油、砂糖の類が運び出され、入線した貨車の底に敷きつめられた。撤退する途中、隊員と家族の食糧にするためである。食糧の上に官舎から持ち出した畳を敷いた。貨車の中に即席のお座敷列車ができあがった。引き揚げ列車への食糧、物資の積み込みはアンバランスであり、ある列車は物資を満載していたのに反して、ある列車は何もなく、それに乗り合わせた人たちは食糧不足に悩んだという。車両と人がごった返し、いたるところに書類や物資が散乱していた。二千五百人を超す大世帯の引き揚げが慌しく進むのと並行し、第七三一部隊の建物、諸設備から一斉に火の手が上がった。火薬の炸裂音が耳をつんざき、もうもうたる黒煙が空を暗くした。


　「隣接する八三七二航空部隊が驚いて消防車を派遣してきましたが、上層部は『心配ご無用、作戦上の措置ゆえ、お引き取りください』とこれを追い返した。七三一の機密や引き揚げ開始の状況は友軍にも秘匿された」


　と元隊員の一人は証言する。航空班の航空機は、石井部隊長ら幹部専用機を除いてすべて破壊、炎上させられた。轟ごう然ぜんたる爆発音とともにタクマ式ボイラー三基を有する発電所が吹っ飛んだ。東郷村官舎には次々と火が放たれ、動物舎からは夥しいネズミが周囲の平原に解き放たれた。火をかけられた田中班の建物から、何百万匹というノミが逃げ出した。もはやだれがなにをやっているのかわからなかった。命令に従って立ち働いているはずの隊員たち自身も、混乱の渦の中を逃亡本能のまま泳いでいるだけだった。実験室の一隅からプラチナのシャーレと蒸発皿がごっそり〝蒸発〟し、部隊の金庫から何十万円という札束が隊員の胴巻に縫いつけられて持ち去られた。混乱の中で金目のものを抜かりなく梱こん包ぽうして列車に積み込み、これを元手に戦後、医院を開業した者もいたが、多くの隊員は着のみ着のままで列車に乗り込んだ。列車はすべてが有ゆう蓋がい貨車か無蓋貨車であった。旅客車は一両もなかった。


　「ソ連軍は目と鼻の先に迫っている。もし虜囚の憂き目をみたときはこれを飲むように」


　と草味班の開発した青酸化合物の小瓶入りが一部の隊員家族に配られた。女子供は捕虜になった場合、七三一の秘密を簡単にしゃべるおそれがあったので、石井四郎隊長の発案により「家族自決構想」が一部に伝わり、毒物が配布された。これがのちに多数の悲劇の原因となった。乗り込んだものの列車はなかなか出発しなかった。「ハルピンは陥落した」「行く手の新京にもすでにソ連軍が入城しているそうだ」などの疑心暗鬼のデマが隊員と家族の間に乱れとび、不安を促した。


　十二日になると風評を聞きつけた三屯、四屯らの集落から多数の中国人農民が、及び腰で第七三一部隊施設に近づいてきた。かつては「関東軍司令官の許可なくして立ち入りを禁ず」の高札と土塀にさえぎられ、聖域となっていた広大な敷地は、その専制暴君の七三一がもろくも崩壊し、本来の権利者たる中国人の手に戻りつつあったのである。


　中国人農民は安全を確かめると、まず東郷村官舎の中に入り、手当たり次第に家財道具の掠りやく奪だつをはじめた。数日前までは発見されると同時に射殺されたはずのこうした行為も、敗走する隊員たちになんの怒りも呼び起こさなかった。撤退作業の中で汗と煤すすに汚れ疲れ切った隊員たちは、心身ともに虚脱して、燃え盛り崩れ落ちていく悪魔の城を眺めていた。炎の中で工兵隊員らは「丸太」特設監獄の完全爆破に手間どっていた。火薬が炸裂した際に飛散したコンクリートの流れ破片を頭部に受け、重傷を負った隊員もいた。





　部隊秘密を死守せよ

　潰かい走そうする第七三一部隊員と家族を乗せた専用貨車は、八月十一日から十五日にかけて十五本（一本二十両編成）を数えたという。七三一の引き込み線から直接発車する列車、平房駅に先着し後発列車と連絡するもの、その編成と出発日はさまざまであった。先頭列車が奉天を通過しているころ、最終列車はまだ平房の駅に停車していた。そのために元隊員たちの記憶にある敗走体験は多様で、これを一元にまとめることはむずかしい。平房駅から拉ら賓ひん線を一時北上して、浜江駅で第三部・診療部関係の車両を増結した専用貨車は、先頭、中央、最後尾と三台の機関車を配し、黒い大蛇のようにレールの上をうねりながらハルピン駅から次々と南下した。関東軍総司令部はこの列車を特別機密を持った軍用列車として位置づけ、通過する主要駅に多数の憲兵を配置し、最優先通過を保障した。あかあかと燃え上がる平房の施設を後に、大蛇の群れはゆっくりと南下していった。七三一の隊員と家族の多くは八月十五日の夕刻、奉天で、また新京（長春）の手前で終戦を聞いた。「日本にはアメリカ軍が上陸し、女は全員強姦されているらしい」「日本全土いたるところが爆撃され、家族は四散している」「新京はすでにソ連軍に占領され、市街戦が始まっている」などのアングラ情報が、終戦を告げる天皇の詔勅と並行して貨車から貨車へと伝わった。


　専用列車を運転していた中国人機関手がいち速く逃亡したため、後発列車は新京付近で一日中立ち往生した。隊員たちは貨車の床に積み上げた米、味噌、醬油を線路脇に持ち出し、付近の中国人部落に忍び込み、鶏舎を襲ってニワトリを盗み出し、急ごしらえの食事をつくった。


　だが女子供を中心とした家族専用貨車では、終戦の報を聞いた家族たちの間に悲劇が発生していた。アングラ情報に脅えた女子軍属や隊員夫人らは前途を悲観し、手渡されていた青酸化合物を呷り、自決していったのである。
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　こんなこともあった。十六日の夜、家族を〝積んだ〟貨車が新京駅で停車中に「ただいまから石井四郎部隊長閣下からお話がある」と副官が車両から車両へと触れ回った。ホームに降り立った家族の前を、石井四郎がローソクを持った副官を従え、貨車ごとに大声で演説しながら歩いていった。


　「日本は負けた。お前たちは今から内地へ返す……だが七三一の秘密をどこまでも守り通してもらいたい。もし軍事機密をもらした者がいれば、この石井はどこまでもしゃべった人間を追いかけていくぞ、いいな」。ローソクの灯に浮かび上がった石井四郎の表情は奇怪な陰影に隈くま取どられ、家族たちの目には鬼気せまる形相に映った。幼い子供を抱きしめた母親たちは、突然の悪鬼の出現に肩を震わせていた。





　潰走列車の群れは安あん東とうから新しん義ぎ州しゆうを経て、八月の中、下旬に朝鮮半島の釜山に到着した。行く先の駅ごとに中国人、朝鮮人民衆の襲撃、掠奪を受け、乗客全員が空腹と疲労にさいなまれながら釜山に到着した列車もあった。貨車の中で命を失った者も多かった。「日本へ帰っても無駄だ、この地に留まり馬賊をやる」と途中下車した隊員もいた。逃げ遅れ、ソ連軍や中国八路軍の捕虜となった隊員もいた。乗り合わせた帰還列車によって隊員たちの引き揚げ体験もさまざまであった。七三一隊員、家族の内地引き揚げや収容所生活での苦闘を綴つづれば、それだけで膨大な実録となる。


　隊員たちを積んだ帰還船は、一九四五年八月十八日から二十五日前後にかけて佐世保、博多、舞まい鶴づる、敦つる賀が、門司、仙崎（山口県）、萩はぎなどの港についた。


　「全隊員に告ぐ……諸君らは次の三項目を厳守されたい。一、郷里へ帰ったのちも、七三一に在籍していた事実を秘匿し、軍歴を隠すこと。二、あらゆる公職には就かぬこと。三、隊員相互の連絡は厳禁する」


　帰還船の到着した港で、七三一隊員に伝えられた命令である。このときに発せられた命令は、戦後十数年の長きにわたって元隊員たちを拘束し、元軍属の中には軍歴秘匿から軍人恩給を申請せず、貧窮の中に生涯を終えた者もいる。


　少年隊員らには過酷な人生航路が待ち受けていた。十四歳から十八歳で引き揚げた彼らに国民学校高等科卒業以上の学歴は認められず、習得した臨床検査技術を生かす道に進むのも容易ではなかった。少年隊員は敗戦の混乱期、日本陸軍の生んだ私生児としてのあらゆる辛酸をなめたのである。


　元少年隊員たちの間に、見習技術員の学歴資格認定運動が起こったが、石井四郎を筆頭とする七三一幹部隊員らは、その運動が自己の戦争犯罪追及につながるのを恐れ、元少年隊員たちの戦後の窮状を見て見ぬふりをした。誰一人として七三一における高度な教育の実態を文部省筋に進言してやろうとする者はいなかった。少年隊員は七三一部内においてすら〝認知〟されない私生児となってしまったのである。勧誘のコマーシャルとしてうたった、少年隊員に正規の資格を持たせることなど、もともと石井四郎の頭の中にはなかった。


　石井四郎は終戦直後、東京・新宿区若松町で、焼け残った陸軍関係の建物を利用して、旅館を経営していたところ、アメリカ占領軍の呼び出しを受けた。一九四五年の冬であったと伝えられている。極東軍事裁判開廷にあたって、ソ連は満州第七三一部隊石井四郎部隊長以下、指導的幹部の取り調べと処刑を要求した。だが、石井四郎はいち速くＧＨＱに取り入り、密かに持ち帰った七三一関係資料をアメリカ軍に提供、自己の保身を図った。


　当時世界最新の細菌戦データの山を入手したアメリカ軍当局は狂喜し、すでに中国・上海で捕虜収容所に捕われていた北野政次（一九四二年─四五年の間第七三一部隊長）を、こっそりと日本に帰国させた。ＧＨＱ当局による石井四郎訊問の前に、日本の某所で石井─北野会談が極秘に行なわれたという。犯罪もみ消しのためのアメリカ軍当局の〝温情〟であった。石井と北野は、丸一日のたっぷりした情報交換と相談打ち合わせの機会を与えられ、口裏を合わせて秘匿すべき事項を守り、来たるべき訊問に備えたのである。この結果ＧＨＱ当局の訊問は形式だけのものとなり「石井四郎以下の所在は不明。七三一は戦犯に値しない」とする見解がソ連側に伝えられた。世界史上空前の細菌戦を実施し、三千人以上の人間を抹殺〝消費〟した第七三一部隊はほとんど無傷のまま戦後の日本に生き延びたのである。石井四郎はこのあと、アメリカ軍から、元海軍関係宿舎を改装したアメリカ兵慰安施設（パンパン宿）を東京・四谷に一軒与えられ、女たちに売春させながら平房から持ち帰った七三一のデータ整理に当たっていた。


　この他第七三一部隊幹部とアメリカ占領軍との関係については、戦後秘史に相当する事実にあふれている。七三一には大量の貴金属類が備蓄されており、それが戦後密かに持ち帰られた事実がある。戦後、かなりの長期にわたって一部の元隊員にこれを原資とした模様の「手当金」が支払われていた事実もあるが、もはや紙数もつきた。戦後の軌跡解明については別の機会にゆずりたい。


　第七三一部隊が潰走し戦争が終わった翌年、一九四六年の六月末から九月末にかけて平房付近全域を猛烈なペストが襲った。義発源イハーイワン、東井子トンチンズ、後二道溝ホウアルトウコンという村ではペストが発生し、百三名の死者を出した。第七三一部隊施設から逃げ出したネズミとノミによるペスト流行である。




第十二章　軍神は甦よみがえらせてはならない
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　残暑なお酷しい一九八一年九月五日正午過ぎのことである。


　国鉄篠しのノ井い線松本駅ホームに初老の男が下り立った。


　男は改札口を出て時間を確かめると、駅前広場を左へ折れ飲食店を物色していたが、すぐ近くに「馬刺」の看板を見つけて店の暖の簾れんをくぐった。馬肉の刺身は信州の名物である。


　男は馬刺とそば、なめこ汁を注文した。いずれも土地の名物で、また店の自慢の料理でもあるらしい。注文を聞いたお内儀かみは「うちの馬刺は霜降りのいいところですよ……ほかのお店ではなかなか食べられないものですから、皆さんご注文を頂きます」とにこにこした。


　注文オーダーが届くまで、男は上衣のポケットから封筒を取り出し、もぞもぞとした手つきで一通の案内状を引っ張り出した。


　「残暑候光陰矢の如しとか、激動に渦巻く約四十年の歳月が流れた今日、いつも心に残るものは、祖国日本の為に青春を賭かけた大義の実践に対する行動力は、絶忠に燃えた当時の連想を深める時、感無量なるものがある。かつては郷関を出でし我々は名実共に第七三一部隊員として北満の広野に立ちて、皇国の生命線を守り時あたかも国境風雲急を告げ……」


　男は出された茶も啜すすらず、じっと案内状の文面に見入っている。


　「……我が石井部隊の精兵はノモンハン又は運命の南方作戦に出動、各その功績極めて顕著なるものがあった。併しかし、長期戦に亘り武運のつたなく世界に冠たる帝国陸海軍八十年の運命の涙の歴史を永久に締とじたのである。日本人として有史以来汚辱的あの悲しみも今は過去となり国民は再建の為に努力し現在の経済日本を築いたのである。併し、国際的見地においてその状勢を展望する時、極めて重大なる秋ときに直面していることを痛感せざるを得ないのである……」


　案内状には、「関東軍第七三一部隊戦友会第一回全国大会」と印刷されてある。「北満の広野に立ちて……」「ノモンハン又は運命の南方作戦に出動……」のくだりに来ると、男は茫ぼう々ぼうとした表情になり、視線は遠い昔を追った。


　「……開催日時　昭和五十六年九月五日（土）午後三時（正確）　場所　信州松本里山辺美ケ原温泉ホテル　参加費八千円　松本駅下車タクシー　山辺美ケ原温泉ホテル」


　食事を済ませると、男は駅前からタクシーを拾った。





　「関東軍満州731部隊第一回戦友会様」


　ホテルの玄関に大書した案内板が出ていた。定刻の午後三時、男たちはホテル二階の宴会場に集まった。ホテル関係者の証言によれば、この日集まった元第七三一部隊関係者は総勢十九名だったという。地元長野県をはじめ、東京・千葉・神奈川・群馬の各都県からの参集者であった。


　男たちの集まった宴会場の正面床の間には大きな日章旗が飾られ、壁に「関東軍第七三一部隊第一回戦友会次第」と墨書した紙が張られていた。


　開会が宣言されるや全員起立、締め切った宴会場の中で、「戦死者及死亡者に対する黙もく禱とう」が捧げられ、幹事の声は朗々と宴会場の外にまで響き渡った。


　「軍神石井四郎中将閣下、並びに関東軍第七三一部隊全将兵の御み霊たまに対し奉り黙禱を捧ぐ……黙禱！」


　ホテルの若い従業員が驚いて顔を見合わせた。


　このあと経過報告、自己紹介と議事が続いた。





　第七三一部隊関係者の間には、すでに「精魂会」「房友会」「波空会」の三つのほか地方にも多くの戦友会がある。だが今回のように堂々と「関東軍第七三一部隊」を名乗っての戦友会開催は戦後初めてのイベントであった。マスコミが嗅かぎつければ、ニュースになるところである。会の議事に移るや、参加者からこの点に触れて「勇気がいったことと思う」と発起人の〝労〟をねぎらう声がかかった。


　これに対し「なあに、七三一隊員であることがわかっても、何もびくびくすることはない、われわれは国のために作戦を行なったにすぎない」と応じて、逐にはこんな発言もとび出した。


　「皆さんは平房の第七三一部隊施設が最後にどうなったか、誰もよく知らないと思う……あの建物は爆撃と火薬による爆破ですべて破壊された。マルタ小屋はどうなったか。最後の撤収時には、毒ガスで殺せ、いや水攻めにせよ、などといろんな意見が続出しましたが、結局は一人ずつ必殺のピストルで射殺し、完全に証拠は隠滅した……」
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　戦友会の席上、故石井四郎部隊長の〝遺徳〟を讚たたえる記念碑を新しく建立しようではないかとの提案も出、元第四部長川島少将からのメッセージも届いて、会場は大いに盛り上がった。


　この種の戦友会が、復古調を帯び、軍国主義賛美におよぶのは珍しくない。しかし、参加者の発言中「七三一の建物はすべて破壊された」とか「ピストルで射殺し」などというのは不正確である。囚人の虐殺については先にも述べたが、現在の施設跡がどうなっているかは巻頭の写真ページおよび「第三部」を参照していただきたい。


　宴会のあと参加者全員の記念撮影を行なうため、地元のカメラマンが急遽ホテルに出張した。




　終章　七三一の意味するもの







　ついに『悪魔の飽食』の最終章を執筆する時期がきた。執筆中、あまりのむごたらしさに何度かペンを握る手が凍りつき、「丸太」の哀れさに涙を禁じ得なかった。この実録が「赤旗」紙上に連載されてから、私たちは燃えた。最終稿を書き上げた後も燃焼の余熱は残り、心身の火照りは醒さめないにちがいない。


　序章にも記したように、この実録は小説「死の器」の副産物という形で誕生した。「死の器」において七三一部隊について触れたところから、同部隊の生存者と接触ができた。以来、次々に接触の環が広がり、写真を含む膨大な資料が集まってきたのである。


　取材のために歩いた地域は、東京以外に、北海道、岩手、山形、宮城、福島、茨城、千葉、埼玉、神奈川、山梨、長野、新潟、静岡、愛知、三重、滋賀、京都、大阪、岡山、広島、山口、徳島、愛媛、高知、香川、福岡、大分、鹿児島にわたり、接触した元七三一隊員は三十余名に上る。その他取材協力者は多数である。その間読者の方々からも多くの貴重なご意見や示唆をいただいた。かくされていた真実が明るみに出、重量のあるドキュメントが完成したのも、同部隊員の協力と、多数の関係者の支持があったからである。





　　　戦争という集団発狂の中




　本実録の終了にあたって、われわれは、第七三一部隊が日本人にとって何であったかという問を考えてみたい。


　読者においては、次から次に明るみに晒さらされる七三一の悪魔の所業に、これがはたして人間の行なえることなのか、人間がこれほどまでに残酷になれるものかと疑い、おもわず読む目を背け、読み進むのを止めようとした方も多いだろう。


　だがここで敢えて申し上げたいのは、人間が戦争という狂気に取り憑つかれたとき、それは少しも残酷でも異常でもなくなってしまうということである。


　むしろ残酷な命令を拒否し、平時の正常性を留めている人間のほうが、命令違反者、非国民として懲罰される。また国民は、その懲罰を恐れて心ならずも〝残酷異常命令〟に従っているわけでもない。戦争という国家的集団発狂の中で、自己の行為が「お国のために」役立っているという確信の下に、悪魔の所業をためらうことなく遂行するのである。


　真に恐ろしいことは、この残酷を犯した人たちと、われわれが別種の人間ではないという事実である。われわれも、第七三一部隊の延長線上にある人間であるということを忘れてはならない。ふたたび戦争が起きて同一状況下におかれれば、われわれも同じ残酷外道の所業を何度でも累かさねることができるのである。





　　　狂気のブレーキとなるもの




　太平洋戦争は、日本にとって侵略戦争であった。いま全国各地で戦争体験を語り継ぎ、戦争の記憶を風化させない運動が広がっているが、侵略戦争であったにもかかわらず国民の間には、「ひどい目にあった」という被害の記憶や記録が圧倒的に多い。『悪魔の飽食』は日本人による〝加害の記録〟である。加害の記憶は風化されやすいし、また記録し難いものである。


　しかしどのように忌わしいものであっても、私にはそれが戦争体験の核心コアとして真っ先に語り継がれるべきものであるとおもわれる。


　平和時に反戦を唱えるのはたやすい。だが国民全体が戦争の狂気に取り憑かれたとき、冷静なブレーキとなるのは、過去の正確な記録である。それは戦争体験のない人々にも戦争の正体を晒してくれる。


　これは事実の記録であり、第七三一部隊の贖しよく罪ざい記でもなければ、隊員の個人責任を問うものでもない。同部隊員の中には戦後三十余年の歳月を経るも依然として重い十字架を引きずりながら、戦時中の経歴を秘匿して世間から逼ひつ塞そくしている人もいれば、同部隊の生体実験を基礎に学界や実業界に名利を得た人もいる。同じ人間でありながら第七三一部隊は、彼らの人生をしばる重い鎖にもなれば、功名を得る土壌やスプリングボードともなったのである。





　　　「悪魔の飽食」繰り返さぬため




　民主主義というものは、本質的に脆もろい。それは民主主義に反する主義思想をも体内に包含する。自分を破壊し、覆そうとする敵対思想をも認めなければ民主主義は存在し得ないところに、この体制の脆さと宿命があるのだ。


　民主主義の敵を認めて、ひとたび敵（ファシズム＝独裁主義）の天下になれば、ふたたび民主主義を取り戻すために多量の血が流されなければならないことは、歴史の証明するところである。民主主義はその敵に対する絶えざる疑惑と警戒の上に辛うじて維持される。


　われわれが「悪魔の飽食」を二度と繰り返さないためにも、民主主義を脅かす恐れのあるものは、どんなささやかな気配といえども見逃してはならない。われわれは民主主義の敵に対して警戒しすぎるということはないのである。そのことをこの実録によって再確認できれば筆者の幸せこれにまさるものはない。





　　　作者と取材と作品と……




　この実録の完成に最大の貢献をしてくれたのは私の最も親しい友人の一人である下里正樹氏である。私の手許には氏が全国を駆けめぐって集めた膨大な資料が山と積まれた。


　在来の純文学的私小説においては作家は題材を自己の身辺の自閉された日常些さ事じに求めてきた。社会との関わりから切り離した自閉的隠者的世界を描写するには、取材能力はほとんど求められない。


　だが作家の関心が時間と空間において拡大し、作品世界が社会との関連を深めてくると、作家は身辺日常から飛び出さざるを得なくなる。


　物質文明の爛らん熟じゆくによる情報の氾はん濫らんは、読者と作者の関心を時空的に開放した。


　開放された世界の描出再現に作者の経験は及ばない。作者の経験せざる世界の描出にリアリティの息吹を吹き込むのが取材である。ここにおいて作家の取材力が作品の成否に大きく関わってくる。


　だが、作家がかならずしも取材力に恵まれているとは限らない。作者一人の取材には限界もある。また私自身が直接取材に行ったために対象の口が逆に固くなってしまった例を再三体験した。さらに作者が直接取材をすると対象に感情移入をしすぎて、筆が冷静さを欠く場合が多い。対象を距離をおいて見つめ難くなるのである。


　社会的広がりの大きな作品においては、作家が協力者のサポートを得る例は多いが、たいていの場合、協力者のほうは顕彰されることなく、縁の下の力持ちで終わる。いわば、「一将功成りて万骨枯る」である。そのためにせっかくの作品世界がさらに大きな地平を開き、より多くの有機的な結実をもたらすはずのところを一作どまりに、それも不明朗な形で終わることがままある。





　　　私たちのペア・ワーク




　『悪魔の飽食』を結実させたものは私たちのペア・ワーク（一心同体の共同作業）である。重要なのは読者に「よい作品」を提供することにある。冒頭において「私たち」と書いたのはその意味を含んでいる。


　この仕事において私たちは一心同体であった。絶えず連絡を取り合い、取材対象や集めた資料について二人で熱っぽい合議検討をしながら『悪魔の飽食』は書き進められた。その成果をいま読者に問うときがきたのである。


　なお『悪魔の飽食』は、第七三一部隊からテーマと材を得た『新・人間の証明』とともに、車の両輪をなすものである。『悪魔の飽食』は実録であり、『新・人間の証明』はその小説としての昇華である。一元のテーマをドキュメントと小説の両面から作品化したのは、私としては初めての試みである。





　　　多数の協力者に深甚の謝意




　最後に終始協力していただいた戸上健氏に心からの深謝を、また度重なる取材に応じてくださった多数の元七三一隊員および関係者に深甚なる感謝の意を表したい。一人一人お名前を銘記して謝意を表明したいのであるが、いまなお、表に現われることを憚はばかる元隊員たちの意志を尊重して、実録中におけると同様、敢えて全員匿名にした次第である。


　敢えて繰り返すが、この実録の目的は個人の責任を問うことではなく、歴史の空白を埋め、戦争体験の真実を記録して、戦争の愚を決して反復しないための一いつ臂ぴの抑止力とするためである。


　元隊員の中には、当然のことながらこの取材に拒否的な、そして反感をもっておられた方も少なくない。個人としてではなく、「御国」のために、国家の命令によって行なったことを「悪魔」呼ばわりされて憤激に耐えない方も多いであろう。


　この実録の意義を理解されて協力してくださった元隊員の方々には、その意味からも厚い感謝を捧げたい。協力してくださった方々の立場が悪くなるということも考えられた。私はそれらの方々に感謝をこめてこの実録を捧げたい。


　　十字架のマルタ汚染の蚤襲い


　元隊員の句作の一つであるが、元七三一隊員の背負う十字架は重く、これからの人生においてもそれを下ろすことはないであろう。第七三一部隊の理由づけや意義づけは無用である。重要なのは真実であり、その記録なのである。十字架の重みも真実の重みである。お国のためとはいえ、犯した罪は罪である。刑法上の責任論とは別に、戦争の中で犯された罪を直視すべきである。


　「悪魔の飽食」は絶対に繰り返してはならない過ちである。同じ轍てつを踏まないところに人間の英知がある。その英知を信じて本実録の筆をおこう。




　付記







　時期を同じくして、中国生まれの米人ジャーナリスト、ジョン・Ｗ・パウエル氏が「歴史の隠された一章」と題して米国の情報公開法に基づき入手した最高機密資料により、終戦直後ＧＨＱが、同部隊の研究成果を米国に全面提供する見返りとして、同部隊員を戦犯から免罪した裏取り引きの詳細を公表した。筆者は、同氏に連絡を取って同氏の論文が掲載された「ブルティン・オブ・アトミック・サイエンティスツ」誌を入手し、その翻訳権をも獲得した。次にパウエル論文の要約を掲げる。──





　日本軍細菌戦部隊が各種生体実験を実施した捕虜の中に人数不明のアメリカ人がおり、ワシントンはこの事実を知りながら、同部隊の資料を独占確保するために、「手元のデータは……現時点では石井もしくはその協力者の戦犯容疑を立証する根拠として十分とは認められない」という詭弁を弄ろうして日本軍細菌戦部隊の告発を止めた。


　米陸軍細菌化学戦基地フォート・デトリック研究所エドウィン・ヒル、およびジョセフ・ビクター両博士は「石井部隊の資料は何百万ドルの出費と長年にわたる研究成果であり、このような資料は人体実験につきものの良心の呵か責しやくに阻まれて我々の実験室では得ることができないものである。我々のそのデータを入手するための支出は二十五万円（当時約七百ドル）のはした金にすぎず、格安の買い物である」として石井以下の部下の免罪嘆願をしている。


　また米軍部と国務省に限定配付された覚書きには、「日本軍細菌戦部隊の技術情報はソ連にはほとんど流れておらず、戦犯裁判を行なえば、このノウ・ハウがすべてソ連側に対しても明らかにされてしまうので、米国の防衛と安全保障上、公判は避けるべきである。石井グループは米国に全面協力して大部の報告書を準備中であり、「細菌実験にかけられた人間と動物のスライド」八千枚の提供に同意した。それは戦犯告発によるメリットをはるかにしのぐ、国家の安全にとってきわめて重要なものである」という学者の勧告が載っていた。その結果、「日本軍の細菌戦情報の重要性により、米国政府は日本軍細菌戦グループのいかなる隊員も戦犯で告発しないことにする」決定をした。


　免罪問題をめぐって石井は文書による免罪を保証することを求めたが、米国務省は後日のトラブルを警戒して特殊諜報部インテリジエンス・チヤンネルの機密扱いとすることを日本側に伝えるだけで十分に保証となると主張した。


　現在、米国と他の大国が本当に細菌戦を放棄したか否かについては識者の間に意見が分かれる。ある者は、「すでに過去の問題だ」と論じ、ある人は「歴史は常に虚偽で塗り固められており、確実なこととして信頼できないが、日本の中国に対する細菌戦の遂行をもって、それが終わりにならなかったことは確かなようである。細菌戦には新たに書き加えられるべき章がある」と言っている。入手し得る文書によると、……


　数千人の中国人、モンゴル人、ロシア人、米国人、混血の捕虜が、ペスト、発疹チフス、赤痢、ガス壊疽、腸チフス、出血性敗血熱、コレラ、炭疽熱、野や兎と病、天然痘、ツツガムシ病、馬鼻疽、梅毒に感染させられ、また馬の血液を注入されたり、Ｘ線の長時間照射によって肝臓を破壊されたり、冷凍実験をされたり、生きたまま解剖されたりして人生半ばにして死を強制されたのに対して、石井（四郎）将軍と第七三一部隊の最高メンバーの多くは天寿を全うした。また北野（政次）将軍を含む何人かは並みはずれた健康を享受し、この論文執筆の時点では静かな余生を送っている。──





　以上がパウエル論文の要旨であるが、末尾の「新たに書き加えられるべき章がある」という文章は意味深長である。


　ともあれ『悪魔の飽食』は米国側によって裏づけられた形となった。それはまだ決して「終わっていない」現代に、無気味な影を落としている戦争犯罪である。


　パウエル氏は現在細菌戦に関する本を執筆中であるが、私は同氏に『悪魔の飽食』の資料を提供する一方、同氏と今後緊密な連絡を取り合いながら、戦後七三一部隊の研究を母体とする米陸軍細菌化学戦部隊の悪魔の成長の足跡を追跡してみるつもりである。


　それは恐怖の新しき章であり、正義のための戦争は存在し得ないことの立証でもある。
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